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平成２７年美浦村告示第１０８号 

 

 平成２７年第２回美浦村議会定例会を次のとおり招集する。 

 

  平成２７年５月７日 

 

美浦村長 中 島   栄 

 

 

記 

 

１．期  日  平成２７年６月９日 

 

２．場  所  美浦村議会議場 
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平成２７年美浦村議会第２回定例会会期日程 

 

日 次 月  日 曜 日 議 事 内 容 

１ ６月 ９日 火 

（開会） 

○本会議 

・報告・質疑 

・議案上程、提案理由説明 

・一部議案質疑、討論、採決 

・請願上程、趣旨説明、質疑、委員会付託 

２ ６月１０日 水 
○総務常任委員会（議案審査） 

○厚生文教常任委員会（議案審査） 

３ ６月１１日 木 ○経済建設常任委員会（議案審査） 

４ ６月１２日 金 ○議案調査 

５ ６月１３日 土 ○議案調査 

６ ６月１４日 日 ○議案調査 

７ ６月１５日 月 ○議案調査 

８ ６月１６日 火 

○本会議 

・一般質問 

○総務常任委員会（議案審査） 

９ ６月１７日 水 ○議案調査 

10 ６月１８日 木 ○議案調査 

11 ６月１９日 金 

○本会議 

・議案質疑、討論、採決 

・議案上程、提案理由説明、質疑、討論、採決 

・委員長報告、質疑、討論、採決 

・意見書上程、提案理由説明、質疑、討論、 

採決 

（閉会） 
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平成２７年第２回 

美浦村議会定例会会議録 第１号 

 

平成２７年６月９日 開会 

 

議案 

会議録署名議員の指名 

会期決定の件 

（議案上程・提案理由の説明・質疑・討論・採決） 

発委第１号 美浦村議会基本条例 

議案第７号 美浦村政治倫理審査会委員の選任について 

議案第15号 工事請負契約の締結について（役場庁舎耐震補強等改修工事） 

（報告・質疑） 

報告第１号 繰越明許費繰越計算書について 

      （平成26年度美浦村一般会計） 

報告第２号 繰越明許費繰越計算書について 

      （平成26年度美浦村公共下水道事業特別会計） 

（議案一括上程・提案理由の説明） 

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例） 

議案第２号 専決処分の承認を求めることについて 

      （平成26年度美浦村一般会計補正予算（第７号）） 

議案第３号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村税条例等の一部を改正する条例） 

議案第４号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村国民健康保険条例の一部を改正する条例） 

議案第５号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

議案第６号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例） 

議案第８号 美浦村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する

条例の一部を改正する条例 

議案第９号 美浦村介護保険条例の一部を改正する条例 

議案第10号 美浦村農業集落排水処理施設の使用料に関する条例の一部を改正する条例 
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議案第11号 平成27年度美浦村一般会計補正予算（第１号） 

議案第12号 平成27年度美浦村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第13号 平成27年度美浦村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第14号 平成27年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

（請願上程・趣旨説明・質疑・委員会付託） 

請願第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関する意見

書の採択を求める請願書 

請願第２号 「安全保障関連法案」の廃案へ意見書提出を求める請願書 

 

１．出席議員 

１番 塚 本 光 司 君  ２番 岡 沢   清 君 

３番 飯 田 洋 司 君  ４番 椎 名 利 夫 君 

５番 山 崎 幸 子 君  ７番 山 本 一 惠 君 

８番 林   昌 子 君  ９番 下 村   宏 君 

１０番 坂 本 一 夫 君  １１番 羽 成 邦 夫 君 

１２番 小 泉 輝 忠 君  １３番 石 川   修 君 

１４番 沼 﨑 光 芳 君   

 

１．欠席議員 

な し    

 

１．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席を求めた者 

村 長  中 島   栄 君 

教 育 長  門 脇 厚 司 君 

総 務 部 長  岡 田   守 君 

保 健 福 祉 部 長  松 葉 博 昭 君 

経 済 建 設 部 長  増 尾 嘉 一 君 

教 育 次 長  石 橋 喜 和 君 

総 務 課 長  飯 塚 尚 央 君 

企 画 財 政 課 長  平 野 芳 弘 君 

経 済 課 長  中 澤 真 一 君 

上 下 水 道 課 長  山 口 栄 美 君 

 

１．本会議に職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長  木 鉛 昌 夫 
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書 記

書 記

 

 

浅 野 洋 子 

糸 賀 一 志 

                                         

午前１０時０２分開会 

○議長（下村 宏君） 皆さん、おはようございます。 第２回定例会へのご参集、大変

ご苦労さまです。 

 ただいまの出席議員は13名です。 

 これより平成27年第２回美浦村議会定例会を開会いたします。 

 本日の会議を開きます。 

                                         

○議長（下村 宏君） 本日の議事日程については、お手元に配付のとおりといたします。 

                                         

○議長（下村 宏君） それでは、議事に入ります前に、村長のご挨拶をいただきたいと

思います。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） おはようございます。 

 平成27年第２回美浦村議会定例会にご参集、ご苦労さまでございます。議員各位におか

れましては、日ごろより地域住民の先頭に立ち、美浦村のさらなる発展と地域の活性化に

ご尽力されておりますこと、改めて感謝申し上げます。 

 ６月３日には、四国・中国・近畿地方で梅雨入りし、関東地方も昨日、梅雨入りしたら

しいとの報道がありました。昨年より多少おくれぎみであるというふうな話でありますが、

梅雨明け後には高気圧に覆われた真夏日が続くものと思われます。議員各位には、夏に向

かって体調の管理を万全に、行政への提言、ご協力をお願い申し上げます。 

 今、国政では安全保障法制をめぐり、関連法案で与野党の審議が激化しております。

1995年に概念として生まれた専守防衛をめぐり、集団的自衛権の行使容認で、今後も堅持

されるかが焦点であります。憲法解釈での学識者３人の意見として反対の声明をされたこ

とは、政府関係者にとって誤算であったと思います。平和を望む国民にとっても無関心で

は済まされない法整備であり、国民にも理解できる説明を時間をかけてでも必要であると

思います。 

 東アジア南沙諸島の埋め立てでは、島しょに関係するＡＳＥＡＮ諸国が中国の軍事目的

の整備に脅威を抱いております。紛争に至らないことを願いたいものであります。 

 美浦村では３月より開始しました太陽光発電事業で、発電も順調に、売電額も予想を上

回りそうであります。住民に還元する取り組みで、６月１日から受け付けを開始した地球

温暖化対策機器設置等補助金で、生活環境改善に向けた各種の補助金制度の活用も、５日

までに太陽光が８件、エコキュートが４件、エネファームが１件の13件の申請がありまし
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た。新エネルギーや省エネルギーへの取り組みを住民も理解されてきていることがわかり

ます。美浦村の取り組みが茨城県での生活環境改善の牽引になれればと考えております。 

 今定例会提出議案でありますが、報告第１号・２号で繰越明許費繰越計算書についてが

２件、議案第１号から第６号までの専決処分の承認を求めることについてが６件、議案第

７号で美浦村政治倫理審査会委員の選任についてが１件、議案第８号で美浦村特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の一部を改正する条例が１

件、議案第９号で美浦村介護保険条例の一部を改正する条例が１件、議案第10号で美浦村

農業集落排水処理施設の使用料に関する条例の一部を改正する条例が１件、議案第11号で

平成27年度美浦村一般会計補正予算（第１号）が１件、議案第12号で平成27年度美浦村農

業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）が１件、議案第13号で平成27年度美浦村公共

下水道事業特別会計補正予算（第１号）が１件、議案第14号で平成27年度美浦村介護保険

特別会計補正予算（第１号）が１件、議案第15号で工事請負契約の締結についてが１件の

17案件であります。 

 議員各位にはよろしくご審議の上、適切なる議決を賜りますようお願い申し上げ、挨拶

といたします。 

○議長（下村 宏君） 村長の挨拶が済んだところで、直ちに議事に入ります。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、次の３名を指名いたします。 

    13番議員 石 川   修 君 

    14番議員 沼 﨑 光 芳 君 

    １番議員 塚 本 光 司 君 

 以上、３名を指名いたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第２ 会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から19日までの11日間としたいが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日から19日までの11日間と決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第３ 発委第１号 美浦村議会基本条例を議題といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） 提案理由の説明を求めます。 
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 議会運営委員長、沼﨑光芳君。 

○議会運営委員長（沼﨑光芳君） 発委第１号 美浦村議会基本条例の提案理由について、

ご説明を申し上げます。 

 まず、この条例案の策定の経過についてでございますが、美浦村議会に議会基本条例策

定委員会を設置いたしまして、岡沢議員を委員長として会議を重ね、先進地視察も行いな

がら、条例案を検討してまいりました。そして、本年４月には条例案を取りまとめ、村民

からの意見募集を行い、本日提出した条例案といたしました。 

 次に、条例案の内容についてご説明を申し上げます。 

 まず前文にありますように、地方分権の進展により地方自治制度の二元代表制の一翼を

担う議会の役割や責任は、以前に比べ大変重要なものとなっております。そのため議会は、

公平性と透明性の確保、積極的な情報の公開、政策活動等への多様な住民参加の推進、議

員間の自由討議の展開、村長など執行機関との緊張感の保持、議員の資質の向上、議員活

動を支える体制の整備などについて定めることにより、住民に開かれた議会、住民参加を

推進する議会、住民に身近な信頼される議会を目指すこととしております。 

 次に、条例案の概要をご説明申し上げます。条例は、前文と７章から成る本文20条及び

附則により構成されています。 

 本文の概要を申し上げますと、第１章の総則では、本条例の制定目的を規定しておりま

す。 

 次に、第２章では、議会及び議員の活動原則を規定しております。 

 次に、第３章の村民と議会との関係では、村民参加と村民との連携、議会報告会につい

て規定しております。 

 次に、第４章の議会と村長等との関係では、村長等との関係、村長による政策等の形成

過程の説明、予算・決算における政策説明資料の作成、議会の議決事件について規定して

おります。 

 次に、第５章の議会機能の充実・強化では、自由討議による合意形成、調査機関の設置、

議会事務局の体制、条例の理念の浸透、危機管理の体制について規定しております。 

 次に、第６章の議員の身分及び待遇では、議員定数、議員報酬、議員の政治倫理につい

て規定しております。 

 次に、第７章の最高規範性及び見直し手続きでは、最高規範性議会及び議員の責務、見

直し手続について規定しております。 

 そして、附則では、本条例の施行期日を平成27年７月１日とすることを規定しておりま

す。 

 以上、提出条例案の概要を説明させていただきました。 

 最後になりますが、この条例を制定し、議員一同がこの条例を遵守することにより、私

たち議員が、これまで以上に選挙によって選ばれた村民の代表者であることを自覚しなが
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ら、村民に開かれた信頼される議会を目指し、議員活動に取り組むことにより、必ずや村

政の発展につながるものと確信しておりますので、議員各位におかれましては、提案の趣

旨をご理解いただき、ご賛同を賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明とさせて

いただきます。よろしくお願いします。 

○議長（下村 宏君） 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第４ 議案第７号 美浦村政治倫理審査会委員の選任につい

てを議題といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） 提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、議案第７号 美浦村政治倫理審査会委員の選任につい

てご説明申し上げます。議案書の50ページでございます。 

 本案は、美浦村政治倫理審査会委員７名の方全員が、平成27年６月30日をもって任期満

了となることに伴い、磯山貴洋氏及び浅野勝夫氏を再任し、古渡和夫氏、増尾重治氏、木

村威夫氏、小野木宏氏及び宮本茂男氏を新たに任命することについて、美浦村政治倫理審

査会条例第５条第３項の規定により、同意を求めるものであります。 

 いずれの方々につきましても、人格、識見豊かな方として政治倫理審査会委員に選任い

たしたく、議会のご同意を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 なお、個々の経歴につきましては、別紙資料をご参照くださいますようお願いいたしま

す。 

○議長（下村 宏君） 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 
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 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり同意することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり同意することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第５ 議案第15号 工事請負契約の締結について（役場庁舎

耐震補強等改修工事）を議題といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） 提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、議案第15号 工事請負契約の締結について、提案理由

のご説明を申し上げます。116ページでございます。 

 この議案につきましては、予定価格が5,000万円を超える工事であるため、地方自治法

及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定により、議会

の議決を求めるものでございます。 

 それでは、議案の内容についてご説明申し上げます。 

 まず、１の契約の目的は、役場庁舎耐震補強等改修工事でございます。 

 ２の契約の方法につきましても、予定価格が5,000万円以上であるため、一般競争入札

による契約となっています。 

 ３の契約の金額は、税込み３億1,644万円で、うち消費税と地方消費税の額は、2,344万

円となります。 

 次に、４の契約の相手方でございますが、松浦・細谷特定建設工事共同企業体となりま

す。 

 ５の工期につきましては、議会で議決をいただいた上で行う本契約日の翌日から、来年

の３月17日までとし、６の予算の支出科目につきましては、一般会計の総務管理費となっ

ております。 

 この役場庁舎耐震補強等改修工事につきましては、これまで議員の皆さんにも全員協議

会等で内容等をご説明してきておりますが、改めて概要を説明いたします。 

 今回の工事につきましては、大きく分けて耐震化工事とその他の工事の２種類となって

おります。 
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 まず、耐震化工事の内容でございますが、平成23年９月に実施しました耐震診断結果に

基づき、国土交通省の官庁施設の総合耐震計画基準に合致するように、庁舎の安全性の確

保を目的に実施するものでございます。 

 次に、その他の工事につきましては、これまで懸案の事項でありましたエレベーターの

設置、トイレの改修、給水設備の見直し、空調改修等となっております。 

 以上、簡単でございますが、役場庁舎耐震補強等改修工事の請負契約締結について、提

案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第６ 報告第１号 繰越明許費繰越計算書について（平成26

年度美浦村一般会計）から、日程第７ 報告第２号 繰越明許費繰越計算書について（平

成26年度美浦村公共下水道事業特別会計）までの報告を求めます。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、報告第１号及び報告第２号につきまして、一括して提

案理由のご説明を申し上げます。 

 初めに報告第１号 平成26年度美浦村一般会計繰越明許費繰越計算書につきまして、ご

説明申し上げます。１ページをお開きいただきたいと思います。 

 本年の第１回美浦村議会定例会におきまして、平成26年度美浦村一般会計補正予算（第

６号）により設定を行いました繰越明許費及び専決処分の平成26年度美浦村一般会計補正

予算（第７号）により設定を行いました繰越明許費につきまして、繰越額及びその財源が

確定しましたので報告するものでございます。 

 繰越額につきましては、予算計上額と同額を繰り越ししていますので、各事業の財源に

つきましてご説明申し上げます。次のページをお開きいただきたいと思います。 

 初めに、地方人口ビジョン・地方版総合戦略策定事業の987万2,000円の財源につきまし

ては、国庫補助金が865万4,000円、残りの121万8,000円が一般財源となっております。 
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 次の地方創生美浦村観光地化事業の1,100万円の財源につきましては、国庫補助金が

1,000万円、残りの100万円が一般財源となっております。 

 次のＩＣＴプログラミング教育事業の100万円及び産業後継者対策事業の113万円の財源

につきましては、全額が国庫補助金となっております。 

 次の少年のつばさ事業の428万5,000円の財源につきましては、国庫補助金が348万5,000

円、残りの80万円が一般財源となっております。なお、ただいま申し上げました国庫補助

金につきましては、全て地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）

となっております。 

 次の産地確立推進事業の３億5,175万円の財源につきましては、全額が県補助金の強い

農業づくり補助金となっております。 

 最後に、商工振興事業2,103万8,000円の財源につきましては、国庫補助金の地域活性

化・地域住民生活等緊急支援交付金（地域消費喚起・生活支援型）が1,853万8,000円、残

りの250万円が一般財源となっております。 

 続いて、報告第２号 公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書につきまして、ご

説明申し上げます。議案書の３ページをお開きいただきたいと思います。 

 この繰越明許費につきましては、平成26年度美浦村公共下水道事業特別会計補正予算

（第１号）において、地方自治法に基づき、３月の定例議会におきまして議決をいただい

ております繰越明許費について、繰越計算書を地方自治法施行令の規定に基づき、報告す

るものでございます。次のページをお開きいただきたいと思います。 

 財源につきましては、未収入特定財源のうち、国庫支出金で9,300万円及び村債の9,300

万円となっております。 

 以上、報告第１号から報告第２号までを一括してご説明申し上げました。 

○議長（下村 宏君） 日程第６ 報告第１号の質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、報告第１号の質疑を終結いたします。 

 次に、日程第７ 報告第２号の質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、報告第２号の質疑を終結いたします。 

 以上で、報告を終わります。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第８ 議案第１号 専決処分の承認を求めることについて

（美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例）から、日程第13 議案第６号 専決処分の承認を求めることについて（美浦村国民

健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例）、並びに日程第14 議案第

８号 美浦村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例の
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一部を改正する条例から日程第20 議案第14号 平成27年度美浦村介護保険特別会計補正

予算（第１号）までの13議案を一括議題といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） ここで、会議の途中ではありますが、暫時休憩といたします。 

 11時15分に再開をいたします。 

午前１１時０１分休憩 

                                         

午前１１時１５分開議 

○議長（下村 宏君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 引き続き、事務局より議案の朗読をいたさせます。 

〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） 事務局には、続いての朗読、大変ご苦労さまでした。 

 次に、提案理由の説明を求めます。 

 村長。 

○村長（中島 栄君） それでは、議案第１号から議案第６号、並びに議案第８号から議

案第14号までを一括してご説明申し上げます。 

 初めに、議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（美浦村特別職の職員で非

常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例）をご説明申し上げま

す。議案書の11ページをお開きいただきたいと思います。 

 この美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例については、新たに設置する美浦村まち・ひと・しごと創生有識者会議の委員の

方々に対する報酬及び費用弁償の支給をするために、条例の一部を改正するものでありま

す。 

 政府は、我が国における急速な少子高齢化の進展に的確に対応し、日本全体、特に地方

の人口減少に歯どめをかけるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれ

の地域で住みよい環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持していくため、

平成26年11月21日、まち・ひと・しごと創生法を制定いたしました。 

 このような中、美浦村においては、市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定及び

人口問題を基軸とした施策の全庁的な推進を図るため、平成27年２月18日、村長を本部長

とする美浦村まち・ひと・しごと創生本部を設置しました。住民、産業、官庁、学識経験

者、金融機関、労働界、メディア等との連携体制を図るため、村長が委嘱した委員により、

美浦村まち・ひと・しごと創生有識者会議を組織し、総合戦略の政策に対する意見を出し、

人口ビジョン戦略の成果・目標の検証を行います。この委員に対する報酬及び費用弁償の

支給に当たり、別表第１中、「美浦村いじめ再調査委員会委員」及び、別表第２中、「美
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浦村子ども・子育て会議委員」の次に、「美浦村まち・ひと・しごと創生有識者会議委

員」の項目を加えるものであります。 

 続いて、議案第２号 専決処分の承認を求めることについて（平成26年度一般会計補正

予算（第７号））をご説明申し上げます。13ページをお開きいただきたいと思います。 

 この専決処分は、国の補正予算により、地方への好循環拡大に向けた緊急経済対策の一

つとして創設された地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金の地方創生先行型及び地

域消費喚起・生活支援型の交付決定が３月24日にありましたので、これらの交付金を活用

した事業を行うための、平成26年度美浦村一般会計補正予算（第７号）であります。 

 また、地方交付税の特別交付税及び震災復興特別交付税で予算額を大幅に上回る交付決

定があったことにより、歳入予算の調整を行っております。 

 それでは、３月24日に専決処分を行いました平成26年度一般会計補正予算（第７号）に

ついて、ご説明申し上げます。15ページをお開きいただきたいと思います。 

 初めに、第１条の歳入歳出予算の補正の額でございますが、歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ4,832万5,000円を追加しまして、歳入歳出予算の総額を60億1,145万4,000円とするも

のでございます。次に、第２条の繰越明許費の追加では、今回専決処分により計上いたし

ました全ての事業につきまして、次のページの第２表のとおり、繰り越しのご承認をお願

いするものでございます。 

 それでは、補正予算事項別明細書に基づき、ご説明申し上げます。最初に歳出予算から

申し上げます。20ページをお開きいただきたいと思います。 

 それでは、総務費から申し上げます。総務管理費の企画費では、新規事業として昨年施

行されたまち・ひと・しごと創生法に基づき、地方人口ビジョン及び地方版総合戦略を策

定するための地方人口ビジョン・地方版総合戦略策定事業費987万2,000円の計上をいたし

ております。地方人口ビジョン及び地方版総合戦略の策定につきましては、２月18日に創

設した美浦村まち・ひと・しごと創生本部により進めているところでありますが、今回の

補正では、アンケート調査による意識調査の実施、将来目標のモデルとなる戦略分析、戦

略案に関する意見集約及び将来人口推計等分析と支援を主なものとした地方人口ビジョ

ン・地方版総合戦略策定業務委託料950万円を計上しております。また、総合戦略の策定

に当たっては有識者の意見の活用が有効とされており、議案第１号でご説明しました総合

戦略有識者会議委員の報酬等も計上しております。 

 次も、新規事業として地方創生美浦村観光地化事業費1,100万円の計上をいたしており

ます。本村は首都圏から60キロの好位置にあり、周囲の半分を霞ケ浦に囲まれ、他市町村

にはない特色ある施設や霞ケ浦にかかわる観光スポットに恵まれております。 

 この事業はその中で、陸平貝塚、ＪＲＡ美浦トレーニング・センター、木原城址城山公

園、光と風の丘公園、大山スロープを核として、美浦村の名にふさわしい、美しい村とし

て観光地化を進め、観光客の増加を図るとともに、東京圏からの移住による人口の増加、
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村の活性化に寄与することを目的としており、美浦村観光地化計画策定費、美浦村ＰＲビ

デオ作製費、スマートフォン用美浦村観光アプリ作成費及び観光パンフレット作成費を計

上いたしております。 

 次の新規事業として、小中学校でのタブレットパソコン及び電子黒板を活用したプログ

ラミング授業を行うためのＩＣＴプログラミング教育事業費、100万円を計上いたしてお

ります。 

 次の諸費では、産業後継者対策事業費で、産業後継者結婚促進協議会補助金113万円の

増額補正をお願いいたしております。この補助金は、産業後継者結婚促進協議会美浦村商

工会青年部及び茨城県出会いサポートセンターが主催するカップリングパーティー開催費

等に対するものであります。 

 次のふるさと創生費では、少年のつばさ事業費で美浦中学生を台湾の中学校へ派遣する

経費として428万5,000円の増額補正をお願いいたしております。なお、ただいまご説明い

たしました総務費の事業につきましては、国庫補助金の地域活性化・地域住民生活等緊急

支援交付金の地方創生先行型が財源となっております。 

 続いて、商工費について申し上げます。22ページでございます。商工費の商工振興費で

は、商工振興事業費で村商業振興対策協議会に対する補助金2,103万8,000円の増額補正を

お願いいたしております。この補助金は、国の政策により、地域の消費喚起を促進するた

めのもので、通常１万1,000円の買い物ができる地域サポートクーポン券を１万円で販売

していますが、今回のクーポン券は、販売金額は１万円と同額のままで買い物ができる金

額を１万2,000円に拡大し発行するための補助金となっています。また、75歳以上の方に

対して2,000円のクーポン券を送るための経費も……。 

〔「村長、65歳以上じゃないか」と呼ぶ者あり〕 

○村長（中島 栄君） ごめんなさい、65歳以上でした。65歳以上の方に対して、2,000

円のクーポン券を発行するための経費でございます。シニアでございます。 

 なお、この事業につきましては、国庫補助金の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交

付金の地域消費喚起・生活支援型が財源となっております。 

 続きまして、歳入予算につきましてご説明申し上げます。前にお戻りいただきまして、

18ページでございます。 

 地方交付税の特別交付税は、交付額が5,091万4,000円に確定しましたので、予算額

2,000万円との差額が3,091万4,000円増額補正をいたしております。また、震災復興特別

交付税は予算の計上は行っておりませんでしたが、交付額が1,856万1,000円確定しました

ので、予算の計上をいたしております。 

 次に、国庫支出金の総務費国庫補助金について申し上げます。今回の補正予算事業の財

源となるもので、地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金の地方創生先行型で2,426

万9,000円、地域消費喚起・生活支援型で1,853万8,000円の計上をいたしております。 
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 繰入金についてご説明申し上げます。財政調整基金繰入金では、今回の歳入歳出補正予

算の財源の調整分といたしまして、財政調整基金繰入金の繰入額を4,395万7,000円減額す

ることといたしまして、平成26年度の繰入予算額を１億5,067万1,000円といたしておりま

す。 

 続いて、議案第３号 専決処分の承認を求めることについて（美浦村税条例等の一部を

改正する条例）についてご説明申し上げます。24ページでございます。 

 この案件は、美浦村税条例等の一部改正について、地方自治法第179条第１項の規定に

より専決処分を行いましたので、同条第３項に基づきこれを報告し、ご承認をお願いする

ものでございます。この専決処分を行った美浦村税条例等の一部を改正する条例につきま

しては、現下の経済情勢等を踏まえ、デフレ脱却と経済再生をより確実なものにするとと

もに、地方再生に取り組むために改正された地方税法等の一部を改正する法律が平成27年

３月31日に公布され、平成27年４月１日から施行されたことに伴い、美浦村税条例等の一

部に改正が生じたため専決処分を行ったものであります。 

 当該条例等の改正における個人住民税の改正につきましては、ふるさと納税の拡充とし

て現行の特例控除額の上限を所得割額の１割から２割に引き上げるとともに、納税ワンス

トップ特例制度を創設することにより、手続を簡素化する改正のほか、住宅ローン控除の

対象期間を延長する改正等でございます。 

 法人住民税につきましては、法人村民税均等割の税率適用基準である資本金等の額の規

定を法人事業税資本割の課税標準に統一する改正等でございます。 

 固定資産税につきましては、固定資産税の負担調整措置について現行の仕組みを３年間

延期する改正のほか、地域決定型地方税制特例措置に新築のサービスつき高齢者向け賃貸

住宅に係る税額の減税措置を新設追加する改正等でございます。 

 軽自動車税につきましては、平成27年度に新規取得した一定の環境性能を有する軽四輪

等にグリーン化の導入のほか、二輪車等に係る税率の引き上げを平成28年４月１日に１年

延長する改正でございます。 

 地方たばこ税につきましては、旧３級品の製造たばこに係る特例税率を段階的に廃止す

る改正でございます。 

 そのほかの改正につきましては、減免制度における減免申請期限の見直し、行政手続に

おける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正による規定の改め、

還付加算金の起算日の見直し等の改正でございます。なお、当該条例改正に関する新旧対

照条文につきましては、お手元に配付のとおりとなっております。 

 続いて、議案第４号 専決処分の承認を求めることについて（美浦村国民健康保険条例

の一部を改正する条例）について、ご説明申し上げます。議案書の44ページをお開きいた

だきたいと思います。この案件は、美浦村国民健康保険条例の改正について、地方自治法

第179条第１項の規定により専決処分を行いましたので、同条第３項に基づきこれを報告
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し、ご承認をお願いするものであります。 

 この専決処分を行った美浦村国民健康保険条例の一部を改正する条例につきましては、

国民健康保険法施行令及び国民健康保険の国庫負担金等の算定に関する政令の一部を改正

する政令が公布され、平成27年４月１日から施行されたことに伴い、国民健康保険法等に

準ずる本村美浦村国民健康保険条例に改正が生じ、議会を招集する時間的余裕がなかった

ことから、専決処分を行ったものであります。なお、当該条例改正に関する新旧対照条文

につきましては、お手元に配付のとおりでございます。 

 続いて、議案第５号 専決処分の承認を求めることについて（美浦村国民健康保険税条

例の一部を改正する条例）ご説明申し上げます。46ページでございます。この案件は、美

浦村国民健康保険税条例の改正について、地方自治法第179条第１項の規定により専決処

分を行いましたので、同条第３項に基づき、これを報告しご承認をお願いするものでござ

います。 

 この専決処分を行った美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきましては、

地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改正する政令及び地方税法

施行規則の一部を改正する省令が平成27年３月31日にそれぞれ公布され、平成27年４月１

日から施行されたことに伴い、地方税法等に準ずる美浦村国民健康保険税条例に改正が生

じ、議会を招集する時間的余裕がなかったことから専決処分を行ったものでございます。

なお、当該条例改正に関する新旧対照条文につきましては、お手元に配付のとおりとなっ

ております。 

 それでは、順次ご説明申し上げます。次のページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、第２条につきましては、課税限度額を引き上げるもので、基礎課税額に係る課税

限度額を51万円から52万円に、後期高齢者支援金等課税額に係る課税限度額を16万円から

17万円に、介護納付金課税額に係る課税限度額を14万円から16万円に、それぞれ引き上げ

るものでございます。 

 次に、第23条につきましては、低所得者の国民健康保険税の減額措置の対象を拡大する

ために軽減判定所得の算定方法を変更するものでございます。また、この条例は、平成27

年度分以降の国民健康保険税について適用するものでございます。 

 続いて、議案第６号 専決処分の承認を求めることについて（美浦村国民健康保険税条

例の一部を改正する条例の一部を改正する条例）について、説明申し上げます。48ページ

でございます。 

 この案件は、美浦村国民健康保険税条例の改正について、地方自治法第179条第１項の

規定により専決処分を行いましたので、同条第３項に基づき、これを報告しご承認をお願

いするものであります。 

 この専決処分を行った美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正す

る条例につきましては、地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令等の一部を改
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正する政令及び地方税法施行規則の一部を改正する省令が、平成27年３月31日にそれぞれ

公布されたことに伴い、地方税法等に準ずる美浦村国民健康保険税条例に改正が生じ、議

会を招集する時間的余裕がなかったことから、専決処分を行ったものであります。 

 それでは、内容についてご説明申し上げます。 

 美浦村国民健康保険税条例附則第14項のうち「配当所得」を、「利子所得、配当所得及

び雑所得」に改める部分については、施行日を平成29年１月１日から平成28年１月１日に

改正するものであります。 

 続いて、議案第８号 美浦村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担

等に関する条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。51ページでございま

す。今回の改正は、美浦村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に

関する条例の別表第１中、教育標準時間認定の村外の公立幼稚園、村内外の私立幼稚園等

の第２階層区分の世帯の者であって、一定の条件を満たす世帯の者の利用者負担額につい

ての改正をお願いするものです。 

 第２階層は、市町村民税の非課税世帯ということで、その利用者負担月額は、別表第１

では月額3,000円となっていますが、別表第１備考２においては、第２階層であって、な

お備考２（１）から（３）に掲げるひとり親世帯、在宅障がい児のいる世帯、要保護等特

に困窮していると村長が認めた世帯に該当する場合にあっては、1,000円を控除するとさ

れていましたが、この金額を今回、無料とする改正でございます。条例提出時に国の改正

がありましたが、間に合わなかったため、今回改正するものでございます。 

 続いて、議案第９号 美浦村介護保険条例の一部を改正する条例について申し上げます。

52ページをお開きいただきたいと思います。 

 今回の改正は、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の

整備等に関する法律による介護保険法の改正により、低所得者の第１号保険料軽減強化を

行うこととされたことに伴うものです。それでは、改正内容について申し上げます。 

 介護保険条例第４条は保険料率に関する条文ですが、そこへ第２項として、保険料の軽

減強化を行うこととされた対象と、年間保険料を示す項を加える改正となっております。 

 続いて、議案第10号 美浦村農業集落排水処理施設の使用料に関する条例の一部を改正

する条例についてご説明申し上げます。53ページでございます。 

 今回の美浦村農業集落排水処理施設の使用料に関する条例の一部を改正する条例につき

ましては、維持管理費の一部として使用者から徴収していた農業集落排水事業と公共下水

道事業の使用料の算出方法を統一するものであります。 

 現在まで、使用料の算出方法につきましては、農業集落排水事業では人数制、公共下水

道事業では従量制において料金を算出しておりました。両事業とも生活排水などの汚水処

理を行うものであり、利用者である住民にとっては違いがないことから、負担に対する公

平性を考慮し、農業集落排水事業においても公共下水道事業と同様に従量制を導入したい
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と考えます。 

 また、従量制における料金体系につきましても、公共下水道事業の料金体系と同様のも

のを使用いたします。このことにより、美浦村内において農業集落排水事業と公共下水道

事業との区別はなく、下水道を使用する使用者は、同じ使用料金となります。ちなみに、

平成25年度末現在において、各事業における処理人口は、農業集落排水事業で約5,743人、

公共下水道事業で約5,998人、合計１万1,741人で、この二つの事業における汚水処理普及

率は69.7％となっております。 

 議案第11号 平成27年度美浦村一般会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げま

す。57ページでございます。 

 初めに、第１条 歳入歳出予算の補正の額でございますが、歳入歳出それぞれ7,899万

2,000円を追加しまして、歳入歳出予算の総額をそれぞれ59億1,199万2,000円とするもの

でございます。今回の補正は、平成27年度当初予算の編成時期の関係から、当初予算に組

み込むことができなかったもの、また、その後必要が生じた事項で早急な予算措置が必要

になったもの及び国、県の補助事業につきまして計上をいたしております。また、専決処

分による平成26年度一般会計補正予算（第７号）で、国の補正予算関連事業として計上を

行った事業費の減額補正をあわせて行っております。 

 次に、第２条の債務負担行為の補正では、１件の追加をお願いいたしております。 

 最後に、第３条の地方債の補正では、１件の廃止をお願いしております。 

 それでは、債務負担行為の補正につきましてご説明申し上げます。60ページをお開きい

ただきたいと思います。 

 第２表の債務負担行為の補正では、図書管理システムの更新に伴う図書管理システム利

用料の追加設定をお願いしております。 

 次の第３表の地方債の補正につきましてご説明申し上げます。今回の地方債の廃止は、

中央公民館エレベーター設置事業の財源としまして、一般単独事業債を予定していました

が、一般財団法人自治総合センターのコミュニティ助成金、共生の地域づくり1,000万円

の交付決定により財源が確保できたことによるものであります。 

 それでは、特に補正額の大きなもの、重要と思われるものにつきまして、補正予算事項

別明細書に基づきご説明申し上げます。最初に歳出予算から申し上げます。64ページでご

ざいます。総務費について申し上げます。 

 総務管理費の企画費では、企画事務費で一般財団法人自治総合センターのコミュニティ

助成金、活力ある地域づくりを活用した霞ケ浦南岸観光資源による地域活性化計画策定業

務委託料200万円を新規計上をいたしております。この計画は、霞ケ浦南岸の本村、土浦

市、稲敷市及び阿見町の４市町村の観光資源の洗い出しを行い、馬、縄文遺跡、海軍遺構、

仏像、チューリップ、桜、ジオパーク、そば等のキーワードで施設を結ぶ観光資源及び施

設間の移動手段をネットワーク化することにより、観光客の広域的な移動を促進し、霞ケ



 

- 19 - 

 

浦南岸の観光振興、交通環境の整備を図るため、専門事業者によるマーケティング及びプ

ランニングを行い、霞ケ浦南岸の観光資源ネットワークによる地域活性化を目的としたも

のであります。 

 次に、ふるさと創生費では、補正予算の専決処分により計上を行いました少年のつばさ

事業費481万5,000円の全額を減額補正いたしております。66ページをお開きいただきたい

と思います。 

 戸籍住民基本台帳費では、住民基本台帳事務費で通知カード・個人番号カード関連事務

委任交付金582万6,000円の新規計上をいたしております。この交付金は、社会保障・税番

号制度による通知カードの作成、発送及び個人番号カードの申し込み処理、製造、発行業

務等を地方公共団体情報システム機構に委託して行うためのもので、財源につきましては、

全額が国庫補助金の個人番号カード交付事業費補助金となっております。 

 民生費について申し上げます。 

 社会福祉費の社会福祉総務費では、新規事業として臨時福祉給付金給付事務費で570万

4,000円、次のページの臨時福祉給付金給付費2,040万円を計上いたしております。この二

つの事業は、消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、所得の低い方々に対して暫

定的・臨時的な措置として臨時福祉給付金を支給するためのもので、給付金額は１人当た

り6,000円となっており、支給対象者は3,400人を見込んでおります。なお、この事務費及

び給付金の財源につきましては、全額が国庫補助金の臨時福祉給付金給付事務費補助金及

び臨時福祉給付金事業費補助金となっております。 

 次に、新規事業として、子育て家庭・シニア応援事業費380万円を計上いたしておりま

す。この事業につきましては、美浦村商工会が発行する地域サポートクーポン券を購入す

る際に、子育て家庭及び65歳以上の高齢者を対象に2,000円の助成を行うものであります。

この事業の財源につきましては、全額が県補助金、子育て家庭・シニア応援プレミアム商

品券購入補助事業補助金となっております。 

 次に、児童福祉費の児童福祉総務費では、新規事業として子育て世帯臨時特例給付金給

付事業費713万4,000円を計上しております。この給付金も、臨時福祉給付金と同様に消費

税率の引き上げに伴い、子育て世帯の消費の下支えを図るため支給するもので、原則平成

27年６月分の児童手当受給者を対象としており、支給額は子ども１人当たり3,000円で、

支給対象者数は1,998人を見込み、599万4,000円を計上いたしております。なお、この事

業費の財源につきましても、全額が国庫補助金の子育て世帯臨時特例給付金給付事業費補

助金となっております。 

 次に、新規事業として、ひとり親家庭等学習応援事業費213万円を計上いたしておりま

す。この事業につきましては、ひとり親家庭の児童扶養手当受給世帯及び18歳以下の子ど

ものいる生活保護受給世帯に対して、１世帯当たり１万円の図書カードの給付を行うもの

であります。なお、この事業の財源につきましては、全額が県補助金のひとり親家庭等学
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習応援事業補助金となっております。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。 

 児童館管理費で、障がい児対応による放課後児童支援員の追加により、指定管理者児童

館管理運営委託料243万円の増額補正をお願いいたしております。 

 続いて、商工費について申し上げます。商工費の商工振興費では、補正予算の専決処分

により計上を行いました地域サポートクーポン券発行のための村商業振興対策協議会補助

金280万円の全額を減額補正いたしております。 

 続いて、土木費について申し上げます。 

 道路橋梁費の道路新設改良費では、道路新設改良事業費で役場周辺地区、地区計画内の

村道整備関連経費として総額611万7,000円の増額補正をお願いしております。内訳としま

して、国道125号及び125号バイパスに接続する村道との交差点協議のための調査、設計を

行うための役場周辺地区計画村道交差点協議業務委託料521万7,000円の計上をいたしてお

ります。 

 また、村道整備測量調査委託では、村道整備の調査測量業務量の増加に伴い、90万円の

増額補正をお願いいたしております。 

 次の橋梁維持費では、橋梁維持補修事業費で本年度修繕を予定している法城橋及び美浦

中央跨道橋の詳細設計積算の結果により、橋梁補修工事費に1,440万円の不足が生じまし

たので、増額補正をお願いいたしております。 

 次のページをお開きいただきたいと思います。 

 都市計画費の都市計画総務費では、役場周辺地区計画内地域交流地区の事業推進のため、

必要に応じて調査等を行うための経費としまして、地区計画事業推進検討業務委託料100

万円の計上をいたしております。 

 続いて、消防費について申し上げます。 

 非常備消防費では、消防団運営費で平成26年度自治消防団員退職者９名分の退職報償金

364万3,000円の増額補正をお願いいたしております。また、長年にわたり地域の消防防災

活動にご尽力いただきました消防団員の方々には、改めて敬意を表しますとともに、感謝

を申し上げる次第であります。 

 続きまして、歳入予算についてご説明申し上げます。前に戻っていただきまして、62ペ

ージをお願いしたいと思います。 

 まず、国庫支出金及び県支出金につきましては、今回の補正の財源となるもので、歳出

予算の中で財源についてご説明いたしましたので、個々の説明は省略させていただきます。 

 次に、繰入金について申し上げます。基金繰入金では、ふるさと基金繰入金で少年のつ

ばさ事業費の減額補正に伴い、その財源としていた繰入金387万円の減額補正を行ってお

ります。 

 次の財政調整基金繰入金では、今回の歳入歳出補正予算の財源の調整分といたしまして
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3,743万円の増額補正を行い、繰入予算額を３億6,999万6,000円といたしております。 

 次に、……。何か。 

○１３番（石川 修君） 局長がやっても同期が合わないよという。間に合わないの。 

○議長（下村 宏君） 追いつかないの、追いつかないの、追いつかないの。 

 いいよ、いいよ、やっちゃって。ここだけ終わりにするから。 

○村長（中島 栄君） いや、いや、あと５分もないですから。５分もない。 

○議長（下村 宏君） ５分もない。 

○村長（中島 栄君） ５分もないです。やっちゃいましょう。５分もないですから。 

○議長（下村 宏君） いい、やっちゃって。 

○村長（中島 栄君） どこまでやったんだっけ、忘れちゃった。３億6,999万6,000円ま

では話しましたよね。 

 次に、諸収入について申し上げます。消防団員退職報償金につきましては、退職消防団

員に対する報償金としまして、364万3,000円の増額補正をいたしております。 

 次に、雑入では、自治総合センターコミュニティ助成金で、中央公民館エレベーター設

置事業の財源分の共生の地域づくりで1,000万円、霞ケ浦南岸観光資源による地域活性化

計画策定業務委託料の財源分の活力ある地域づくりで200万円を計上いたしております。 

 最後に、村債について申し上げます。村債では、冒頭の地方債の補正でご説明いたしま

したとおり、中央公民館エレベーター設置事業の財源としまして一般単独事業債を予定し

ていましたが、自治総合センターコミュニティ助成金の共生の地域づくり交付決定があり、

財源が確保できましたので、当初予定額1,520万円の全額を減額いたしております。 

 以上、今回、平成27年度美浦村一般会計補正予算（第１号）の主な概要について説明申

し上げました。 

 続いて、議案第12号 平成27年度美浦村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

について申し上げます。議案書83ページをお開きいただきたいと思います。 

 今回の補正予算につきましては、４月から新たに雇用しています一般職非常勤職員関係

経費でございます。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ192万1,000円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億7,372万1,000円としております。それでは、歳入

歳出補正予算の内容につきまして、事項別明細書に基づきご説明申し上げます。 

 歳出予算のほうから申し上げます。88ページでございます。 

 総務費、一般管理費の報酬で162万4,000円、共済費で22万4,000円、旅費で７万3,000円

について、それぞれ増額補正を計上してございます。 

 続きまして、歳入について申し上げます。議案書86ページでございます。 

 繰入金、一般会計繰入金で192万1,000円の増額補正を計上してございます。これにつき

ましては、歳出で申し上げました総務費の一般管理費に充てるものでございます。 

 続いて、議案第13号 平成27年度美浦村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）に
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ついてご説明申し上げます。97ページでございます。今回の補正予算につきましては、ま

ず第１条で、歳入歳出それぞれ１億200万円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額を

それぞれ９億2,380万円としております。 

 次に、第２条では、地方債の変更を第２表のとおりお願いするものでございます。内容

につきましては、99ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、第２条の地方債の補正につきましては、国庫補助金の増額補正及び地方債の充当

先の見直しを行いまして、公共下水道事業に係る本年度の地方債限度額を３億730万円に

お願いするものでございます。 

 次に、歳入歳出補正予算についてご説明申し上げます。104ページでございます。 

 歳出予算からご説明申し上げます。まず、下水道費の公共下水道事業費につきましては、

国庫補助金の増額及び事業に対して補助対象事業としての取り扱いの見直しに伴い、事業

費の見直しを行っております。委託料で1,000万円、工事請負費で9,200万円の増額をそれ

ぞれ行いまして、総額１億200万円の増額補正をお願いしております。 

 続きまして、歳入予算について申し上げます。102ページでございます。 

 まず、国庫支出金の下水道事業費国庫補助金につきましては、補助額の変更を行いまし

て2,600万円の増額補正をお願いしております。 

 次に、繰入金の公共下水道事業基金繰入金につきましては、充当先の見直しを行いまし

て、190万円の増額補正をお願いしております。 

 次に、村債の下水道事業債につきましては、国庫補助金の増額補正及び地方債充当先の

見直しを行い、7,410万円を増額し、公共下水道事業費に係る本年度の地方債限度額を３

億730万円にお願いするものでございます。 

 続いて、議案第14号 平成27年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第１号）について

申し上げます。107ページでございます。今回の補正につきましては、歳入歳出それぞれ

に26万5,000円を増額いたしまして、予算総額９億4,226万5,000円とするものでございま

す。保険事業勘定において、介護保険制度改正に伴う介護保険システム改修費用を計上し

ております。 

 それでは、保険事業勘定の歳出よりご説明申し上げます。114ページでございます。 

 総務費の介護保険事務費の業務委託料に26万5,000円を増額しております。介護保険制

度の改正に対応するよう介護保険システムの改修を行うものです。 

 続きまして、歳入について申し上げます。112ページでございます。 

 一般会計繰入金のその他一般会計繰入金につきまして、職員給与等繰入金として26万

5,000円を増額しております。先ほど歳出の内容で申し上げた介護保険システム改修に係

る費用分を一般会計より繰り入れるものであります。 

 以上、議案第１号から第６号まで、並びに議案第８号から第14号まで、一括してご説明

申し上げました。よろしくご審議のほどお願いいたします。 
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○議長（下村 宏君） 村長には、続いての提案理由の説明、大変ご苦労さまでした。 

 ここで、会議の途中でありますが、昼食のため、暫時休憩といたします。 

 午後１時より再開をいたします。 

午後零時１２分休憩 

                                         

午後１時００分開議 

○議長（下村 宏君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第21 請願第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益のため

の安全かつ確実な運用に関する意見書の採択を求める請願書を議題といたします。 

 請願の朗読をいたさせます。事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） 紹介議員から趣旨説明を求めます。 

 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） 年金積立金の運用は、これまで安全性の高い国債中心に運用を行

ってきましたが、2014年10月31日からリスクの高い株式での運用の比率を50％にも引き上

げました。再びリーマンショックのようなことが起きた場合は、以前とは比べ物にならな

いほどの損失となるでしょう。 

 年金積立金が棄損した場合、厚生労働大臣や年金積立金管理運用独立行政法人が責任を

とるわけではなく、年金を支払っている被保険者や年金受給者が被害を受けることになり

ます。 

 年金積立金の管理運用をしている独立行政法人には、年金を支払っている被保険者の意

思を反映できる体制がなく、被保険者の意思確認がないまま、一方的に見直しが進められ

ています。こうした現状を鑑み、国の関係機関へ意見書の提出をしていただけるよう要請

いたします。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（下村 宏君） 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています請願については、請願文書表のとおり、厚生文教常任委員

会に付託をいたします。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第22 請願第２号 「安全保障関連法案」の廃案へ意見書提

出を求める請願書を議題といたします。 

 請願の朗読をいたさせます。事務局。 
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〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） 紹介議員から、趣旨説明を求めます。 

 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 請願の趣旨説明をさせていただきます。 

 平和安全法制という名の戦争法案が５月26日、国会で審議入りしました。安倍政権が安

保法制と呼ぶこの法案の正体は一体何でしょうか。国民の命と平和な暮らしを守ると言っ

ていますが、とんでもないことです。法案は全て、自衛隊の役割を拡大して海外派兵や米

軍の支援に充てるためのものです。 

 政府が国会に提出した法案は、形の上では２本です。一つは国際平和支援法です。その

本質は海外派兵恒久法です。これまで海外派兵のために特別措置法をつくっていたのをや

め、政府の判断で、いつでもどこでも米軍や米軍主導の多国籍軍を支援するため、自衛隊

を海外派兵するための法案です。 

 もう一つが平和安全法制整備法という、自衛隊法、ＰＫＯ法、周辺事態法、船舶検査活

動法、事態対処法、米軍行動関連措置法、特定公共施設利用法、海上輸送規制法、捕虜取

扱い法、国家安全保障会議設置法の10本の法律を一括で書きかえるものです。 

 この戦争立法には、憲法を根底から破壊する三つの大問題があります。 

 その第１は、アメリカがアフガニスタン戦争やイラク戦争のように世界のどこであれ戦

争に乗り出すときには、自衛隊が弾の飛び交う戦闘地域まで行って軍事支援を行うことに

なるという問題です。地球の裏側まで自衛隊を展開する。 

 国会で、戦闘地域まで行って相手から攻撃されたらどうするのかという質問に、安倍首

相は、武器の使用をするとはっきり言いました。そんなことになれば、そこで戦闘が起こ

ることは誰の目にも明らかです。憲法９条が禁止した武力行使そのものです。自衛隊を戦

地に送り出し、殺し殺される戦闘を行うことになります。 

 第２に、ＰＫＯ国連平和維持活動の法律を改定するという問題です。ＰＫＯとは関係の

なかった活動に自衛隊を送り出す仕掛けをつくろうというものです。その中身は、形式上、

停戦合意がつくられていてもなお戦乱が続いているようなところに、自衛隊を送り出して

治安維持活動をさせ、武器の使用についても自己防護以外に、任務遂行のための敵対勢力

の妨害排除などの武器使用を追加しました。つまり、これまで3,500人もの戦死者を出し

ているアフガニスタンの国際治安支援部隊や4,500人もの戦死者を出しているイラク多国

籍軍のような活動にも自衛隊を参加させようというものです。 

 そして第３に、日本がどこからも攻撃されていないのに、集団的自衛権を行使して、自

衛隊が世界中で米軍の戦争に参加する危険があります。国会での質問で、アメリカが先制

攻撃の戦争を行った場合でも集団的自衛権を発動するのかとの質問に、安倍首相は個別・

具体的に判断すると言うだけで否定しませんでした。 

 先制攻撃というのは、国際法違反の侵略行為です。これまでの政府は、集団的自衛権の
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行使は憲法上許されないと言ってきました。ところが2014年７月の閣議決定で、武力行使

の新３要件を定め、他国に対する武力攻撃でも日本の存立が脅かされたと政府が判断すれ

ば、集団的自衛権を発動できるようにしました。日本をそんな無法国家にさせるわけには

断じていきません。 

 さらには、６月４日に開かれた憲法審査会に参考人として出席した憲法学者３氏全員が、

このたびの法案を違憲と断じました。日本国憲法98条は、この憲法は国の最高法規であっ

て、その条規に反する法律、命令、詔勅及び国務に関するその他の行為の全部又は一部は、

その効力を有しないと明記しています。 

 憲法９条は、１項で戦争を放棄し、２項で戦力不保持と交戦権の否認を定めています。

そのため歴代政府は、自衛隊の保有と侵略への武力反撃、個別的自衛権を認めながらも、

集団的自衛権の行使は認めないとの憲法解釈を維持してきました。 

 しかし、このたびの戦争法案は、憲法９条の条項はそのままにして、そのルールを全面

的に破壊するものです。政府与党は、明文改憲に対する国民の反対が大きいため、まず、

憲法解釈を無理やり変更して、法律で憲法を破壊し、その後に明文改憲に踏み込むもので

す。このようなやり方は憲法改定手続と国民主権を無視するもので、憲法と立憲主義を文

字どおり踏みにじるものです。 

 以上、これまで述べました理由から、このたびの戦争法案を廃案にすべきと考えるもの

です。慎重なるご審議をお願いします。 

○議長（下村 宏君） 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっています請願については、請願文書表のとおり、総務常任委員会に

付託をします。 

                                         

○議長（下村 宏君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

午後１時１９分散会 
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平成２７年第２回 

美浦村議会定例会会議録 第２号 

 

平成２７年６月１６日 開議 

 

議案 

 一般質問 

 

１．出席議員 

１番 塚 本 光 司 君  ２番 岡 沢   清 君 

３番 飯 田 洋 司 君  ４番 椎 名 利 夫 君 

５番 山 崎 幸 子 君  ７番 山 本 一 惠 君 

８番 林   昌 子 君  ９番 下 村   宏 君 

１０番 坂 本 一 夫 君  １１番 羽 成 邦 夫 君 

１２番 小 泉 輝 忠 君  １３番 石 川   修 君 

１４番 沼 﨑 光 芳 君   

 

１．欠席議員 

な し   

 

１．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席を求めた者 

村 長  中 島   栄 君 

教 育 長  門 脇 厚 司 君 

総 務 部 長  岡 田   守 君 

保 健 福 祉 部 長  松 葉 博 昭 君 

経 済 建 設 部 長  増 尾 嘉 一 君 

教 育 次 長  石 橋 喜 和 君 

総 務 課 長  飯 塚 尚 央 君 

企 画 財 政 課 長  平 野 芳 弘 君 

福 祉 介 護 課 長  秦 野 一 男 君 

国 保 年 金 課 長  桑 野 正 美 君 

経 済 課 長  中 澤 真 一 君 

生 活 環 境 課 長  北 出   攻 君 

学 校 教 育 課 長  堀 越 文 恵 君 

生 涯 学 習 課 長  埜 口 哲 雄 君 
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１．本会議に職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長  木 鉛 昌 夫 

書 記  浅 野 洋 子 

                                         

午前１０時００分開議 

○議長（下村 宏君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は、13名です。 

 ただいまから、平成27年第２回美浦村議会定例会を再開いたします。 

 本日の会議を開きます前に、本定例会一般質問方式は、選択制で行うことを許します。 

 選択できるのは、今までの質問方式である一括質疑方式、または一問一答方式となりま

す。選択制の一つである一問一答方式は、質問時間30分で質問の回数に制限は設けません。

答弁と合わせて60分の制限時間内で一般質問を行うこととします。 

 なお、本日の一般質問には、美浦大学を初めとした皆様に傍聴に出席をしていただき、

まことにありがとうございます。しっかり聞いていただき、後に感想とコメントを願えれ

ば幸いでございます。 

 それでは、早速、これより本日の会議を開きます。 

                                         

○議長（下村 宏君） 議事日程につきましては、お手元に配付しました日程表のとおり

といたします。 

                                         

○議長（下村 宏君） 直ちに議事に入ります。 

 日程第１、通告のありました一般質問を行います。 

 通告順に従い、発言を許します。 

 最初に、飯田洋司君の一問一答方式での一般質問を許します。 

 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） こんにちは。私、議員になって４年、これで最後の一般質問にな

りますけれども、今まで全て質問させていただきました。きょうもいろいろと質問します

が、よろしくお願いしたいと思います。３番飯田、通告順に従い、質問いたします。 

 自主防災組織率と防災士の増員について質問します。まず、提出しました２点の資料が

ございますので、議案の進むときにでもご確認いただければなと思いますので、よろしく

お願いします。 

 自主防災組織率が県下43位、組織率を上げる対策をお伺いしたいので、よろしくお願い

します。 

○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 
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○総務部長（岡田 守君） おはようございます。傍聴者の皆様、大変ご苦労さまでござ

います。それでは、ただいま飯田議員のご質問にですね、お答えを申し上げます。 

 自主防災組織は、地域の人々が自発的に防災活動を行う組織でございまして、大災害時

は交通網の寸断や同時多発的な火災により、消防や警察はすぐには駆けつけられないこと

もございまして、自主防災組織による初期消火や救助、救出が重要になってまいります。 

 災害に強い安全な地域社会をつくるためには、住民一人一人が日ごろから自主防災の意

識を持ってですね、地域の安全を考え、防災の基礎知識を身につけておくことが大切でご

ざいます。自分たちのまちは自分たちで守るという心構えのもと、自主防災組織が結成さ

れるものと考えるわけでございます。 

 自主防災組織の役割といたしまして、平常時においては災害を想定して訓練を行いまし

て、消火器の使用法など防災活動に必要な知識や技術を習得したり、危険物や危険地域、

避難場所、災害時に援護を必要とする人などを確認する活動などが挙げられます。 

 また、災害時の活動といたしまして、火災が発生した場合は、初期消火に当たり、救

出・救助を行うとともに情報の収集・伝達、そして避難誘導などが考えられます。美浦村

の自主防災組織率でございますが、議員ご指摘のようにですね、県下43位と大変低い位置

となっていることは承知をしているところでございます。 

 今後とも地域におきまして自主防災組織の活動を効果的に実践をするため、必要な調整

や誘導などを行う地域の自主防災活動の中心となる自主防災組織のリーダー的人材を育て

まして、防災意識を高め、組織率を上げていきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） 大変答弁ありがたいんですけれども、いかに自主防災組織率をね、

上げていただくのかという形で、具体的なもの、もしくは今現在、村のほうで防災組織に

対しての補助金制度でやっておりますが、年間20万円ですか、そういうものと、組織をつ

くるための補助という形で、手厚いのかどうなのかはちょっとわかりませんけれども、今

までのような形で年間20万円だと、今言ったように組織率が実際上がるのかどうか。 

 もちろん防災意識というのは住民の方たち一人一人が持っていただかなければならない

んでしょうけれども、そこら辺ところでの予算どりとか、もしくは具体的なものがご答弁

いただければなと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 

○総務部長（岡田 守君） ただいまのご質問でございますが、組織率を高めるためにで

すね、村としても補助金のほうは考えておりまして、ただ、組織を育成するための補助金

については、本当に今の段階では少ないのかなと考えております。そういったところでで

すね、組織率を高めるための補助金としてどのくらいが適切なのかといったところは、今

後検討をさせていただきたいと考えてございます。 

○議長（下村 宏君） 飯田洋司君。 
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○３番（飯田洋司君） ぜひですね、予算づけして、具体的な数字と１年後、43位から少

なくとも５位とか６位とか10位くらい上げるとかという形での具体的な数字を上げていた

だきたいな。 

 そして、防災士に関してもそうなんですけれども、次の質問、２番目の質問に移らさせ

ていただきます。これは今の防災組織率と同じなんですけれども、防災士というものを国

のほうで定めておりますけれども、これも当村６名登録されておりまして、県内でも本当

に低位のほうに位置しております。もちろんこれは国への申請なので、各市町村の首長、

執行部の申請の仕方にもよってパーセンテージが確かに変わるのかなと思いますけれども、

当村はやはり今言ったように、国の定めたカリキュラムで防災士に合格した者のみを登録

し、今現在６名という形になっています。 

 ここら辺も、当村として先ほどの自主防災組織率同様、どういった形で今後増員するた

めの対策をとるのかお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 

○総務部長（岡田 守君） ただいまの飯田議員のご質問でございますが、本村の防災士

は６名といったところでですね、その中にはきょうの議員でございます林 昌子議員も含

まれております。本当に敬意を表するものでございます。 

 防災士とはですね、自助・共助・協働を原則といたしまして、かつ公助との連携、充実

に努めて、社会のさまざまな場で減災と社会の防災力向上のためにですね、活動が期待さ

れ、さらにそのために十分な意識・知識・技能を有するものとして認められた人のことだ

と認識をしております。 

 防災士の活動は、主として地震や水害、火山噴火、土砂災害などの災害におきまして、

公的機関や民間組織、個人と力を合わせて次の活動を行うこととしております。 

 まず平常時においては、防災意識・知識・技能を生かしてその啓発に当たるほか、大災

害に備えた自助・共助活動等の訓練や、防災・救助等の技術の錬磨などに取り組み、また、

時には防災・救助計画の立案等にも参加するなど、多様な活動を行うこととしております。

また、災害時にはそれぞれの所属する団体・企業や地域などの要請により、避難や救助・

救命、避難所の運営などに当たり、地域、自治体など公的な組織やボランティアの人たち

と協働して活動をいたします。 

 そのための防災士の認定を取得するためには、二つの方法がございます。まず一つ目は、

日本防災士機構による２日間の防災士研修講座を受講をいたします。これは有料でござい

まして、５万2,920円の経費がかかります。 

 次に防災士資格取得試験を受験をいたしまして、合格者にはですね、救急救命実技講習

を受講をしていただきます。そうして、防災士認証登録申請の後にですね、日本防災士機

構認証委員会の資格審査に合格をすれば、防災士となることができるわけでございます。

受験料・申請料合わせまして６万920円が必要となってまいります。 
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 二つ目につきましては、いばらき防災大学、これは茨城県の防災・危機管理課なんです

が、これによる４日の防災士研修講座を受講、救急救命実技講習の受講があるわけでござ

います。これは無料でございまして、ただし、テキスト代が3,000円かかることになって

おります。 

 次に、防災士資格取得試験、そして合格者につきましてはですね、防災士認証登録申請

の後にですね、日本防災士機構認証委員会の資格審査に合格をいたしますと、防災士とな

るわけでございます。これにつきましては、受験料・申請料合わせまして、１万1,000円

が必要となってまいります。このいずれかの方法で防災士となることは可能でございます。 

 東日本大震災からですね４年が過ぎ、今後起こり得る自然災害に備え、防災への意識の

向上を図り、正しい知識を持ったリーダーが必要と認識をしているところでございます。

防災士につきましては、今後村職員や村消防本部役員、各分団員等にですね、資格取得を

お願いしていきたいと考えております。そのための取得にかかる費用につきましては、村

補助金等で対応をしていきたいと考えてございます。 

 以上が防災士の組織率を高めるといったところの答弁でございます。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） 確かに防災士資格を取得をするのに、先ほど総務部長が述べたよ

うに、等々の資金と各個人の時間が必要ということは大変、防災士になるための壁が少し

厚いのかな、高いのかなと思います。補助金を使って防災士登録をしていただくというこ

とはもちろん大切です。今後10年という形で、村の防災士を今の６名から60名くらいとい

う形で持っていくとすれば、当然年間６名ですか、仮に今言ったように５万円から６万円

ぐらいかかると30万円ぐらい。 

 でも、実際、各地区のリーダーさんがもしそういった形で防災士を受けるとなると、当

然４日も仕事を休んでそちらのほうに行くというのは、なかなか難しいものかなと思うん

ですね。そこら辺のところで当然勤めていらっしゃいますのでね、最低１日幾らとかとい

う形で費用以外の個人でかかる部分のほうも見ていただかないと、なかなか防災士という

率を向上することはなかなか難しいのかなと思います。 

 ぜひ、現状でかかる取得する経費プラス個人へね、日当ではないですけれども、名目上

は交通費でも構わないと思うんですけれども、そういった形でぜひ予算づけしてやってい

ただきたいなと思います。今言ったように予算をつけるということなので、期待してお待

ちしております。 

 続いてですね、また全く同じなんですけれども、３番目の質問にさせていただきます。 

 これは、準防災士とか、自衛官でいうならば予備自衛官ですか、そういった形でそうい

う類いのものをですね、村独自で防災意識を高めるために、今後どういった形で対策を立

てていくのかそこら辺のところも、きょうせっかくなのでお伺いしたいなと思いますので、

よろしくお願いします。 
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○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 

○総務部長（岡田 守君） ただいまの飯田議員のご質問でございます。村独自でですね、

そういうリーダー的な方を育成をしていけないかというようなご質問だと思います。 

 防災士をやっぱり拡充をしないとですね、村の防災士の取得率についても向上を図れな

いといったところがございます。そういったところでですね、防災士につきましては、や

はり先ほどお話ししたような形でですね、村職員や消防団の本部、また各分団等の方々に

ですね、取得をしていただくようにと、そういう形でですね、お願いしていこうといった

ところが考えてはございます。 

 また、今お話があったようにですね、自主防災活動の中でその自主防災組織のリーダー

となるような方、そういう方を育成をするといったところでございますけれども、これに

つきましてはですね、村主催で１日程度の講習会等を開催をいたしましてですね、その講

習会を受講した方、そういう方に修了証をお渡しをいたしまして、地区防災リーダーとし

てご活躍いただくというような仕組みづくりというものをしていきたいなと考えてござい

ます。 

 以上が答弁でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（下村 宏君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） 今までに当村になかった準防災士というのが、地区の防災士にか

ける意識向上のためにも、ぜひ防災士を登録してもらうのも当然ですけれども、やはり、

自分のところは自分で守ると。そして、各地区の自主防災率、これも全て自分たちのこと

は自分たちでお互いに共助という形で助け合っていくという形で、ぜひ今言った案件を進

めていただきたいなと思います。 

 それで、次の質問に移らせていただきます。 

 今回ちょっとペーパーレスということで、全てこちらのほうのタブレットに質問の資料

とか入れてきたので、ちょっとお待ちください。 

 いいでしょうか。 

 まずですね、次の質問は、小学校の低学年の見守りについて。小学校低学年の登下校の

本村の見守り対策をお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（下村 宏君） 教育次長石橋喜和君。 

○教育次長（石橋喜和君） それでは、飯田議員の質問にお答えしたいと思います。 

 小学校の低学年の登下校の本村の見守り対策ということでございます。現在、各小学校

の登下校の見守りにつきましては、登校時は集団登校となっているところでございます。

そして、毎日、教職員及び保護者による安全指導を行い、月初めには教職員が分担して危

険箇所、横断歩道等のポイント地点での交通安全指導を行っております。 

 下校時には、各地区ごとの集団下校を基本に、木原小学校では教職員による途中までの

付き添い指導、安中小学校では、最初の横断歩道までの付き添い、さらに大谷小学校では
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地域の方々のサポートによる巡視を実施しているところでございます。そのほか、地域ボ

ランティアの方々によるパトロール、地域老人クラブの方々によるポイント地点での見守

りを行っておるところでもございます。また、村でもスクールガードリーダーを配置しま

して見守りを行っているところでございます。 

 さらにですね、連絡のない子どもたちに対しましては、各小学校とも、担任による電話

での所在確認を行っているところです。連絡がとれない場合には、家庭訪問を行って所在

の確認を行っております。 

 以上が、通学に対する見守りの現状でございます。 

○議長（下村 宏君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） ４年間でね、私は厚生文教委員を２年ほど務めさせていただきま

した。まだ２年しかやっていなくて、もう２年過ぎましたので、少し忘れているところも

あるんですけれども、いろいろ研修させていただいて、やっぱり本村の中の子ども見守り

は、村ならではなんでしょけれども、結構きめ細かく子どもたちを見守っているなと思っ

ております。 

 それでですね、現在運用しているメール配信ですか、当村は３年前からＩＣＴという形

で各小学校、４年生・５年生・６年生に対してＰＣを配付し、26年度にはですね、美浦中

学校のほうにＰＣを40台、50台ですか、導入。そして、電子黒板という形で導入して、教

育界のほうも本当に時代の最先端を行く、日本でも多分５、６カ所くらいしかないのかな

と思うんですけれども、そういった形で進んでいる本村でございますけれども、この子ど

も見守りに対してですね、各小学校の低学年、１年・２年で結構なんですけれども、メー

ル配信という形で下校時、今から帰りますよという形で保護者のほうにメール配信できる

かどうかお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（下村 宏君） 教育次長石橋喜和君。 

○教育次長（石橋喜和君） それでは、２番目の現在運用しているメール配信網を利用し

て、登下校時に保護者に連絡ができないかというようなことに対してのお答えを申し上げ

たいと思います。 

 現在運用しているメール配信網を利用し、登下校時に保護者に連絡できないかというこ

とでございますが、現在、学校・幼稚園から保護者に対しまして、学級閉鎖や天候原因に

よる登下校時の時刻の変更など、緊急時の連絡や学校教育課からの不審者情報等について、

さらにこれは希望の保護者対象ですが、本年度からは防災情報についても一斉にメールを

配信し、確実かつ素早く情報が伝えられるツールとして機能しているところでございます。 

 この配信システムは、学年や学級単位あるいは保護者全員に対して活用するものであり、

個人個人に配信できるものにはなってございません。そのような機能を持たせるには、現

状のシステムでは難しいかと思われます。 

 現状では、学校・保護者・地域が連携して見守りを行っており、さらに連携をし、通学
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の安全に努めてまいりたいと考えているところでございます。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） 答弁ありがとうございます。 

 今言ったメール配信の件なんですけれども、これは個人に配信するというよりもですね、

学校のほうで台風もしくは風、いろいろな事情があって、学校を途中で早退するというよ

うな事情になった場合、天候の事情で休校とかいろいろあると思うんですけれども。 

 それは今現在は各学校単位で、子どもたちに対して登録されている保護者に全て一斉に

メール配信していると思うんですよね。当然、登録されている保護者のみで、当然登録さ

れていない保護者には連絡が行かないのが今の現状だと思うんですけれども。ちょうど２

年前ですか、議会のほうにタブレットを導入させていただいて、ことし２年、新聞紙上で

もいろいろ「最先端の美浦議会」という形で掲載されております。今回もタブレットに全

部資料が入っていまして、ペーパーレスという形でやらせていただいております。 

 それで現実に登下校の問題なんですけれども、これも当然、40名もいないのかな、安中

小学校だと１クラス20人、仮に40人だとしても、登校してきたのが39名。当然39名が集団

で登校してきて、39名は登校していますよと。当然下校するときに、39名下校するわけで

すよね。37名ということはないですから。当然一斉配信できると思うんですよね。要する

に40名のうち、誰々ちゃんがきょう風邪で休んだと。当然、誰々ちゃんの保護者の方が登

録されていれば、それをちょっと削除していただいて、あとの39名を一斉配信は、ソフト

上できないことではないのかなと思うんですよね。そこら辺もちょっとお伺いしたいなと

思うんですけれども、よろしいでしょうか。 

○議長（下村 宏君） 教育次長石橋喜和君。 

○教育次長（石橋喜和君） ただいまのご質問ですけれども、各子どもたち一人一人にア

ドレスをつけてございませんので、一人一人を削除して出すというのは難しいという状況

でございます。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） ありがとうございます。確かに個人個人の情報ですから、特に大

切な子どもたちの情報を開示するということは、なかなか難しいのかなと思います。 

 それでですね、実際今運用している、当然これから国の創生の助成金などで、いろいろ

な形で立ち上がってくる案件が幾つもあると思うんですよね。今回の質問には関係ないん

ですけれども、そういったもので、当然今のメール配信の中に、ことしから始めた災害情

報もそうなんですけれども、それ以外の部分でも、多分これから上がってくると思うんで

すよね。 

 現状、保護者の方のメール配信登録というのがあると思うんですけれども、各小学校、

中学校で確かに登録率が違うんでしょうけれども、そこら辺のところをもしお伺いできれ

ばよろしくお願いしたいと思いますが、どうでしょうか。 
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○議長（下村 宏君） 教育次長石橋喜和君。 

○教育次長（石橋喜和君） それでは、ただいまの質問にお答えしたいと思います。 

 まず、安中小学校では105件の登録がございます。木原小学校では221件の登録です。大

谷小学校では376件の登録です。美浦中学校、366件の登録です。美浦幼稚園、110件の登

録です。学校全体で1,178件、児童生徒数では1,370人おるわけなんですけれども、1,178

件の保護者の方々が登録をされてございます。割合でいいますと、86％でございます。 

 以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） ありがとうございます。実際90％以上いっているのかなと思いま

したけれども、今言ったように86％。何とかこれを100％に近づけてもらえれば、当然、

村の我々議会だよりなんかもね、将来は皆さんに議会だよりを配布しないでですね、そち

らのほうに、こういった形で議員のほうはこういう広聴会を開きましたよとかね、そうい

うものもできますので、できればそういった部分でＩＣＴをもっと利用して、子どもたち

の見守りをぜひ今後も続けていってもらえたらなと思います。 

 また、これも先ほど質問したもので、できないという形で否定されてしまいましたけれ

ども、児童館の当然利用していて、児童館のほうも登録制という形で各児童やっています

けれども、児童館のほうの下校時、途中で風邪が集団……インフルエンザですか、今、韓

国で猛威を振るっているＭＡＲＳでしたか、そういうものはないと思いますけれども、そ

ういった形で急遽閉館するとかそういった形で保護者に対してご連絡するのにですね、一

斉配信していただければ保護者も随分助かるのかなと思いますけれども、そこら辺のとこ

ろの一斉配信はできるかできないかお伺いしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（下村 宏君） 教育次長石橋喜和君。 

○教育次長（石橋喜和君） それでは、ただいまの質問でございますけれども、一斉配信

につきましては、先ほど言いましたとおり、学校、学級、学年、それから村の防災メール

というようなことで配信はできますので、そういう形での一斉配信はできるかと思います。

ただ、児童館に通っているお子さんだけにそれを配信するというようなことは、非常にで

きないと。先ほど申したとおりでございます。 

 現在、児童館への通所の状況でございますけれども、児童館の利用者においては児童ク

ラブに登録してございまして、利用日が保護者の申請によって決まってございます。した

がいまして、下校時の行動については保護者の方々は把握しているところでございます。 

 また、退館時には、保護者の方のお迎えが原則となっているところでございますので、

その辺の状況については保護者の方が十分に理解してやっていただけるというふうに認識

しておるところでございます。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 飯田洋司君。 

○３番（飯田洋司君） 今、石橋教育次長といろいろ質問、答弁していただきましたけれ
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ども、私は今、経済建設常任委員会のほうに所属しています。２年前いろいろ研修したり、

門脇教育長にいろいろ質問したりとやってまいりました。 

 本当に本村、茨城県で２個しかない村ですけれども、たぶん東海村よりもですね、この

見守りに関しては多分進んでいると思います。いろいろ視察研修に行かせてもらいました

けれども、村ならではの環境なのかなとは思うんですけれども、それとも教育長が優秀な

のかちょっとわかりませんけれども、すごく進んでいるなと思います。 

 今後、美浦村もＩＣＴという形で全国に先駆けて導入していますので、ぜひ今言ったよ

うな一斉メール配信、これも防災、今度ことしから入りますけれども、多分今後、防災以

外でのメール配信というのも徐々にふえてくると思います。それが教育関係のみにするの

か、もしくは村の情報をいろいろな方に配信するのか、これは当然今から検討しなければ

ならないと思うんですけれども、ぜひですね低学年、小学校１年、右を向いているのか左

を向いているのか、ちょっと１分も座っていられませんので、そういった子どもたちを皆

さんで、そしてＩＣＴのメール配信をもっと利用してもらって、日本一のＩＣＴを利用し

た見守りの村としてね、やっていただけるよう要望したいと思います。 

 以上、質問終わります。 

○議長（下村 宏君） 以上で、飯田洋司君の一般質問を終了いたします。 

 次に、石川 修君の一問一答方式での一般質問を許します。 

 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 改めましておはようございます。13番議員の石川でございます。 

 通告に従いまして、一問一答方式によりまして一般質問をいたします。 

 まずは中島村長、３期目の当選、おめでとうございます。心からお祝いを申し上げると

ころでございます。今回は、１期目２期目と違いまして、無投票の当選でございました。

本来、選挙戦に入りますと、相手候補と政策論争を闘わせ、それぞれの公約を住民に訴え

まして信義を問うところでございましたけれども、無投票当選ということでそれもなかっ

たわけでございます。 

 中島村長は、今回の選挙に向けてこのリーフレットをつくりました。このリーフレット

では、いいな美浦みほっていいな～、村民が主役のスローガンをもとに発行したところで

ございます。選挙事務所を開設した後、村内隈なく配ったかと思いますけれども、今般は

選挙にならず、大半が余ってしまったのかなというふうに私は想像をしておるところでご

ざいます。 

 そして、選挙戦になればですね、選管が発行する選挙公報、これも発行されなかったわ

けでございます。そのために村民は、中島村長の３期目の公約はどのようなものなのか理

解していないと思われますので、私からこのリーフレットでお示しをしたことについてお

伺いをいたします。 

 まず、一つ目の地区計画による整備、地域消費喚起を活用した地域の活性化についてを
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伺います。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） 改めましておはようございます。 

 議員各位には、定例会再開日、ご参集ご苦労さまでございます。また、きょうは生涯学

習課のほうで美浦大学に参加されている皆さんの傍聴ということで、午前中・午後と分け

て２班で傍聴されるということでございます。 

 今、美浦村の中で、議会と執行部の中でいろいろな問題を一般質問の中でそれぞれ、議

会からは簡潔な答弁をというふうに求められておりますけれども、今回私についての部分

は再選された部分で、石川議員が、村民への公約が示されていない部分があるだろうとい

うことで、その辺をお聞きしたいということでございます。 

 リーフレットにつきましてはですね、一問一答ということでまず、石川議員のほうから、

地区計画による地域の整備の中の地域消費喚起を活用した地域の活性化ということでまず

質問をされました。 

 これについてはですね、昨年度国のほうで地方創生、国と地方の格差が余りにも大きく

なってきているということで、地方を何とかしようということで石破大臣が地方創生担当

大臣に就任した中でですね、今回は特に地方が消費を喚起するためにということでいろい

ろ考えているのは、今回の部分ではちょっと全国大体同じように考えて、財政力指数とそ

れから人口とかを一つの部分に考えて、各市町村、茨城県だと44市町村にその金額を割り

振ったということで、本来であれば地方がどういうことをしたいか、魅力ある提案をしな

さいという部分が国の言い分であったわけなんですが、それよりも前にですね、示された

金額の中でやりなさいという部分が来てしまっているのかなというふうに思います。 

 今回の示された中では、ちょっと残念ながら美浦村は、これについては茨城県44市町村

の中では、1,853万8,000円とかなり少ない金額の中で補助金が決まってございます。そう

いう中で何をやるか。これは、今質問をしております石川議員のほうも美浦村としてはも

う７年ぐらいなりますかね。 

〔「ことしで10年」と呼ぶ者あり〕 

○村長（中島 栄君） ことしで10年ですか。地域サポートクーポン券を県の中でも意外

と早くやりました。一番早くこの近辺でやったのは牛久市がいち早く取り組んでおりまし

て、美浦村にとりましては、やはり地域の商工業の喚起を促すためにということで、美浦

村でも１割お得な地域サポートクーポン券を実施してまいりました。これによって幾らか

は消費者の方もその使い方がだんだん理解されてきて、今は結構早目の完売に至っている

のかなというふうに思います。 

 そういう中で、後からやるところはいろいろなアイデアも出しながら、それにつけ加え

て、今回国から来た部分では、茨城県の中、１割でやるところ、２割でやるところ、３割

でやるところと、それぞれが変わった張りつけをしているところがあります。美浦村は、



 

- 38 - 

 

商工会の方とも打ち合わせをしながら、２割を採用して、茨城県の中でも一番多いのは２

割の部分を進めているということで、これについては約２割にしたもので、美浦村では約

倍の6,000万円ぐらいをことしは予定をしている。 

 そういう中で、皆さんもご存じのように、新聞等、またテレビ等でもやっておりますけ

れども、最大を50万円にしたり、また５万円で切ったりとかね、そういう使い方をそれぞ

れ独自に考えてやっているところがございます。これにプラス茨城県は、シニアとそれか

らキッズと二つ用意しましたけれども、一般の部分にプラス、シニアとキッズということ

で、18歳までのキッズの人数に対する70％まで、県は出しますよと。シニアは逆に15％し

か出さない。それ以上出たものは、それぞれの自治体で自分のところで補填しなさい。こ

れもちょっと問題があるだろうということで県のほうには話はしているんですけれども、

おおよそそのぐらいだろうという部分で県は進んできちゃっております。実質、中身を精

査しないで見切り発車的な部分があるかもしれませんけれども、一番困惑しているのは、

自治体が困惑しているのかなというふうに思います。 

 こういう地域を喚起する部分は、受け入れるのは本当にいいことなので、まず、この

20％にした部分で、美浦村でどのぐらいの地域の中の活性化、また、今まで参加されてい

なかった商工業者もそこに参加をしていただくということも、商工会のほうとも話をして

進められれば、少しは美浦村の中の消費喚起につながるだろうというふうに考えておりま

す。ぜひその辺も経済課のほうが主体となって商工会と詰めておりますので、ぜひ商工会

のほうとは連携をとって、キッズとシニアについては村のほうが主体的に進めてまいりた

いというふうに考えております。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 答弁ありがとうございます。村長の答弁のとおりですね、我々

は、私も村長の答弁にありましたように、商工会の地域サポートクーポン券事業の委員長

をしてございますから、その辺は重々承知をしてまいったところでございます。 

 そこで、先ほど答弁の中にもありましたけれども、去る６月４日にですね、商工会長を

初め地域サポートクーポン券事業の委員、それから村担当の経済課の笹倉係長と協議をし

まして、今年度の実施要綱を決定をさせていただいたところでございますので、かいつま

んでご報告を私のほうからさせていただきますけれども、プレミアム率は20％でございま

す。商品券名につきましてはですね、美浦村村制60周年記念プレミアム付クーポン券とい

たしたところでございます。 

 販売時期につきましては、ことしの９月１日、平成27年の９月１日から来年の平成28年

の２月29日の６カ月間といたしたところでございます。販売総額につきましては、6,500

万円といたしたところでございまして、購入限度につきましては、美浦村では10万円、お

一人様10冊までの購入といたしたところでございます。 

 それと同じくですね、先ほど村長からありましたけれども、子育て家庭応援プレミアム
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商品券購入補助事業、それとですね、シニア、いわゆる65歳以上でございますけれども、

シニアプレミアム購入補助事業がありまして、これがそうなんですけれども、いばらきシ

ニアカードというのがございます。それから、いばらきKids Club カードというのがござ

います。これが多分配布されているとは思いますけれども、カード１枚につき１セットの

み。ですから、販売１セットが１万2,000円の場合は、シニアカード、キッズカードを提

示された場合には、8,000円で購入できるという仕組みでございます。 

 この販売につきましてはですね、村のほうがということで、村長が答弁されておりまし

たけれども、行政窓口のみの販売とさせていただきまして、１週間前倒しをしてですね、

８月の24日から30日までは中央公民館の窓口、８月31日からは経済課窓口で販売すること

といたしたところでございます。このクーポン券につきましては、商工会のチラシの発行、

あるいは広報みほにより、消費者の皆様に周知をしたいと考えているところでございます。 

 そこで、村長の答弁の中にですね、複数年度の事業として、これからも地域活性化のた

めに要請をしていきたい。それがかなわない場合ですね、来年のクーポン券事業としてで

すね、村単独で20％の支援をすることが可能なのか、そして、先ほども答弁がありました

けれども、キッズについては70％、それからシニアについては15％しか見ていませんよと

いうことでございましたけれども、それを超えた場合には、美浦村として村の負担とする

のか、このことについて伺いたいと思います。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） それでは、石川議員のですね、まずシニアとキッズの割合がふえ

た場合ですね、これについては、先ほども県のほうと話した結果、それぞれの自治体が応

分の負担をしてくださいということでございますので、これについては県のほうに頼るわ

けにいきませんので、村のほうの対応で何とかやっていかざるを得ないのかなというふう

に思います。そして、今回の、今まで10％で取り組んできた部分も、来年度はどうなるん

だろうという、どのようにして村は考えているのかなという話だと思います。 

 これについてはですね、なかなか国のほうと接触する部分がないんですが、いろいろな

国会議員と会うときがございますので、今回のこの地方創生の中の地域を活性化させる部

分では、喚起させる部分では、単年度だけではなかなか次の年、消費者の方、また、市町

村の住民の方が単年度で終わるということは、かえって消費が縮む場合が出てくるでしょ

うと。できれば複数年でこの対応をしていただけないでしょうかというお話を何人かには

してございます。 

 これについては、どうしても都市部のほうが地方との格差がかなりつき過ぎてきている、

そういう部分もあって、地方をやっぱり喚起するためにはですね、今の制度を単年度で終

わるじゃなくて、複数年、２年３年と続けていただいてその結果、検証を、単年度の検証

ではなく、複数年度の検証をしていただいた結果をですね、踏まえて、これを永久的にや

るのかやらないのかを判断していただきたい。単発の単年度でやられては、かえって地方
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は迷惑をしてしまうということになりかねないという話はしておきましたので、ぜひ議会

の皆様のほうもですね、国のほう、また国会議員の先生たちとの会合がありましたらです

ね、地方の声として届けていただければ、少しでも年数が延びていただくことを地方とし

ては望んでいるという話をしていただければと思います。 

 当然村としては、単年度ではなく複数年度、せめて３年ぐらいは継続してやっていただ

ければ安定してくるのかなというふうに思っております。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） シニアとキッズカードについては、村が負担をするということ

で前向きな答弁をいただきましたので、それはそれとして私は了解をいたすところでござ

います。 

 そこで、複数年度のということでございますけれども、村長はいろいろな国会議員と会

う機会があるということで、そういうことも複数年度を視野に入れたお願いをしていくと

いうことでございますけれども、消費者の立場からいいますと、今までは１万1,000円の

商品券が１万円で買えた。ことしに限っては、１万2,000円の商品券が１万円で買えるわ

けですから、来年また１万1,000円に戻ると、やっぱり消費者の思いとしたら、どうした

んだろうかということになろうと思うんですよね。ですから、なるべくそういうふうな消

費が冷えるようなことがないようにですね、引き続き村長には、国会議員に働きかけをし

ていただきたい。そして、できれば財政の厳しいところでありますけれども、できれば村

のほうでもその辺の１割分のことを考えていただけたらいいのかなと思いますので、これ

は要望だけをしておきます。 

 続きまして、商業施設による生活環境の促進ということでございます。このことについ

て村長にご答弁をお願いします。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） それでは、２番目のですね、商業施設整備による生活環境の促進

ということで、現在美浦村にはですね、日常生活で生活するについては、茨城県44市町村

の中でやっぱり日常生活のお店ですね、スーパーが今、１店舗しか大きなものがないとい

うことで、どっちかというと隣接する市のほうとか町のほうに日常の生活の部分を求めて

いかないと生活しづらいというふうな部分ができているのかなというふうに思います。去

年の１月１日までやっていたんですけれども、もう一つ、土屋のほうにあったんですが、

閉めてしまいましたので、なかなか日常の生活にも大変な部分が出てきているのが今の現

状だと思います。 

 これについては、今、美浦村の中で商業施設を何とか考えていこうということで地区計

画を進めておりまして、ことしの４月７日に県のほうから決定の通知をいただいて、５月

１日に工事をさせていただきました。これについては、美浦トレーニング・センターの進

入路についての大谷周辺地区が11.8ヘクタール、そしてこの役場周辺地区が43.7ヘクター
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ルという部分がありますけれども、これについてほぼ商業施設については出店する旨の合

意をいただきながら、今進めているところでございます。 

 これに加えて、ホームセンターとドラッグストアも併設していこう。さらに、これにつ

いては村の施設もあわせてそこに共存して立地できるようなものをこれから計画していこ

うということで、一応そういう部分を捉えて、今の村民が他市町のほうまで出て行かなく

ても、生活しやすい部分は整備していかなければならないということで、これも28年度ぐ

らいにオープンができればということで、一応出店する側との詰め、また125号のバイパ

スの整備も間に合うように、村としても一丸となって進めてまいりたいというふうに考え

ております。 

○議長（下村 宏君） ここで、会議の途中でありますが、暫時休憩といたします。 

 11時15分に再開をいたします。 

午前１１時０１分休憩 

                                         

午前１１時１５分開議 

○議長（下村 宏君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） それではですね、休憩前に引き続き、質問をさせていただきま

す。 

 ただいま、商業施設整備による生活環境の推進ということでご答弁ありました。このこ

とにつきましては、我々議会にもいろいろ説明ありまして、執行部も議会とも、考え方、

方向性も一緒でございます。ぜひともバイパスの開通に伴ってのことだと思いますので、

スケジュールどおりしっかりと村長には執行していただくようお願いを申し上げて、答弁

は結構でございます。 

 それではですね、二つ目の教育・子育て・福祉の充実ということで、子ども・子育ての

支援強化について伺いたいと思います。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） それでは、子ども・子育ての支援強化ということについて、今ま

でもですね、美浦村では、子ども・子育て広場のですね、ファミリーサポートの事業は推

進してきておりますけれども、今回、ことし４月からですね、福祉介護課で行ってきた幼

児保育の部分をですね、学校教育課に移して、子ども育成室を新設し、保育所、幼稚園の

両方をですね、学校教育課のほうで対応できる支援を一緒にできるような体制を整えまし

た。 

 学校教育課のほうの配置もですね、実際には去年よりは３名増加しまして、対応を一元

化してやっていきたいというふうに考えております。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 



 

- 42 - 

 

○１３番（石川 修君） ご答弁ありがとうございます。今、答弁の中で、保育所、幼稚

園の一元化での対応ということで、支援の強化に努めると答弁されましたけれども、具体

的に支援とはどのようなものか、簡単にご答弁を願いたいと思います。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） これについては、今まで保育所のほうは福祉介護課のほうで取り

扱ってきましたけれども、幼稚園は学校教育課のほうということで、国のほうも同じよう

に幼保一元化を目指していたりしておりますし、他市町村ではいち早く、もう幼保一元化

を立ち上げたところもございます。 

 美浦村としても将来は、保育所も幼稚園も同じような環境の中でやるべきだろうという

ふうに思っておりますけれども、まず事務的な部分も含めてそちらの一元化でまず取り組

むということを目指していきたいというふうに考えています。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 一元化というのはですね、今まで幼稚園につきましては学校教

育課、それから保育所については福祉介護課で取り扱っていたやつを、学校教育課に一本

化でまとめたよということで理解してよろしいかと思いますけれども、いずれにしてもで

すね、子どもたちがですね、小学校へ入るまで健やかに、そして心身ともに健康で立派に

入学されるようにですね、学校教育課ではですね、しっかりその辺のこともやってほしい、

このことを要望しておきます。 

 続きまして、健康増進と健康寿命の取り組み強化についてお伺いいたします。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） それでは、健康増進と健康寿命への取り組み強化について申し上

げます。これまでも美浦村ではですね、妊産婦の医療費の助成とかね、中学３年生までの

医療費の無料化、また、福祉タクシーとかデマンドタクシーの運行など進めてまいりまし

たけれども、今回は美浦村の定期検診が意外と率が低いということもありまして、定期検

診のですね、受診率の向上、そして、あとはシルバーリハビリ体操とか、健康増進課の貯

筋運動、筋肉を鍛えるという部分の体操の普及、高齢者の健康維持、また、地域のサロン

づくりや１人でも参加できるシェアハウス活用での１人でも集い合える場所づくりを通し

て、健康寿命の強化に努めていきたい。 

 これについては、先ほどの地区計画の中にあります物産館の中に、子どもたちの部分と

高齢者のシェアルームですか、そういう部分も含めて高齢者でも、子どもを持つ保護者で

も、一緒に集えるような場所づくりを進めて、また積極的にそこに参加をしていただける

ような人に使っていただくということを、これからつくり上げていきたいというふうに考

えております。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） ご答弁ありがとうございます。確かにですね、検診の受診率が



 

- 43 - 

 

悪いということもありますけれども、せっかく美浦村にはシルバーリハビリ体操等も普及

しておりますので、高齢者の健康維持にその方々にも努めていただきたい。 

 今、村長が答弁の中でですね、シェアルーム、いわゆる役場周辺地区につくる計画でい

るそうですけれども、これはやっぱり年寄りは大事にすることはもちろんですけれども、

我々ももう既に高齢者の部分になっていますのでですね、そういう施設をつくっていただ

いて高齢者が楽しく集える場所を、その商業施設の中につくっていただくことを要望をし

たいと思います。 

 次に、ちょっと駆け足になりますけれども、今赤い字で30分ということで出てしまいま

したので、それから駆け足で質問させていただきますけれども、村長のほうも答弁は簡潔

にお願いしたいと思います。 

 学校給食調理施設の整備について伺います。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。簡潔明快にお願いをいたします。 

○村長（中島 栄君） 簡潔にということでございます。 

 じゃ、学校給食調理施設の整備ということで、これについても検討委員会を立ち上げて

今までやってまいりました。ほぼ場所以外の部分では、ほぼ、大体合意ができてきている

ところでございますが、村のほうで調整した場所についてはちょっと問題もあるだろうと

いうことで、今棚上げ状態になってございます。 

 これについては、場所が早目に決定し次第ですね、整備を鋭意進めていくということで、

場所については当然これから未定な部分なので、ぜひ早目にですね場所を選定し、議会の

皆さんにも報告して、立地場所の決定し次第ですね、整備のほうを早急に進めてまいりた

いというふうに思います。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 学校給食の調理施設の整備でございますけれども、村長が答弁

のとおり私も、現在ですね、学校給食は自校方式で美浦村は行っておるところでございま

すけれども、センター方式にしようということになってからかなり時間が経過してござい

ます。そういったことで、場所の選定についてまだ決まっていないということでございま

すけれども、決まり次第、早急に我々議会にお示しをしていただいて、センター方式に取

り組んでいただくよう要望をしたいと思います。 

 続きまして、３番目の農産品・商工業の振興と活性化ということでございますけれども、

その中の美浦産品のブランド化と６次産業化の推進についてを伺います。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。  

○村長（中島 栄君） それでは、農産品・商工業の振興と活性化ということで、まず美

浦産品のブランド化と６次産業化の推進ということで、美浦村の中には今ですね、マッシ

ュルームやイチゴ、レンコン、特栽米が「光一点」と「元気いっぱい美浦そだち」と二つ

ありますけれども、そのほかにですね今、リッチフィールド美浦のパプリカに続いてです
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ね、ハイテクファームという部分が今、建築途中でございます。これができて生産されれ

ば、茨城県はもちろんハウスでのパプリカの栽培は多分日本一になるだろうというふうに

思っております。 

 茨城県の中で日本一というのは、この前もファイルをいただいて、茨城県統計協会とい

う中で茨城県の日本一というふうに農業分野だけではなくですね、12ぐらいあるんですけ

れども、ファイルの中にもこういうふうにあります。この中に美浦村のパプリカも一つ加

えられるようになればいいのかなというふうに思います。 

 当然、日本一ということになれば、そこで６次産業化しましてですね、いろいろな部分

にアピールしていくことは、もっとできるだろうと。水戸市の近くでは、パプリカを使っ

たパンを製造したりしてＰＲをしているところもございます。いろいろなところに加工し

たものが美浦産として出回っていくことが、美浦村の位置づけにもかなり大きく影響が持

てるだろうというふうに思いますので、ぜひそのようになるようにですね、生産者側との

調整を経済課も含めて調整をしてまいりたいというふうに思います。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） ただいまの答弁の中にですね、６次産業の形成に産・学・官の

協力体制を進めていきたいというふうに答弁されました。実際、阿見町ではもうヤーコン

とかそういうことで茨城大学農学部の生徒とそれから商業者、あるいは生産者で６次産業

化してございます。村長は具体的にどのような商品を考えているのか、簡潔に商品名だけ

教えてください。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） ６次産業化の商品名という部分についてはですね、先ほどパプリ

カについては、パンをつくってＰＲを水戸市のほうではしていますという話をしましたけ

れども、まずは、先ほども産・学・官の話がありましたけれども、その辺も踏まえていろ

いろなところと協議をしてマッチングした部分を、どこがいいものを提供していただける

か、そういうことはこれから進めていきたいというふうに思います。まずは美浦村の得意

な部分、特栽米、そしてマッシュルーム、そしてパプリカが生産的に大きくなってくれば、

そういうもののコラボで何ができるか、そこをまず商品名で、これっというものはまだな

いんですけれども、そういうものを先駆けて、よそにないようなものをまず提案できるよ

うなものをともに考えていきたいというふうに考えております。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 今、村長の答弁の中で、水戸市のほうのパプリカの粉末をパン

に入れているということがございました。実はですね、パプリカの工場で働いている人が

言っていましたけれども、かなりの部分が廃棄しているというふうに私は聞いてございま

す。 

 いわゆる規格外だろうとは思うんですけれども、ですから、そういうのはまず、とりあ
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えずそういう無駄を省いて、茨城大学とかそういうものと相談しながら、まずパウダーに

してみて、それから商品を何かということで商工会あたりにも提示をしていただければい

いのかなということで、パプリカについて要望だけしておきます。 

 それからですね、物産館等コミュニティ施設の整備につきましてはですね、この後、多

分同僚議員が質問すると思いますので、これはスルーさせていただきます。 

 それから、企業誘致に向けた支援強化ということでございますので、このことについて

ご答弁をお願いします。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） それでは、企業誘致に向けた支援強化ということで、これについ

ては議員各位もご存じだと思いますけれども、美浦村の中には工業団地というものは、独

自にもつくっておりませんけれども、工業ゾーンという地区としては認定してございます。

あと約３町歩ぐらい残っているかと思いますけれども、なかなか工業団地化してあれば、

来てもすぐ建設も可能なんですけれども、美浦村の場合にはなかなかそこまで至っていな

いということもありまして、難関はあります。 

 しかし、今、圏央道が大栄インターまでつながってきましたので、企業誘致の件数もで

すね、何件か、阿見町とか稲敷市の工業団地よりは美浦村のほうが安いということで、結

構問い合わせがあって、今何件か来ております。ただ、即出るということは返事はいただ

いておりませんけれども、以前にも村内の事業者が工場を新設したくて他市町のほうに出

て行くということがありましたけれども、美浦村のほうでは、その工業ゾーンにとどまっ

ていただくようにお願いをして、何とか美浦村の中で工場を新設していただいたというこ

ともございます。呼ぶことも大事なんですが、出て行かせないことももっと大事だなとい

うふうに思っております。 

 そういうものもありまして、今回村独自のですね優遇制度、企業立地奨励金、これもで

すね、他市町村にはない魅力あるものを美浦村の中では立ち上げて、支援の優遇制度をね、

理解していただいて、美浦村に誘致を進めてまいりたい。これについては、制度上のパン

フレットもできましたので、ぜひ議員の皆様方にもＰＲを兼ねて発信していただければな

というふうに思います。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 企業誘致につきましては、村長答弁のとおりでございまして、

美浦村では工業団地はございません。昨年、村長の答弁の中にありましたけれども、村内

の優良企業でございます株式会社ユニフードさんが、いわゆる工業専用地域で第２工場を

建設しましてですね、稼働されておるわけでございます。したがって、工業専用用地のイ

ンフラは既に整備されておりますので、どうぞ村長には、引き続き企業誘致にご尽力をい

ただくよう要望をさせていただきます。 

 次に、４番目の行財政の改革と民間活力の推進についてでございますけれども、自主財
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源の確立、事務事業の見直しと節減について答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） それでは、４番目のですね、自主財源の確立と事務事業の見直し

と節減ということで、これは全国でも珍しいんですけれども、美浦村は議会の承認をいた

だき、太陽光発電の電気事業を立ち上げたことは、他市町村からも注目される一つの自主

財源の取り組みであると思います。国の目指す再生可能エネルギー政策を、自治体も率先

して取り組むべきという部分を活用して、美浦村は実施してまいりました。 

 それによって、３月から売電を始めましてですね、当然、売電の収益を住民へ還元する

という部分で６月１日から補助事業を受け付けてございます。これについては、住宅用の

新エネルギー及び省エネルギー機器の設置とか、低公害車購入の補助、また電気自動車等

ですね、そういうものに活用が期待されますので、今時点では約13件でしたかね、申請が

もう上がってきております。 

 ぜひ将来的には再生可能エネルギーも含めて、もっと先進的な、もっと自主財源の安定

したものが得られるようなものは、これからもですね、自治体であっても参入できるもの

は積極的に参入してまいりたいというふうに考えております。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 局長、まだ時間大丈夫ですか。 

○議会事務局長（木鉛昌夫君） 大丈夫です。 

○１３番（石川 修君） それではですね、答弁の中で電気事業の話がございました。メ

ガソーラー発電所でございますけれども、平均的売電の金額でございますけれども、４月

の売り上げは約480万円ありました。そして、５月は1,300万円という報告を受けておると

ころでございまして、村長がこれをもとに補助事業13件の申請がありますよという話がご

ざいましたけれども、その申請の窓口を広くしてはいかがと思うんですけれども、いかが

ですか、ご答弁をお願いします。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） 申請の窓口というと。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 補助事業ではね、先ほど村長が言いました住宅用新エネルギー、

それから省エネ機器の設置、低公害車購入補助、この三つがありますけれども、それ以外

に窓口を広げてはどうですかという再質問でございます。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） あくまでも上限がないという部分ではなく、年間、当座は生活環

境課のほうで予算はどのぐらい来るかわかりませんということで、500万円ぐらいは組ん

だんですけれども、多分ことしは500万円以上行くので、途中で補正を入れなくちゃなら

ないのかなというふうには思っております。 
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 ただ、どの辺まで広げればいいのか、給湯器もエコキュートとかね。それから、家庭の

太陽光パネルも、茨城県約20ぐらいの自治体が補助を出しているんですが、20万円が最高

です。美浦村は１キロ５万円で、５キロまで25万円というのは、茨城県のどこを探しても

それだけの補助を出しているところはないと思います。 

 これは、そういうメガソーラーの太陽光発電をやっている村ということで、少しでも住

民には還元をしたほうがいいだろうということで、窓口を広げる部分については、いろい

ろな省エネ、それから新エネルギーの導入をしていただければ、日本のエネルギーのエコ

に少しでも貢献できるかなという部分もありますので、ある程度のものは入れたつもりな

んですけれども、もっといい設備、もっといい機器があるとすれば、それも採用の枠には

入れていきたいなというふうに思います。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 答弁ありがとうございました。今現在ではですね、13件の申請

で、年間500万円ぐらいだろうという想像の中で今、発車をしておるところではございま

すけれども、現在三つの補助事業でございますけれども、この中にはいろいろあるかと思

いますけれども、今後は生活環境課長もいらっしゃいますので、その辺は検討させていた

だいて、こういうものはどうだろうかというものがあったときには、我々のほうからご提

示をさせていただきますので、検討のほうをよろしくお願いをしたいと思います。 

 それからですね、４番目の公共施設の民活導入の推進ということでございますけれども、

時間がございませんので、これについてはいわゆる光と風の丘公園の管理、あの件だろう

と思いますので、それは、そのほかにもですね、あれば民活を導入していただきたい、こ

れは要望しておきたいと思います。 

 最後になりますけれども、人材育成と職場環境改善の促進についてを伺います。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） それでは、配慮をいただきまして、途中割愛の部分がありますけ

れども、最後の人材育成と職場環境改善の促進ということで、これについてはですね、職

員の育成は職場の中で経験を積んで学んでいくのが通常だろうと思います。今の事務形態

が多種に及ぶことからも、なじめない職員も中にはいることから、公務員としての自覚を

身につけるようですね、研修が必要であると思います。 

 村民への全体の奉仕者を目指す、石岡市長が掲げるスーパー公務員となれるように、ま

た、上司から見た職場の環境改善やチェックする機能の強化を図ることもこれは進めてい

きたい。やはり目線が変わると、その目線に応じて職種もですね、部下から見た上司、上

司から見た部下のそこをですね、自己評価をですね含めて、職員全体がお互いをバックア

ップできるような体制が村の中ででき上がっていけば、住民に対する、村民に対するサー

ビス機関としての奉仕者として確立できるだろうというふうに思います。 

 ぜひいろいろな角度からですね、きょうお見えになっている美浦大学の皆さんの視点も
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あるだろうし、また、議会のいろいろな地区からの代表として、村に議員としていろいろ

な提言をしていただいていることは、村政の運営に大きく役立つものがございます。ぜひ

感じ取ったものは提案であれ苦情であれ、全て受け入れて村政運営に活用させていただき

たいというふうに考えております。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 職員の育成についてですけれども、公務員としての自覚を身に

つけるということで、研修が必要であると村長は答弁されてございます。我々議会でもで

すね、何遍か職員の研修については口うるさく申してきたつもりでございます。窓口での

対応が悪いとかいろいろございまして、研修が必要であろうというふうに要望してござい

ましたけれども、なかなかその辺が改善されないのが実態なのかなと思います。 

 村長が、研修が必要であるというふうに答弁されましたけれども、具体的にはどのよう

な研修を積むのかご答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） 職員の中にいろいろな職種もございますけれども、当然、美浦村

の中の環境が一番いいというわけではございませんので、茨城県の中の職員の研修も含め

て、これは毎年やっているんですけれども、まずは自分の行政の中をよく理解をしてもら

うことが、職員の一番先の仕事だろうというふうに思います。今、美浦村の立つ位置がど

ういうところにあって、よその自治体と見比べて何が劣っているのか、何が先行している

のか。 

 先ほど最初の質問の飯田議員のほうからありましたＩＣＴとタブレットについては、こ

れは当然、小学校から取り入れているので中学校も取り入れはしましたけれども、これを

理解するね、村執行部、議会も、まずは一緒に取り組んでいくという部分を今回できたの

は、美浦村が最初だったのではないのかなというふうに思います。こういう面では、目線

は同じ目線として捉えていただければ、職員も、上司も含めて、また議会の皆さんも、歩

調を合わせて、美浦村の向かう先は同じ方向を向いて、それについてのまちづくりをです

ね、一緒に議論しながら、方向性を一緒にすれば、いい部分になるだろうと。 

 そして、とにかく職員についてはですね、いち早く先ほども言いましたように美浦村の

今の実態をよく理解をしていただくことが最善であろうと。その上でまちづくりを進める

という部分は、メールでも職員のところに全部配信はしてありますけれども、そこをチェ

ックして読んでいただければ、理解はできるものというふうに思っております。それだけ

ではできない部分は、県のほうとか、それから職員の研修に積極的に参加を促して、自己

のスキルを高めていただくという部分は進めてまいりたいというふうに考えております。

今回の部分では。 

○議長（下村 宏君） あと５分です。 

○村長（中島 栄君） ひとつ執行部からの部分だけではなく、議会から見た職員のいろ
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いろな資質の部分も忌憚なく提案を、また苦言を呈していただければ、対応は早速させて

いただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（下村 宏君） 石川 修君。 

○１３番（石川 修君） 職員はですね、村民への全体の奉仕者でございます。先ほど村

長が申しましたように、石岡の市長がスーパー公務員を目指せということでございますけ

れども、一夜にしてはスーパー公務員にはなれません。 

 したがって、先ほども申しましたように研修を重ねてですね、村民から愛されるような

そういう公務員を目指すためにも、しっかりと研修はしていただきたい。そして、村長が

答弁されましたけれども、我々議会のほうも口酸っぱくこれまで言ってきた経緯はござい

ますけれども、今後もそういう部分では職員のことにつきましては、問題があれば提言を

していきたいという考えでおりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

 以上で私の質問を終わりますけれども、これまで村長が答弁された諸課題は、中島村長

が村民の皆様との約束事でございます。今後４年間、この約束を実現できるよう、しっか

りとですね、地に足をつけてご尽力をいただきたくお願いをいたすところでございます。 

 また、行政は生き物でございます。突発的なことも起こるかもわかりません。そのよう

なときにはですね、いち早く議会に説明をしていただいて、執行部と議会がともに両輪を

うまく回して、村民のためにご尽力をいただきたい、このことを切にお願いを申し上げま

して、私からの一般質問を終了させていただきます。ありがとうございます。 

○議長（下村 宏君） 以上で、石川 修君の一般質問を終了いたします。 

 ここで、会議の途中ではありますが、昼食のため暫時休憩といたします。 

 午後１時より再開をいたします。傍聴の皆様には大変お疲れさまでした。 

午前１１時５０分休憩 

                                         

午後 １時００分開議 

○議長（下村 宏君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 午前に引き続いて、美浦大学の皆様には議会傍聴、大変ご苦労さまです。しっかり聞い

ていただいて、感想等を後にいただければ幸いであります。 

 それでは、岡沢 清君の一問一答方式での一般質問を許します。 

 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） ２番議員、岡沢です。ことしの５月27日に参院本会議で可決され

た医療保険改革法に伴う今後の国民健康保険の運営について質問します。 

 可決された医療保険改革法の概略を述べますと、５月28日の茨城新聞朝刊では、医療改

革法のポイントとして、高齢者医療への支援金で大企業社員と公務員の負担が重くなる総

報酬制を段階的に広げ、平成29年度に全面導入。紹介状なしで大病院を受診する患者に、

5,000円から１万円の追加負担を求める。入院時の食事代を引き上げ、18年度に460円、市
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います。私が調べた範囲では、このほかにも地域医療構想、病床削減などに合わせた目標

設定、協会健保の国庫補助率の下限の引き下げも含まれています。 

 今述べました概略の中で、特に平成30年度からの国保の運営主体を市町村から都道府県

に移管することについて質問の中身とさせていただきます。なお、平成30年度から国保の

運営主体を市町村から都道府県に移管することに関しては、厚生労働省の資料があります

ので、全体像を把握するため、関連する部分を読み上げます。 

 医療保険制度改革骨子案 平成27年１月31日、社会保障制度改革推進本部決定。 

 医療保険制度改革については、持続可能な制度を構築し、将来にわたり国民皆保険制度

を堅持することができるよう、以下の骨子に基づき、各年度において必要な予算措置を講

じるとともに、本年の通常国会に所要の法案を提出するものとする。一部省略します。 

 また、平成30年度から都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率

的な事業運営の確保などの国保運営について中心的な役割を担うこととし、制度の安定化

を図る。具体的には、都道府県は圏内の統一的な国保の運営方針を定め、市町村ごとの分

賦金決定及び標準保険料率等の設定、保険給付に要する費用の支払い、市町村の事務の効

率化・広域化等の促進を実施する。 

 市町村は、地域住民と直接顔の見える関係の中、保険料の徴収、資格管理、保険給付の

決定、保健事業など、地域におけるきめ細かい事業を引き続き行う。引き続き、地方との

協議を進める。財政運営に当たっては、都道府県が医療費の見込みを立て、市町村ごとの

分賦金の額を決定することとし、市町村ごとの分賦金の額は市町村ごとの医療費水準及び

所得水準を反映する。国の普通調整交付金については、都道府県間の所得水準を調整する

役割を担うよう、適切に見直す。保険給付に要した費用は、都道府県が市町村に対して確

実に支払う。 

 厚生労働省の資料ではこのように説明しています。 

 では、これからの村の国保の運営はどうなるのか。いずれにしても、市町村国保の運営

主体が県に移管されるのは平成30年度からですから、法案が可決されたといっても、具体

的な運用については、引き続き、地方と協議をした上で国民健康保険法の改正や政令、施

行令となってくると考えます。質問の項目については、現時点で執行部としては把握でき

ないであろう内容も含まれるかもしれないということを承知した上で質問させていただき

ます。 

 まず一つ目に、村の国保会計はどう変わるのかということです。財政の運営が県に移行

されると考えますが、村の国保会計はなくなるのか。これまでの美浦村国民健康保険特別

会計として残るのであれば、どのような会計になるのか。 

 療養費等の支給は、村が行うのか、県が行うのか。一般会計からの法定外繰り入れはで

きるのか。繰越金や基金積立金の扱いはどうなるのかなど、主立った歳入歳出項目を参考

にお聞かせください。 
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 また、国、県からの財政面での支援、現行の国庫支出金・県支出金についてもどうなる

のか、あわせてお聞かせください。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） 皆さんこんにちは。よろしくどうぞお願いします。 

 ただいまの岡沢議員の一般質問にお答えいたします。 

 国保の財政運営責任主体を都道府県に移管することなどを柱とした国保法改正案は、５

月27日の参議院本会議で可決、成立し、29日に公布、施行されました。昭和36年の皆保険

成立以降、最大の改革とされた同法案は、衆参院通じて大きな混乱もなく審議を終えまし

た。平成30年度以降、国保は都道府県を中心にした体制に大きくかじを切り、急速に進む

少子高齢化のもとでの安定的運営を目指すとされております。 

 成立した改正法は、制度の大枠を示したもので、詳細の検討はこれからとなっておりま

す。新体制でスムーズに運営できるよう諸政省令やガイドライン策定に向け、厚生労働省

はできるだけ早期に国保制度の基盤強化に関する国と地方の協議を再開したいと考えてい

るようでございます。このようなことから、現時点での国から示されている内容の答弁と

なりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 それでは、ただいまのご質問の中で、１点目なんですが、村の国保会計はなくなるのか

につきましては、なくなりません。現状のまま残ると思われます。逆に、歳入歳出予算の

項目がふえるように思われ、歳入につきましては「国保事業費交付金」、歳出につきまし

ては「国保事業費納付金」、いずれも仮称でございます、という形で計上となる見込みで

あります。 

 療養費等の支給につきましては、現行どおり村で行い、その支払いに対して県から交付

金として交付されるようです。一般会計からの法定外繰入・繰越金や基金積立金の取り扱

いについては会計上残ると思われますが、詳細は示されていないため、現時点では不透明

でございます。 

 県においても、国保特別会計及び財政安定化基金を設置し、交付金、納付金等の出し入

れを管理するということが示されております。 

 国、県からの財政面での支援につきましては、県が財政運営の責任主体となり、市町村

ごとの国保事業費交付金等の額の決定や保険給付に必要な費用を全額市町村に支払うよう

になることから、現行の定率国庫負担32％、調整交付金９％、高額医療費共同事業負担金

４分の１が村への交付はなくなり、県に交付となるようでございます。 

 県は国から受け入れた交付金を市町村の実情、医療水準とか所得水準を考慮し、調整し、

市町村へ交付する流れになるようです。 

 現行の県の調整交付金９％、そのほかの補助金等の詳細は示されておりませんので、ご

理解をいただきたいなと思っております。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 
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○２番（岡沢 清君） 二つ目に、村の国保関連事務はどうなるのかについてです。保険

料の徴収事務は引き続き市町村が行うこととなっていますが、そのほかどのような事務が

残るのか、あるいは、かわるのでしょうか。保険料の徴収事務に大きな変更はあるのでし

ょうか。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） ただいまの村の国保関連事務はどうなるのかということ

ですけれども、岡沢議員がおっしゃるように、国保保険料の徴収事務は引き続き村が行い、

個々の事情に応じた徴収をするということが示されておりますので、徴収事務に大きな変

更はないと思われます。 

 その他、どのような事務が残るのかということですけれども、これにつきましては、法

改正後の市町村の主な役割の中に示されているのは、資格管理、保険料の決定、賦課徴収、

保険給付、保健事業と現行どおりで、県に移管するものはないように思われます。ただし、

県は、県内の統一的な運営方針としての国保運営方針を示し、市町村が担う事務の効率化、

標準化、広域化を推進することとなっております。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 三つ目に、短期保険証・資格証明書の発行についてです。短期保

険証・資格証明書の発行に関しては、自治体ごとに判断が違っているのが現状です。国保

加入者数に対しての短期保険証・資格証明書の発行率も自治体間で差がありますし、正規

の保険証の発行についても、未納分の分割納付をどの辺まで認めるかについてもやはり自

治体間で差があると考えます。そういった判断は村が判断するのでしょうか、県が判断す

るのでしょうか。 

 さらにお聞きしますが、短期保険証・資格証明書の発行は、保険料の徴収率と連動して

いて、保険料の徴収率を引き上げるためのものと解釈するものですが、保険料の徴収率に

ついては県が各市町村の徴収率を把握した上で、徴収率が低い自治体には指導を強化する

ということもあるのでしょうか。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） 短期保険証・資格証明書の発行は、村の判断で行うのか、

あるいは県が発行するのかについてでございますけれども、先ほども申し上げました市町

村の主な役割の中に資格管理がありました。そこに、地域住民と身近な関係の中、資格の

管理、被保険者証等の発行ですけれども、と資格管理と示してあることから、短期保険

証・資格証明書の発行についても村の判断で行うと思われます。 

 保険税の徴収率につきましては、村が、県が定めた標準的な保険料算定方式等を参考に

実際の算定方式や保険料率を定め、保険料を賦課、徴収すると示されております。あくま

でも参考でございますけれども、県の標準設定のイメージとして３方式、これは所得割、

均等割、世帯割となっております。徴収率は、被保険者１万人未満は94％、１万人から５
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万人未満は92％と示されております。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 標準的な徴収率のイメージについての説明があったわけですが、

県が各市町村の徴収率目標を示すという資料も見ました。県が各市町村の徴収率目標を示

すということになった場合、仮に実際の徴収率が県の目標を下回った場合は、例えば交付

金を減額するなどの措置が考えられるのでしょうか。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） 県が示した徴収率目標に対して、実際の徴収率が下がっ

た場合につきましては、徴収率のペナルティ等の詳細までは示しておりませんし、交付金

等の調整も不透明ですので、どうかご理解いただきたいなと思っております。以上でござ

います。 

○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 四つ目に、保険料率の決定はどう変わるのか。最も関心があるの

は、保険料は上がるのか下がるのかについてです。村民の皆さんからは、国保の保険料が

高いとの声をよくお聞きします。村民の皆さんにとって無関心でいられない問題です。 

 厚生労働省の資料では、県が市町村ごとの分賦金を決定し、さらに標準保険料率を示す

こととなっています。この分賦金というのが、先に答弁の中で述べられた国保事業納付金

になるかと考えますが、最終的な保険料率の決定は、引き続き村が行うことと考えます。

保険料率算定の基礎となる必要な保険料収入総額の算定を村がするのか、あるいは県が決

定した市町村ごとの分賦金の額に基づき、分賦金総額に見合った保険料率を決定しなけれ

ばならないのかということになります。保険料率の算定はどうなるのでしょうか。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） 保険料率の決定はどうなるのかということでございます

けれども、保険料率の決定につきましては、先ほども申しましたとおり、県で示される市

町村ごとの標準保険料率等を参考とし、これまでと同様に、各市町村で決定するようにな

ります。算定の基礎となる保険料、収入総額の算定につきましては、そこまでの詳細はま

だ示されておりませんけれども、保険料率の決定と同様に考えております。 

 最も関心のある、保険料は上がるのか下がるのかについてですが、現時点で示されてい

ることは、どちらとも言えない状況でございます。が、国では国民健康保険に対して毎年

約3,400億円の財政支援をし、被保険者１人当たり１万円の財政改善効果を示しているこ

とから、市町村国保財政は、現在よりはよい方向へ改善されると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 市町村国保財政は、現在より幾分よい方向へ改善されると考えら

れるとのことですが、確かに本年度以降、財政支援面での拡充がされることになりました。
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日本総研調査部の資料によりますと、これまでの財政支援とあわせて、まず低所得者への

保険料軽減の対象が拡大されます。今回の対象者の拡大で、対象者数が約400万人ふえる

見込みとされています。さらに、保険料軽減による保険料収入減少を補填するため、その

一定割合を保険者に対して支援する保険者支援事業では、補助率が引き上げられます。そ

ういった点から見ますと、市町村国保の財政は改善されるということも考えられますが、

財政が改善されたといってそれで保険料は下がるのか。あるいは、県が各市町村の標準保

険料率を決定することによって、自治体によっては、現行よりも保険料が上がるところと

下がるところが出てくるということも考えられるわけです。 

 県が、各市町村の標準保険料率を設定するに当たっては、交付金同様、所得水準と医療

費水準が参考になるということも考えられるわけですが、県の平成23年の統計情報を見ま

すと、本村は国保被保険者１人当たりの医療費は県内５番目、住民１人当たりの住民税額

は９番目です。それらの数字が基準になるかどうかは確信がないわけですが、いずれにし

ても、平成30年以降、保険料が上がるということにならないことを望みます。 

 最後の質問です。 

 保険料の算定のもととなる保険料率については、現行では加入者の前年度の所得に応じ

て算定される所得割、加入者の資産に応じて算定される資産割、この二つを応能部分とい

います。所得や資産と関係なく、世帯の被保険者数に応じて算定される被保険者均等割、

つまり世帯人員１人につき幾らで何人分というもの、１世帯につき幾らと算定される世帯

別平等割、この均等割と平等割の二つを応益部分といいます。 

 平成30年度以降の保険料率の応能部分と応益部分の構成及び配分は、どのような傾向に

なるのでしょうか。わかりやすく言えば、所得割、資産割、均等割、平等割の４方式がそ

のまま残るのか。そして、四つの算定基礎のそれぞれの率及び金額について、変わるとす

ればどのような配分になるのか、わかればお聞かせください。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） 標準保険料率の構成、配分はどのような傾向になるのか

についてでございますけれども、県が設定する標準保険料率については、現時点では不透

明でございますが、先ほども申しましたとおり、保険料率の決定は市町村と示しているこ

とを受けまして、現行の４方式を維持し、応能・応益割合についても、国で示す50対50に

近づけ、国保税の平準化に努め、現行の保険料率が上がらないよう、前向きに検討をして

いきたいなと考えております。 

 また、保険料が上がらないようにするには、国保被保険者の医療費の動向が影響いたし

ます。そのため美浦村国保では、特定健診、人間ドック受診補助、後発医薬品への切りか

え等といった保健事業の充実を図り、医療費の削減に努めているところでもあります。住

民の皆様には、この保健事業に対しご協力をお願い申し上げまして、答弁とさせていただ

きます。以上です。 
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○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） これで、国保に関する質問を終わります。 

 通告書の２点目の質問に移ります。物産館の建設に関して、建設の是非、建設時期、建

設規模、扱う商品、美浦ブランド（売れる商品、集客に貢献する商品）の開発、物産館建

設プロジェクトチームの立ち上げ、全体構想についての７項目となっています。 

 近年、農業者や地元商工業者の所得向上、農産物の付加価値化、農山村における地産地

消と地域文化継承の拠点として、道の駅や物産館が地域の活力を呼び起こす活動として注

目されています。 

 これは、多様化する消費者ニーズの中で、地元農産物等に対する品質への信頼の高まり

や直接販売ダイレクトマーケティングにより流通コストを削減し、生産者と消費者の双方

の利益を拡大していこうとする世の中の潮流とも連動する成長産業として、今後さらなる

発展が期待されます。 

 しかしながら、ブームに流された安易な物産館等の開設や運営は、消費者の信頼を損な

い、地域間競合により淘汰される懸念もあります。各地における物産館や道の駅の成果と

課題に学ぶことによって、本村で計画されている物産館においても地域の活性化に大きく

貢献されるものと期待するものです。 

 まず、１番目の建設の是非、２番目の建設時期、３番目の建設規模については、今定例

会初日に開催された議会全員協議会の場で報告を受けていますが、改めて概略で結構です

ので、説明をお願いします。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） 岡沢議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目、物産館建設の是非についてでございますが、物産館の整備につきましては、第

６次美浦村総合計画及び平成24年３月策定の美浦村都市計画マスタープランに、交流拠点

整備の一つの事業として位置づけをされております。国道125号バイパスを主軸に、その

延伸にあわせ、交通結節点を生かした新しい交流拠点、産業拠点の整備を行うことは、地

域のみならず本村全体の活気を高めることが期待できるものと考えております。 

 こうした中、平成24年11月には第１回美浦村物産館建設委員会が開催され、これまで４

回にわたり、交流拠点施設、物産館の建設に向けて検討を続けてまいりました。また、平

成25年３月には、美浦村議会よりむらづくりに関する提言・要望が提出され、その中で物

産館の建設に向けた検討を進めることの提言をいただきました。 

 ここに来まして、国道125号バイパスの開通の見通し、あわせまして役場周辺地区及び

大谷地区の都市計画決定ができたことによりまして、建設に向けた前提条件は整ってきた

と考えております。執行部としましては、岡沢議員ご指摘の事項に留意しつつ、物産館を

含んだ交流施設の建設に向けて全力で取り組み、村の活性化につなげていきたいと考えて

おります。 
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 申しわけございません。３点ほどのご質問でございました。 

 ２点目のご質問でございます。２点目のご質問、建設の時期についてはということでご

ざいますけれども、交流拠点物産館の建設時期、これにつきましては、建設の場所、そし

て同時に進めております村民の日常の買い物の場としての民間商業施設の建設と密接な関

連がございます。 

 交流拠点施設、物産館の建設場所につきましては、さきの全員協議会でも説明をさせて

いただきましたとおり、交通の利便性、建設予定地の現況及び計画条件、法規制、周辺環

境の四つの観点から、役場周辺地区計画区域内、地域交流地区内に民間の商業施設と同一

敷地内に建設することとしております。民間の商業施設と併設することによりまして相乗

効果により集客力が高まること、利用者の利便性につながることが考えられます。また、

公共施設と民間の商業施設等一定の施設を１カ所に集中させることによりまして、周辺地

区への住宅建設の誘導につなげていきたいと考えております。 

 こうしたことから、まだ幾つかの未確定な要素はあるわけなんですけれども、オープン

の時期につきましては、国道125号バイパスの開通時期、また、併設予定の民間商業施設

のオープンと合わせまして、平成29年４月ということで予定をしまして事業を進めている

ところでございます。 

 ３点目、建設の規模でございますけれども、建設の規模につきましては、物産館整備基

本構想の策定検討の中で、導入機能の検討を行い、導入機能ごとに各課との協議を進めま

して、敷地面積や建築工事費等削減のため、必要最小限の面積を検討したところでござい

ます。 

 物産館整備基本構想でまとめました規模は、加工所を含めた直売所の面積が340平方メ

ートル、子育て支援施設が500平方メートル、交流・体験イベント施設が140平方メートル、

供用施設、廊下でありますとか階段、トイレ等でございますけれども、これが350平方メ

ートル、建築面積合計で1,330平方メートル、約400坪の建物を予定をしております。 

 投資額、建設事業費につきましては今後の検討課題となりますが、村の財政事情等も考

慮した中で事業費を極力抑える形で検討を進めることとしております。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） ただいまの答弁を受けまして、建設時期については、平成29年４

月というめどを出されておりますので、その平成29年４月を目標に建設されるという認識

をもって、これからの質問をさせていただきます。まず、扱う商品についてなんですが、

その物産館ではどのような商品を扱うとお考えでしょうか。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） 物産館で取り扱う商品でございますけれども、農産物、

それから村の特産品、それから加工品等を予定しております。美浦村産、そして茨城県産

の物を基本として取り扱う商品はそろえていきたいなということで考えております。 
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 具体的には、村内の商工業者、それと農業者、それと関係団体と協議を進めておりまし

て、ＪＡ茨城かすみ、それからＪＡ稲敷とともにですね、取り扱う商品のリストアップを

進めているところでございます。 

 今後、取りまとめができましたら、議会のほうにも報告をいたしまして、さらなるこう

いう商品も扱ったらいかがなのかというようなご意見もいただきながら、取り扱う商品は

決めていきたいと考えております。 

○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 取り扱う商品については、今後ＪＡ等と協議をしていくというこ

とでしたけれども、では、その商品について、いわゆる美浦ブランド、売れる商品、集客

に貢献する商品の開発についてお聞きします。 

 物産館事業については、顧客として地元住民と通勤や観光で本村を通過する村外の人が

対象となりますが、地元住民の村内での消費の拡大と、村外からの顧客を対象とした外貨

獲得が最大の目的と考えます。さらには、物産館が村民の交流拠点となることも期待され

ます。国の経常収支でいえば、外国との貿易収支、さらには観光収支の二つと同様に位置

づけて考えれば、単に物産館事業が黒字であればよいとは考えられません。 

 村内外の消費者の集客に向けた商品構成をどのように考えるのか、食べ物であれば、新

鮮で品質のよいもの、土産物であれば、ほかにない珍しいもの、そういったものをどう開

発していくのかお聞かせください。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） 物産館で取り扱う商品として、美浦のブランド化、そう

したものの開発の考え方でのご質問かと思います。 

 議員ご指摘のとおりですね、物産館事業については、村外からの顧客を対象とした外貨

獲得の目的と、あわせまして物産館が村民の交流の場、そして村外からの顧客のですね、

交流の場とし、地域の活性化につなげていくことが最大の目的であると考えております。

物産館の建設に当たっては、議員ご指摘のような、このような視点に立った商品の開発、

品ぞろえが大変重要であり、物産館事業を成功させる必須の条件と考えております。 

 村長が午前中の答弁の中でも触れましたとおり、美浦産品のブランド化、６次産業化に

ついての推進という施策が示されました。こうした考えに基づきまして、美浦村の特産品、

加工品の開発につきましては、関係機関、団体、ＪＡ、直売所、そして普及センター等と

調査、検討を進めるとともに、併設する子育て支援施設の利用者や消費者からのニーズを

踏まえ、魅力ある商品、品ぞろえができるように努めてまいりたいと考えております。 

 また、一方では、物産館の役割として、村外からの消費行動、外貨の獲得以外の目的と

して、村内農産品、商工業品のＰＲ、情報の発信、交流といったことも大きな役割と考え

ます。こうした目的もしっかりと果たせるような施設、そして運営を目指してまいりたい

と考えております。 
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 さらに、この物産館・交流施設につきましては、民間の商業施設とともに、役場周辺地

区計画の中核の施設としての役割を持ちます。この施設が魅力的な施設となり、周辺地区

への波及効果により地域の活性化につながるよう努めてまいりたいと考えております。 

○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 冒頭で答弁されたとおり、一応、物産館の開設時期は平成29年４

月というめどが示されています。それまでに売れるもの、顧客の集客に貢献するものを選

定し、産地の確立を進めていかなければならないということで、そういった面での検討は

スピードアップしていかないと、とてもとても成功する、集客に貢献する物産館となるか

は、若干疑問が生じますので、なるべくスピードアップして、これだったら物産館は胸を

張って開設できるという、そういった姿勢をとっていただきたいと思います。 

 次に、物産館建設プロジェクトチームの立ち上げをする考えはあるかということです。 

 店舗のデザイン、外観、間取りなど、よく建物は素朴で清潔であるのがよいと聞きます。

営業形態、毎日営業するのか。商品の仕入れ等、商品が売れ切れたら、その棚を空にする

のか、あるいは常に供給体制をとり、売れ残ったものは翌日も販売可能にするのか。売り

上げ目標に見合った生産者を確保できるのかなどなど、建設時期や場所が決定したからに

は、具体的な計画を練るプロジェクトチームを立ち上げるべきと考えます。計画を進める

に当たっては行政が主体となって進めるべきと考えますが、庁内に各課横断的なプロジェ

クトチームを編成する考えがあるかお聞きします。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） 物産館建設のためのプロジェクトチームの立ち上げとい

うご質問にお答えをいたします。 

 農産物そして特産物、加工品等の調査、それと管理運営ですね、これを含めた検討委員

会を立ち上げ、協議を進めているところでございます。ＪＡ茨城かすみ、ＪＡ稲敷の協力

を得まして、また、隣の市になりますけれども、ポケットファームどきどき牛久店、これ

の立ち上げや管理運営に携わっている方のご協力も得ながらですね、今申し上げたような

項目について現在協議を進めているところでございます。検討会につきましては、必要に

応じまして、現在の直売所の方々でありますとか、商工会等のご協力も仰ぐということで

考えをしております。庁内の検討組織につきましては、これまでも関係各課と協議検討し

ながら事業を進めております。さきに全員協議会の中で説明をさせていただきました交流

施設の基本的な四つの機能ですね、これを決める際にも、庁内全職員からのアイデアを募

集しまして、関係各課にとどまらず多くの職員の考え方を取り入れまして、きのうも決定

をしたところでございます。 

 こうしたようにですね、なるべく多くの方の意見を取り入れた形で物産館の建設、運営

については進めていきたいと考えております。それと、店舗のデザイン、それから営業の

形態、商品の仕入れ等、具体的な計画案については今後、最初に申し上げましたように、
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農協を中心としまして行政とともに、その検討を進めていくということでございます。 

 繰り返しになりますけれども、ＪＡ茨城かすみ、ＪＡ稲敷と立ち上げた運営検討委員会、

それと庁内関係各課、それから物産館建設委員会、これは言うまでもなくですね、議員の

皆様にも逐次ご報告をさせていただきまして、多くの方のご意見を取り入れながら検討を

進めてまいりたいと考えておりますので、ご支援、ご協力をお願いいたします。 

○議長（下村 宏君） 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 私が庁内に各課横断的なプロジェクトチームを立ち上げるべきだ

と申しましたのは、いわゆる検討委員会や協議会や、といったものですと、いろいろな意

見も出ますし、それぞれの立場もありますので、やはり具体的な計画づくりには行政が主

体となるべきだと考えた上で質問しました。 

 最後に、この物産館、以前は私は物産館という建物が、個別につくられるようなイメー

ジを持っていたわけですが、このたびの構想では、先ほども述べられましたように、子育

て支援交流拠点であるとか、あるいは隣接する商業施設等も含めて、物産館だけがひとり

立ちしているわけではありません。そういったことで、それらの施策も含めて村長がどの

ような構図を描いているのか、どのようなイメージを持っておられるのか、最後にお聞か

せください。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） それでは、岡沢議員のですね、物産館建設について。今、経済建

設部長のほうから、建設の是非から、それからプロジェクトチーム立ち上げの６点ほど答

弁をさせていただきました。いろいろな経緯を経て現在に至っているんですけれども、以

前は道の駅的な部分が、もう何年も前に立ち上げをしようかとかね、そういう話がありま

したけれども、なかなかそれについてはここの国道125号バイパスの整備、今回の物産館

についても国道125号バイパスの開通が必須であります。なかなか道路ができないと、以

前、県のほうに５、６年前に申請をちょっとお願いしますという話をしに行ったら、美浦

村さん、道路がないのにつくるんですかと、逆に県のほうから言われてしまいました。 

 そういうこともあって、今回、今、経済建設部長のほうから29年の４月にはということ

で、ある程度の決意をもってですね、この時期を選んだということは、実際県のほうとも

詰めてきて、地区計画もほぼことしの５月１日に告示をさせていただいたという経緯もあ

りますので、これについてはもう後戻りできない。後戻りできないということはどういう

ことなのかということは、もう間違いなくそこに向かって事業を進めるんですということ

の思いを持ってですね、実はこの前、道路の開通をできるだけ時期内に進めてくださいと

いうことで、私と下村議長、そして経済建設部長、そして地元の県会議員も一緒に行って

もらって、現職の細谷議長、山岡副議長に要請書を出してきました。 

 もう一つ、県知事にという部分があったんですが、竜ケ崎工事事務所の関係で土木部長

にとどめてくださいということで、そこまでは一応、もう話を通してきました。しかし、
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なかなか県のほうも難しい問題ということもあって、努力はします、という中なんですが、

もう土木事務所関連の市町村の要請じゃなく、単独、美浦村の要請ですよという部分を強

く受けとめてほしいという部分を申し上げてきましたので、その進捗状況については、今

までとは違ったスピード感を持ってやっていただけるものというふうに私らは見ておりま

す。 

 そういう意味でも今回の物産館、よその市町村では行われていない独自のものではなく、

民間の商業施設と一緒に立地をするということは、県内どこを探してもなかなかないです。

そこでただの物産館だけだと、なかなか魅力的なものも薄れてしまうということで、先ほ

どから経済建設部長も答弁させていただきました子育て支援施設、それにコミュニティ施

設、それから情報発信の部分も含めて、また、高齢者の１人でも来れる、そういう地域で

サロンが開設してあるところは、その地域でお年寄りも集まれるんですが、なかなかそう

いう施設がない場合は、物産館の施設の中に集まれる、集うことができるような施設を開

設して、ぜひ村民が１人でも集まれるという部分はつくっていきたい。これはなかなか、

よその自治体でも物産館と併用してやっているようなところはないので、その辺は構想と

しては、よそとの違いを鮮明にしていきたい。 

 岡沢議員おっしゃるようにですね、よその道の駅とか物産館をよく視察して、よく学ん

で、それにないような美浦村独自のものを、少し研究してはどうか。それは中に展示、並

べる商品も同じことなんですが、商品以外のものもひとつ魅力あるものとして捉えていた

だけるような構想にしていきたい。ぜひ、途中で経過の説明はまたさせていただきますけ

れども、議員各位のいろいろな視察研修した成果もこれに反映できるよう、ひとつ提案、

また指示をしていただければ、いいものができるというふうに思っておりますので、ご協

力、ご支援のほどをよろしくお願いをいたします。 

○議長（下村 宏君） 以上で、岡沢 清君の一般質問を終了いたします。 

 ここで、会議の途中でありますが、暫時休憩といたします。 

 ２時10分に再開をいたします。よろしくお願いします。 

午後１時５７分休憩 

                                         

午後２時１０分開議 

○議長（下村 宏君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次に、塚本光司君の一問一答方式による一般質問を許します。 

 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） １番議員、塚本でございます。通告書に従いましてお尋ねいたし

ます。 

 平成24年度の空き家調査以降、数度の調査を重ねてまいりましたが、現在30件ほどの空

き家バンク登録数があるようでございます。昨年の12月定例会において、同僚議員からの
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質問におきまして、その一般質問答弁においてですね、正確な数字として、空き家バンク

登録30件、契約件数が10件、うち売買が４件に賃貸が６件とのことでした。 

 さて、それでは、昨年末から約半年近くがたったわけでございまして、現在に至ってい

ます。既に何かアクションは、それ以降行ったのか。例えばダイレクトメール、もしくは

ホームページの更新であるとか、その他具体例がありましたならばお示しいただきたいと

思います。 

 そして、空き家の所有者からそれに対して何らかのリアクションはあったでしょうか、

まずこの点についてお伺いしたいと思います。 

○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 

○総務部長（岡田 守君） それでは、塚本議員の質問についてお答えを申し上げます。 

 美浦村空き家バンク事業につきましては、利用者の方から大変ご好評をいただいており

まして、先ほど塚本議員がおっしゃいましたように、これまでに空き家バンクへの登録は

30件ございまして、そのうち18件が契約まで至っておりまして、そのうち売買での契約件

数が10件、賃貸での契約件数が８件となっており、昨年末からの契約数を見てみますと、

売買の契約が１件、賃貸での契約が１件となってございまして、現在登録の準備を進めて

いる物件が５件あるといった状況となってございます。 

 昨年末から現在までに至る村からのアクションとのことでございますが、空き家バンク

パンフレットの公共施設や江戸崎ショッピングセンター内のまちかど情報センターへの設

置を実施をさせていただいております。しかし、昨年末から現在まではですね、こちらか

ら空き家所有者に対してダイレクトメール等の送付などはしてございません。空き家所有

者からのリアクションということでございますが、窓口や電話での問い合わせ件数につき

ましては、最近では月に４、５件程度といった状況となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） 先ほどの、きょうの答弁ではですね、契約件数的には18件で、こ

の約半年たたないところでプラス８件ほど伸びているのかなと確認したところです。また、

現在登録準備を進めている物件としては、５件あるということでいいわけですよね。 

 この事業がスタートしたのが、平成25年の４月からということですので、丸々２年過ぎ

たというところなんですが、昨年暮れの定例会、12月のときに、約30件だったものが、そ

こからプラス５件準備を進めておるというところですので、約２年でトータルで35件の登

録になるであろうかなと。 

 この登録件数が多いのか少ないかというのは別としましても、一歩一歩着実に登録・契

約件数ともどもふえてきているなというのが実感でして、実際に努力されてきた姿が見て

とれるというところです。 

 しかしながら、先ほどに戻りますが、昨年12月定例会答弁では、ここが重要なんですけ
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れども、再度村内の空き家調査、それと空き家登録ができるかの仕分け、ダイレクトメー

ル等での連絡を考えているというようなお答えをしているわけです。 

 年度が年明けであったり、年度切りかえの時期でもありましたので、先ほどのそういっ

たダイレクトメール等々の連絡を考えているというのが、いつごろだというふうにそのと

きはお答えになっておりませんけれども、年度切りかわり等々で厳しいところはあると思

いますが、この先の手順なり、このように考えているというところがあれば、具体的に、

本当だとできれば、いつごろ、何を、どんなふうにする、いつまでにする、というような

答えがほしいんですが、なかなかそこまでもいかないでしょうから、繰り返すようですが、

手順としていつごろまでにこういうことをやって、どんなふうにしていくという方向的な

ものをお答えいただければありがたいです。 

○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 

○総務部長（岡田 守君） それでは、ただいまの質問にお答えを申し上げます。 

 今後、村内の空き家につきましてはですね、空き家対策特別措置法との関係もございま

すので、生活環境課との連携を図って、現地での再調査に加えて、権利関係につきまして

も、前回よりも詳細に調査の上、空き家バンクへの登録ができる物件があるかどうか仕分

けを行って、空き家所有者に対してダイレクトメール等で連絡をとりながら、空き家バン

クへの登録をしていただけるよう進めてまいりたいと考えてございます。 

 また、今後は固定資産税通知に、空き家バンク制度のチラシ等もですね、同封できない

かどうか検討をしていきたいと考えてございます。 

 さらに、村内の茨城県宅地建物取引業協会会員の方々よりですね、要望がございまして、

空き家バンクに加えて空き地のほう、空き地バンクにつきましてもですね、事業を進めて

くれないかというご要望がございます。この空き地バンクにつきましても、現在検討を進

めているところでございます。 

 とりわけまずは現地調査を進めなくては仕事が始まってまいりませんので、10月までを

目途に、利活用につきましての空き家の現地調査を進めていきたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） ありがとうございます。実際に具体的な日付的なものとしては10

月ごろを目途に調査等々も含めながら、仕分け等々の部分も進めていくという答弁でござ

いました。その辺は期待して、迅速に進めていただきたいと思います。 

 それでは、事業がスタートをしました25年４月ですね、約２年がたったわけですが、そ

れ以前の過去の空き家調査、そして、これまで数度、空き家調査については行っているよ

うでございますが、実際に何軒の空き家を把握されておるのか、その辺をお伺いしたいと

思います。 

 それとあわせてですね、直近の平成26年２月に空き家調査をされた後、ダイレクトメー
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ルを送っておると思います。その送られたダイレクトメールの件数というのは、実際何件

ほど送られたのか。送られた数イコール実際に空き家バンクへ登録可能な物件なのであろ

うというふうに思うわけなんですが、全て空き家に送れるということでは多分ないと思う

ので、実際にダイレクトメールは何件ぐらい送られたのか、その辺をちょっとお聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 

○総務部長（岡田 守君） ただいまの質問にお答え申し上げます。現在のところですね、

空き家の数を把握しているのは、平成24年度に実施をいたしました安中地区の36件、そし

て25年度に実施をいたしました大谷・木原地区の153件の合計いたしまして189件でござい

ます。 

 この中には、調査後空き家バンクで契約に至ったものや、不動産屋さんが間に入って契

約に至った物件もございますし、調査年度も経過しておりますので、当然、現在は空き家

の数も増加しているものと思われます。平成26年２月にこの189件について、抵当権また

はその他の債権等を確認をいたしまして、権利関係で特に問題のないような空き家所有者

50人に対しましてダイレクトメールを送らせていただきました。その中には、空き家バン

クのパンフレットと申請書を同封いたしまして、空き家バンクへの登録を促したといった

ところでございます。 

 そのダイレクトメールを受け取った空き家所有者からはですね、６人の方より空き家バ

ンク登録の申請がございました。現在この６件のうち１件がですね、売買契約のほうに至

っているといったような状況でございます。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） ありがとうございます。 

 189件の調査によって上がってきた空き家のうち、実際に50件ほどの方に送られた、実

際に空き家バンクとして通るであろうというようなところへ送ったということでございま

すが、このダイレクトメールにおいて反応がなかった空き家の要するに所有者の方、その

方に対して確か50件のうち６件が返ってきて、１件が売買契約が成立したということでし

たけれども、多分６件が返ってきたということですか、ダイレクトメールに対するリアク

ション。そうすると50件のうち、そのほか44件ですか、ここはリアクションとして何もな

かったということで、この40数件の方、連絡方法というのはこの方とはとれないと申しま

しょうか、連絡手段というのはないんでしょうか。 

 その件と、仮にＤＭダイレクトメールの送付しっぱなしだけだとすると、先ほどに戻り

ますが、連絡はとれないんですよと、送るだけしかできないんですよ、となると、これは

いたし方ない部分もあるのかなと思うんですが、何か連絡手段があればということと、ま

た、ＰＲの面においてホームページに関してですね、こちらの更新等々は新規の物件が上

がってきたときのみ更新ということになるんでしょうね。今ホームページを数日前に見た
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ら、去年の９月６日だったか何かそのころのままになっていたようでございました。お答

えください。 

○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 

○総務部長（岡田 守君） ただいま塚本議員ご質問のダイレクトメールで反応のなかっ

た方々についてということでございますけれども、前回実施をさせていただいたのは、ダ

イレクトメールのみの実施ということでございます。この権利者につきましては、登記簿、

また納税管理者等の調査でですね、その調査を進めてきておりますが、住所、氏名のデー

タまでしか調査ができません。それ以上の調査ができないといったところで、ＰＲの手段

が見つからなかったといったところで、こういう状況でございました。 

 ただ、50通ですね、ダイレクトメールを送らせていただいたんですけれども、こちらに

返ってきている通知はなかったものですから、必ず届いているといったことでは考えてご

ざいます。 

 あくまでもこれはその本人の意思ということでございますので、そういう形でこちらと

してはそのダイレクトメールのみの調査という形でやらせていただいたといったところで

ございます。 

 また、現在はデータが大分古くなってきております。空き家バンクを介さずにですね、

直接不動産会社を通して契約に至った物件もございます。そういうことで、また、こちら

から再度今までのデータで送りますと、もう売れてしまっているという物件に対しても通

知が行ってしまうといったこともございますので、再度悉皆調査を実施する必要があると

考えてございます。 

 今後は先ほども申しましたけれども、固定資産税納税通知にですね、空き家バンク、空

き地バンク制度のチラシ等もですね、同封できないか等を検討しまして、広く制度につな

げてですね、ＰＲを図っていきたいと考えております。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） ありがとうございます。50件のダイレクトメールにおいては、特

に返ってきた、戻ってきたところがないというので、その所有者の方には渡っているとい

うことでいいということですね。また、直接それによって不動産等々の業者の方との形で

の契約が行っている部分もあるであろうということですね。 

 これからも登録、また契約件数がふえ、また、それが村外からの方ならなおのこと、あ

りがたいなというのも踏まえて期待してまいりたいと思います。 

 空き家が最近どんどんふえている部分もあるとは思うんですが、極力ゼロに近づくこと、

それに対しては我々も何らかのバックアップを惜しまない考えでおりますので、ひとつ頑

張ってお仕事をしてもらいたいと思います。 

 それと、先ほどですね、近隣の町で空き地バンクですか、これについて、ネット等で若

干見ている部分もあるんですが、簡単で結構です、近隣のところの、こんな具合ですよと
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いうのを簡単に短く説明していただけます。 

○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 

○総務部長（岡田 守君） 塚本議員のバックアップをしていただけるというありがたい

お言葉、本当にありがとうございます。 

 空き地バンクなんですけれども、空き地バンクも空き家バンク同様ですね、空き地の有

効活用を通して、定住促進による地域活性化を目指すものでございます。空き家バンクと

同様にですね、宅建協会と協定を結んで事業を展開している市町村もございます。 

 村には、空き地の所有者から、村で利用してくれないか、使わない土地なので寄附した

い、などの問い合わせがございます。この際に道路拡張の計画や将来の土地利用計画を考

慮いたしまして、利用取得を決定をするわけですが、実際に取得するものはそう多くはご

ざいません。 

 空き地バンクは、そのような土地をですね、利用したい人に情報を提供して活用してい

こうとするものでございます。空き家と違い、家を建てて住むということになりますと、

市街化調整区域の場合は制限がございます。全ての方が建てられるわけではございません

が、その土地の開発許可等の状況、建築主の状況により、建築できる場合がございます。

また、その土地の近隣に住んでいる方であれば、宅地とは限らず他の利用の方法もあると

思われます。さらに空き地の活用が進めば、草刈り等により環境美化につながっていくこ

とが考えられます。今後さらに実施に向けてですね、検討をしてまいりたいと思います。

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（下村 宏君） 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） ありがとうございます。今、市街化調整区域という言葉が出てま

いりました。美浦村だと、ほとんどが市街化調整区域指定されているところがあるので、

この近隣の町村のあれが美浦村にまたあって、使えるものなのかどうかというのは、ちょ

っと詳しく私も勉強していきたいと思いますが、なるべくそれを取り入れながら美浦村で

も使えるような地区があるのであれば、ぜひとも人口をふやすのも含めて、十分に勉強し

てこれを活用していただければなと要望しておきたいと思います。 

 それでは、次の質問で、次に空き家バンクと空き家対策特別措置法との関連性について

ということなんですが、空き家バンク登録の質問と重複する部分が若干というかございま

す。空き家バンクの事業と空き家対策特別措置法とは全く、実際には別のものであるわけ

なんですが、特にこれが関連性を問うという質問ではございませんで、しかしながらも、

この空き家対策特別措置法が施行され、各自治体が空き家に対する監視力が強化されたこ

とにより、これまで数年も空き家状態であった、もしくは全く無関心であった空き家の所

有者の方も、これまでのように、俗に言うほったらかしですね、空き家をね。ほったらか

しではいられなくなるでしょうし、住める状態のうちに何とかしたいと皆さん考えるのじ

ゃないかなというのは、私以外の皆様も思うところだと思います。 
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 そこで、先ほどの空き家バンク登録の進捗状況の質問でも、空き家の仕分けが文言で出

てきましたね。これまでの空き家調査において、特定空き家と認められる、または明らか

に撤去物件であるよというような、そういったところも多分把握されている部分があると

思います。また、十分にですね、これは住める物件だよというような空き家も執行部サイ

ドでは把握されているんだろうなというふうに私は考えております。 

 さすればまずですね、空き家バンク登録がそれによってふえるのではないかということ

と、買い手借り手が住居敷地等を管理するということは、環境美化の保全にも努めまして、

これは一石二鳥であろうと考えるわけです。誰もがそう考えているであろうと思っている

んですけれども、執行部としては、その辺はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（下村 宏君） 総務部長岡田 守君。 

○総務部長（岡田 守君） ただいまのご質問で、空き家対策特別措置法が施行されます

と、現在は使っておりませんけれども、売れるうちに売買してしまおう。貸せるうちに賃

貸してしまおうという方がふえてくる可能性はあると思われます。200平方メートル以下

の宅地面積であれば、固定資産税課税標準の特例により６分の１に軽減され、実質、課税

されていないといったような状況だったわけですが、空き家対策特別措置法のですね、特

定空き家に認定されますと、その特例が撤廃をされるわけです。 

 本村の場合、固定資産税評価額が都市部と比べ低いためですね、小規模住宅用地の特例

が撤廃されれば、１万円前後の固定資産税が賦課されると思われます。この措置法を広く

周知することでですね、空き家について認識を新たにしていただき、利活用が一層促進さ

れることを期待をするものでございます。 

 また、空き家をですね、倉庫がわりに利用している方もいて、そのこともですね、空き

家バンク登録者が増加しない要因として挙げられるわけですが、空き家の売買や賃貸によ

り定住化が進めば、管理の面等から環境美化保全にもつながっていくことも考えられるわ

けです。 

 空き家バンク制度につきましては、村が借り手と貸し手の仲介役となり、信頼性の向上

を図ることで契約につなげていくというものでございます。この事業をスタートさせた平

成25年４月当初はですね、まだ手がけている市町村はほとんどなく、インパクトもあった

わけですけれども、現在ではほとんどの市町村がスタートさせていることもございまして、

反響も少しずつ減少しているように感じているところでございます。 

 空き家バンク制度につきまして、空き家所有者や空き家利用者がもっと活用しやすくな

る制度になるよう、また、ＰＲの方法につきましても、空き地バンク制度の推進とともに

引き続き検討をしてまいりたいと考えてございます。 

 また、地方創生戦略とともに空き家の利活用につきましては、全国の市町村が一様に取

り組むこととなるわけです。そのために新しいアイデアを盛り込み、定住化促進のための

特化したアイテムとなるよう取り組んでまいりたいと考えております。以上でございます。 
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○議長（下村 宏君） 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） ありがとうございます。 

 特定空き家に指定されても、固定資産税は１万円程度上がるのみなんですか。なるほど、

本当にすごいかかるので、みんな慌ててというようなちょっと期待していたんですが、そ

れはおきまして、これから空き家対策特措法も絡めて、仕分け部分の精査に十分に取り組

んでいただき、空き家バンク登録等にですね、十二分に努めていただければなと思います。 

 最後に３点目としまして、空き家対策特措法に該当するような物件建物については、何

件くらい把握しておるのかお伺いします。私の質問は、特措法に関しては、後ほど同僚議

員がもっと詳しくやるようでございますので、私は、空き家バンクと特措法ができたこと

によって、ひょっとすると、これは大変だと思った人が、バンクのほうへというようなの

を実は期待して、その意味での関連性でございました。 

 とりあえず件数だけお示しいただければと思います。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） 塚本議員ご質問の、空家等対策の推進に関する特別措置

法という法律がことし制定をされました。いわゆる空き家特措法といわれるものなんです

けれども、これに該当するような、空き家の中でも特に荒れてしまっているような空き家

が何件ぐらいあるんだというご質問でございますけれども、まず空き家の調査なんですけ

れども、これはさきの総務部長が答弁しましたように、24、25、26と３年間にわたって調

査をして、全部で189件を把握しているということでございます。 

 それでこの調査なんですけれども、この調査は空き家バンクという視点で、主に空き家

の中でもその空き家をどんなふうに利活用しようかという視点でその調査をしました。調

査の時点では、確かにこの特措法に該当するような、もう荒れてしまった空き家もチラホ

ラ見受けられるというような状況でございましたけれども、調査の目的が利活用というこ

とで考えておりましたので、その当時、きちっとしたそういう特措法に該当するような空

き家が何件という視点もございませんでしたので、全部で今度の特措法に該当するような、

いわゆる荒れてしまったひどい空き家が何件あるかというのは、村のほうでは今、現状の

きちっとした数字は捉えておりません。 

 ただ、現状としましては、日々ですね、生活環境課のほうにそういった荒れてしまった

空き家で、近隣の方が困っているような状況の空き家については、生活環境課のほうに

日々、苦情といいますか相談がございます。そうした中で日々対応しているということで

ございます。 

 具体的な対応としましては、そうした空き家の所有者の方の住所を特定しまして、適正

な管理をされるようにというようなことで個別に通知を出しているというようなことでご

ざいます。 

 この後ですね、林議員のほうから特定空家に関するご質問が予定をされておりますので、
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その中でですね、具体的なそういう特定空家といわれるようなものに対する村のほうの対

応については、またその折にご回答をさせていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

○議長（下村 宏君） 塚本光司君。 

○１番（塚本光司君） ありがとうございました。 

 実際にこの特措法絡みに関しては、過去の利活用できる空き家物件に関しての調査がメ

インだったということですので、この特措法に関して去年後半11月から先月にかけて公布、

施行されましたけれども、実際に生活環境課への直接の苦情が来た分に対しての対応はさ

れているということだというふうに受け取りました。私はこの特措法に関しての特別なあ

れは、後ほど大先輩議員のほうから質問があると思いますので。 

 最後になりますけれども、空家等対策の推進に関する特別措置法や関連の規程等も、昨

年末から先月にかけ公布、施行されております。美浦村もですね、先ほど総務部長からも

ありました10月ぐらいまでには再度空き家の調査をということでございましたので、そこ

で実際にもっとこういった特定空き家であったりとか、利活用を十分できるんだよという

ようなところが、もっと仕分けが精査されてくるのかなと考えておりますので、その辺も

ですね、他の自治体におくれることなく、先駆け迅速に対応していただければなと思いま

す。 

 これで私の質問は終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（下村 宏君） 以上で、塚本光司君の一般質問を終了いたします。 

 次に、林 昌子君の一問一答方式での一般質問を許します。 

 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） それでは、通告に従いまして、２点の質問をさせていただきます。

ただいまの同僚議員の質問内容の続きという形でお話を伺えればよろしいのかなと認識し

ております。空家等及び特定空家等に対する措置について質問をさせていただきます。 

 平成26年の11月27日に空家等対策の推進に関する特別措置法が公布をされました。特別

措置法の概要を見ますと、全国的に適切な管理が行われていない空家等がふえており、防

災、衛生、景観等の地域住民の生活環境面で多くの問題が起きている現状を打開するため

に定められた法律であると伺います。 

 内容といたしましては、空家等に所有者または管理者が適切な管理について第一義的責

任を有することを前提としつつ、状況把握可能な立場にある市町村が空家等に関する対策

の実施主体として位置づけられております。特に、特定空家等について市町村長が所有者

に対して講ずることができる措置が規定されており、今まで踏み込めなかったところまで

強制力のある法律であります。 

 美浦村においても昨年４月に美浦村環境美化条例が制定をされておりますので、本年、

空家等に対する法律の制定はとてもタイムリーであると考えられます。そこでまず１点目
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といたしまして、空家等と特定空家等、それぞれの法に定義をされている解釈をお尋ねを

いたします。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） 林議員のご質問にお答えいたします。 

 まず最初に、空家等と特定空家等、それぞれ法律に定義をされております。その法律に

定義をされております解釈について申し上げます。 

 空家等対策の推進に関する特別措置法、以下「特措法」と申し上げます。第２条第１項

により、空家等とは、建築物又はこれに附属する工作物であって居住その他の使用がなさ

れていないことが常態であるもの及びその敷地をいいます、ということで、空家は定義を

されております。 

 また、特措法の第２条第２項で、特定空家等とは、ということで、次の四つのいずれか

の状態にあるものをいいますということで定義をされております。 

 １点目が、倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態、２点目、著しく衛生上有

害となるおそれのある状態、３点目、適切な管理が行われないことにより著しく景観を損

なっている状態、４点目、その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適

切である状態、以上４点のうちいずれかに該当するものを、特定空家等として定義をされ

ております。 

 さらに、特定空家等の解釈においては、特措法の第14条第14項によりまして、国土交通

大臣及び総務大臣が定める指針、ガイドラインですね。これで次のようなことが例示をさ

れております。さらに、具体的にですね、特定空家等はこういうものですよということで

例示がされております。 

 先ほど申したことの繰り返しになりますけれど、１点目の建築物が著しく保安上危険と

なるおそれとはということなんですけれども、建築物の著しい傾斜や建物の構造耐力上主

要な部分が損傷している等で、建物が倒壊するおそれのある場合や、屋根・外壁等が脱落

飛散するおそれのある場合、また、擁壁が老朽化して危険となるおそれがあるもの、こう

いうものも建築物が著しく保安上危険であるということですね。 

 それから２点目なんですけれども、著しく衛生上有害となるおそれのある状態とはどう

いうことかといいますと、吹きつけの石綿、これが飛散して曝露するような可能性が高い

状態であったり、浄化槽、これの放置、破損等による汚物の流出、臭気が発生があり、地

域住民の日常生活に支障を及ぼしている等の建築物または設備等の破損等が原因となって

いるもの、また、ごみの放置、不法投棄が原因で、臭気が発生したり害虫が発生して、地

域住民の日常生活に影響が及んでいるもの、これが著しく衛生上有害ということでの特定

空家等ということです。 

 それから３点目なんですけれども、適切な管理が行われていないことにより著しく景観

を損なっている状態、これは具体的にどういうものかといいますと、景観計画が策定され
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ている場合の違反状態や地域で定められたルールに違反している場合、また、屋根・外壁

等への落書きや多数の窓ガラスが割れた状態での放置、立ち木等で建物全体が覆われてい

る状態、こういうものを適切な管理が行われていないということで例示をしております。 

 ４点目でございます。その他周辺の生活環境保全を図るために放置することが不適切で

ある状態、どういうことかといいますと、立ち木が近隣道路にはみ出しているもの、動物

の糞尿の放置、シロアリの大量発生、門扉の未施錠によることによって容易に侵入できる

状態等、これがその他周辺の生活環境保全を図るために放置することが不適切な状況にあ

るというものとして例示がされているものでございます。以上、申し上げたとおりですね、

特定空家等につきましては、かなり詳細にこんなものが特定空家等に該当しますよという

ことで、ガイドラインの中に詳細に例示されております。 

 村としましては、先ほど申し上げました調査のほうが特定空家等に対する調査が行われ

ておりません。この後、調査が必要になってまいります。そうした中で、きちっとした調

査をしまして、データベース化して、それぞれの空家に対する、使えるものは使って利活

用していく、特定空家については、特措法に基づく指導をしていくということになってま

いります。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） とても細かく定義をされている前代未聞な、法律といたしまして

はとてもこんな細かく定めている法律は今まで見たことがございませんけれども、それだ

け微に入り細に入り定義を定めていただいているということは、いかに国としても厳しい

現状を把握されているかということがうかがわれました。内容、了解いたしました。 

 今まで空家といいますと、一般的に建物のみを意識しておりましたけれども、この法律

においては、建物及び敷地内ということで定義が広がっております。特措法の定義では、

庭木の樹木も含めた敷地内全部を指すということが、今の説明で理解をいたしました。 

 また、特定空家等というのは、さらに倒壊等のおそれや危険性があるということ、また、

衛生上有害という点と、著しく景観を損なうなどと定めておりますけれども、このような

物件に隣接している住民が今現在美浦村にもいらっしゃるというのが現状でございます。

その点を頭に入れた上で今後の質問をさせていただきたいと思っておりますが、次に予定

をしておりました空家等と特定空家等の現状を伺う予定でございましたが、ただいまの経

済建設部長の答弁でもありましたように、先ほどの同僚議員のところで答弁がなされてお

りましたので、その点は了解をいたしました。 

 その答弁の中での部分を押さえて再質問をさせていただくわけですけれども、これから

調査ということでした。また、現状では住民からの個々の苦情に対して、生活環境課が

個々に対応している現状と先ほどの答弁でございました。その部分もですね、現在、生活

環境課が個々に対応している空家に対する苦情件数と内容、またその実際に対処した実績

があれば、教えていただきたいと思います。 
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○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） お答えいたします。現在ですね、生活環境課のほうに寄

せられている相談、苦情でございますけれども、昨年度ですね、平成26年度の数字で申し

上げますと、26年度は13件のご相談がありました。その中でですね、家屋のですね、一部

損壊等特定空家等に該当するのではないだろうかと思われるような案件が13件のうち12件、

該当しております。 

 本年度平成27年度につきましては、５月までの２カ月で３件。この３件については全て

特定空家等に該当するであろうと思われるようなご相談でございました。これらの苦情の

相談の対処としましては、先ほども申し上げたんですけれども、その所有者の方を調査を

いたしまして、所有者の方のほうに適正な管理をしてくださいというお願いの通知を出し

ているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） 昨年度の苦情13件、本年度３件ということで結構ございますね。

それがまた、空家等に対するこの法律に該当するような案件であるということで、そうい

う意味では美浦村の中でも結構厳しい、放置された空家・空地等が多いということが、今

の答弁でうかがわれるわけです。 

 また、その案件に対して対応する、意外と地権者の方が、通知は行っても野放しという

か返事が返ってこないとか、あとは、繁茂している樹木があっても何もしないというとこ

ろで、肝を冷やしているような担当課の日ごろのご苦労が多いのではないかとお察しをさ

せていただきます。 

 また、引き続きですね、これから調査ということでございますが、調査している間にも

いろいろな相談事が多々連絡等、ましてやこれは法律が制定されたということであれば、

住民も意識をして、いろいろな意味で皆さんが抑止力になって、通報というか電話をいた

だくこともふえてくるのではないかと想定をされます。そういう意味では、担当課の方に

は大変ご苦労も多いかと思いますけれども、住民の立場に立ちまして細やかな対応をこれ

からもお願いしたいというふうに思うわけでございます。 

 次にですね、特定空家等の措置法の規定を適用した場合の効果として、どのようなこと

が考えられるかお尋ねをさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） 特定空家等にですね、その規定をですね、適用した場合

の効果ということでございますけれども、特定空家等として認定をするためには、特措法

のですね、第７条に協議会を設置しまして、その協議会で特定空家等ですよということで

の認定が必要になってまいります。認定された特定空家等に対しましては、特措法の第14

条によりまして、助言、指導、勧告、命令というものが可能になってまいります。さらに
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この命令にも従わないような所有者に対しましては、代執行ということで行政がかわって

取り壊すと、除去するということも可能な法律になっております。 

 また、税法のほうでですね、先ほど総務部長が固定資産税の話をしましたけれども、そ

の特定空家等に認定をされることによりまして、今まで６分の１であった固定資産税がそ

の６分の１の特例が外されて、いわゆる100％の課税になると。１万円ぐらいの課税にな

るでしょうというような総務部長の答弁でありましたけれども、そういうことで税制面で

の優遇が外れますので、そうならないように、特定空家等にならないようにですね、適正

な管理をしていこうという所有者の意識が生まれてくるのではないかということを期待い

たします。 

 そういうことをＰＲして、利活用するなり、あるいは適正な管理をしていただいて特定

空家等として指定を受けないよう管理をしていただくというようなことを村のほうでＰＲ

をしていくことが必要なのかなということで考えております。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） この法令を制定したことによって所有者の方の意識が変わってく

るのではないかということが期待されるということでございましたけれども、今とても、

説明されました助言、指導、勧告及び命令とさらりと言われておりましたけれども、具体

的に私なりに解釈を申し述べさせていただきますと、特定空家等の所有者に対して、壊れ

て飛んできてしまうような、台風とかあったときに、いろいろな物が、壊れているものが

飛んできます。そういう危険物の除去や安全のための修繕、さらに立ち木や竹等などの伐

採を行ったり、生活環境の保全に必要な措置をとるように助言、指導をして、それでも応

じない人には、勧告や命令ができるというような流れではないかと推察をいたします。ま

た、さらに命令をしても履行しないときは行政が代執行できるという、とても強気の法律

であると認識されております。 

 それでは次に、特定空家等に対する措置や勧告の手順をお伺いさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） 特定空家等に関する措置や勧告の手順でございますけれ

ども、これもですね、先ほど特措法の第14条に、措置の手順について規定をされていると

いうことを申し上げました。 

 また、ガイドラインの第３章にですね、細かく規定がされております。これまた細かく

説明していきますと長くなりますので、概略を申し上げますと、適切な管理が行われてい

ない空家等の所有者等の事情の把握に努めるということがまず最初でございます。 

 特定空家等に対する措置の事前準備として、立ち入り調査、特定空家等に関する権利者

との調整、所有者等への助言、指導、それから所有者等への勧告、命令ということで、こ

れは質問と繰り返しになってしまいますけれども、そういう手順で進んでまいります。そ

れで命令に従っていただけないという場合には、代執行へ進んでまいります。 
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 また、この勧告については書面で行うことやですね、命令については事前の通知が必要

であるということ等も細かく決まっておりまして、代執行を行う手続、要件、そして代執

行を行った場合の費用の徴収についても、その中で細かく規定がされているということで

ございます。 

 村としましては、このガイドラインに沿った形でですね、きちっと措置を進めてまいり

たいということで考えております。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） ただいま経済建設部長に説明をいただいた部分、実は私が参考資

料として、質問１－４の質問を提示させていただいておりますが、特定空家等に対する代

執行までの流れをかいつまんで８項目に分けて提示をさせていただきましたが、今ご説明

いただきましたので、その分は割愛をさせていただきたいと思います。 

 それで、ただ、その中でとても大事なことがございました。本来であれば、本当に危機

的状況で早急に対応していただきたいと地元住民は思うような状況があった場合なんです

けれども、本当は村独自で定めているものであれば、強制執行を即できるんですけれども，

この法律においては、慎重な手続を踏むことが定義をされています。 

 ということは、勧告とか命令の部分で勝手に所有者の方が知らないうちに代執行してし

まうとか、強制的にやってしまうとか、そういうことは歯どめをかけていますね。必ずど

んなに急いだとしても、勧告も必ず書面、また命令も事前通知が必ず必要で、所有者の人

が認識している段階できちっと代執行するというところが定義をされておりますので、こ

こがちょっと矛盾を感じる部分でもございますが、でも、それによって法的に、例えば裁

判になったときにでもきちっとその法のもとに美浦村としては実施しているんだよという

一つの案件になろうかと思いますので、本当に要望と現実の矛盾を感じますけれども、何

とかこの手続は必ず踏むということもきちっと周知をしていただけたらよろしいのではな

いかと思っております。 

 また、費用の徴収まで示されているということですので、現在の美浦村環境美化条例で

も代執行の費用徴収がとても困難なのが現状であるかと思います。そこが悩みの種ではな

いでしょうか。 

 そこで、今後徴収の確実性を高めるために、どのような方法があるとお考えかその部分、

また、どこまで強制力を表に出して執行していくのかという、これは首長としての決意に

なるのかなと思いますので、村長、そういう案件が出たとき、どこまで強制的に決意をも

って実施していくのかというところをお尋ねをさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） それでは、林議員のですね、どこまでやるのかという話なんです

けれども、これは美浦村環境美化条例は昨年、美浦村の中で立ち上げさせていただきまし

た。しかし今、美浦村では189件という数字は、先ほど述べさせていただきましたけれど
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も、実際、全国では820万戸もある。美浦村も困っておりますけれども、全国的になかな

か大変だということで今回の特措法ができた。 

 この中で、市町村長の権限という部分がかなり認められるという部分がありましてです

ね、立ち入り調査権も与えられておりまして、これも所有者に５日前に通知を出して確認

をしてという部分があります。これは特措法９条になるのかなというふうに思いますけれ

ども。 

 また、特定空家等に属するかどうかという部分については、特措法７条の協議会の中で

検討も図られるという部分があって、ある程度持ち主の権限も認められているし、代執行

をやるについては、議員おっしゃるようにちょっといろいろなひもつきみたいな部分があ

るかと思いますけれども、できるだけ早目の対応をとって、空家等と特定空家等の分別を

把握してですね、データベース化をして対応を早目にしていきたい。これによって近隣の

隣接する住民の安全・安心な生活にもなるのかなというふうに思いますので、その辺の権

限は、今回の特措法を制定されたことによって、その権限をよく理解をした上で執行した

いというふうに思っております。 

 できれば、美浦村の中で近隣市町村よりもですね、早目のそういう対応がとれるような

部分もしていければ、この美浦村の中にある189件の中の10％かもしれませんが、特定空

家等と認定されるようなものが識別、ちゃんと分けられたものをどのようにするかを、村

としても早目に検討の材料にのせていきたいというふうに考えております。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） とても力強い決意を伺えたように思います。近隣の市町村に先駆

けて何としても早急に実施をしていくんだという村長の決意を伺いましたので、今後早急

にこの法案整備と、また実施までのカリキュラムが早く進むことを期待をさせていただき

たいと思います。 

 それでは次にですね、固定資産税の住宅用地特例に関する措置は、先ほども質問で述べ

られておりまして、小規模住宅特例の６分の１に減額されるということで１万円云々とい

う話が先ほどございました。岡田総務部長も、固定資産税の通知書に配布物を入れるとい

う答弁をいただきましたので、本当にありがたいお話でございます。 

 それで、私の提出資料１－５の固定資産税納付書に同封された通知文ということで資料

提出させていただいております。これを要望する前にもう答えをいただきまして、通知し

ていただけるということですので、参考程度にこれはお示しをさせていただきたいと思い

ます。 

 これは兵庫県の篠山市の案件でございますが、兵庫県は全国で２番目に空き地・空き家

対策ガイドラインをまとめて、とても進んでいる県でございます。篠山市では、平成25年

12月に篠山市空き家等の適正管理及び有効活用に関する条例を制定しております。内容と

いたしましては、ホームページ等で、空き家の適正管理と有効活用についての篠山市の取



 

- 75 - 

 

り組みの簡単な紹介と、所有者への協力のお願い、そして、市の問い合わせ先等ですね。

やさしい文言で作成をされております。 

 それと、下のほうに、有効活用についてということで参考程度に紹介をさせていただき

ますと、先ほどの同僚議員のお話とリンクをするわけでございますが、空き家バンクのＰ

Ｒがなされておりました。その中を見ますと、当事業において、平成22年10月より100名

超える移住者に恵まれ、定住促進の一翼を担っていると明記されております。この空き家

バンク体制、この空き家等の条例を施行したことによって100人もふえているという、本

当にすばらしい成果を上げている、これはお手本になる地域の例ではないかなというふう

に思いましたので、これを参考資料として提示をさせていただきました。 

 固定資産税の特例が適用されなくなることが、実はここには明記されていません。それ

がちょっと残念な部分であるかなというふうに認識をさせていただきました。また、所有

者への意識づけのためと郵送代を緩和する意味で、固定資産税納付書に同封を考えられな

いかというのが私の提案として申し述べようと思っていた部分ですので、ぜひそれは早急

に、来年度より実現が可能となるのではないかと推測いたしますので、ぜひご努力のほう

をお願いをして、これは終わりにしたいと思います。 

 最後でございますが、昨年制定をいたしました美浦村環境美化条例に空き家等の措置法

の内容を組み込む等の見直しはされるかどうか。 

 美浦村環境美化条例は空き地に対する条例でございました。ですが、今度、空家等が入

ったことで、これを合体をした条例を策定とかそういう見直しはされないかどうかという

ことをお尋ねさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） 特措法の制定に伴ってですね、美浦村で既に制定されて

おります美浦村環境美化条例のほうの見直しはしないのかというご質問でございますけれ

ども、議員ご指摘のようにですね、美浦村環境美化条例のほうは、条例の第３章で、空き

地等の管理の適正化ということで、建物の建っていない宅地の管理についての考え方が示

されております。 

 それで、この美浦村環境美化条例のほうなんですけれども、先ほどからるる述べており

ますように、今回の特措法の中にかなり細かく、空家等でありますとか特定空家等に対す

る考え方がきちっと法律の中で規定をされておりますので、条例の中でさらにそのことを

加えるという必要は今のところないのかなということで考えております。 

 条例に基づかない法律に基づいて、きちっと村としてはその特定空家等に対する対応措

置を行っていきたいということで考えております。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） 条例化するのではなく、特措法の中で実施をしていくということ

で確認をさせていただきました。了解をいたします。 
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 それでですね、法律で施行していくのであると、一般の住民の目にはなかなかこの法律

は目にとまりません。どんな法律なんだろうか。とても、住民としては知らなければ知ら

ないで終わってしまうような法律でございます。 

 そういう意味で、今後住民の目に触れさせるためには、また意識していただくために、

所有者だけではなく、美浦村の全住民がいろいろな地域、この美浦村を美しい環境整備さ

れた村として維持していくためには、多くの目が必要であるかと思います。ですので、所

有者だけではなく、近隣の皆様のご協力も多々必要になってくる法律ではないかと推測す

るわけでございます。 

 そういう意味で、次に二つ一遍にちょっと聞かせていただきますが、周知方法はどのよ

うにすると考えていらっしゃるのか。また、二つ目には、実態調査と施行するに当たり、

今後のスケジュールを教えていただきたいと思います。 

○議長（下村 宏君） 経済建設部長増尾嘉一君。 

○経済建設部長（増尾嘉一君） ２点に対するご質問でございまして、１点目のその法律

の周知、ＰＲの仕方ということでございますけれども、この法律が制定になりましたとき

に、かなり新聞あるいはテレビ等で、特定空家等とはこういうもので、今度法律ができて

こんなになるんですということはマスコミ等で大分報道されましたので、きっと皆さんも

頭の隅には幾らか残っていると思います。そういうことで、今度そんな法律ができたんだ

なという漠然とした認識というか知識はあると思います。 

 議員ご指摘のようにですね、それだけでは足りませんので、村としても今後、その制定

をされました特措法の趣旨ですね、そうしたものをですね、広報みほでありますとか、あ

るいは村のホームページ、あるいは先ほど固定資産税の通知の中にそのような趣旨の通知

を入れたらどうだというご指摘もありました。そういうことでですね、いろいろな手段、

方法を考えまして、特措法の趣旨をＰＲをしていきたいということで考えます。 

 もう１点でございます。２点目でございますけれども、実態調査と今後のスケジュール

ということでございます。ちょっと県のほうの情報を申し上げますと、茨城県においても、

関係11課による市町村空き家等対策調査会議が立ち上がっておりまして、今後県のほうか

ら村のほうのですね、協議会の設置のための要綱や計画の標準型を示してくれることにな

っております。村としましても、６月から７月にかけて庁内関係課による連絡会を立ち上

げ、計画の策定や協議会のあり方を検討してまいりたいということで考えております。 

 そうしまして、８月の末までには美浦村空き家等対策協議会の設置要綱（案）、及び美

浦村空き家等対策計画（案）の策定を終わらせまして、９月の議会におきましてこれら案

の説明と規則もしくは法施行のための細則、この制定を行いたいと考えております。続い

て、12月の議会におきまして、事業遂行のための補正予算を上げさせていただきまして、

年が明けまして１月からデータベース化のための家屋等の調査を開始したいということで

考えております。 
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 先ほど、利活用の部分で10月から調査をしますという総務部長の答弁がありました。当

然、10月から行う調査は、この１月からの調査の参考にさせていただく。それをもとにし

て１月からさらに特定空家等がきちっと認定できるような調査をしていくということで考

えております。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） 特定空家等に関してちょっと最後の質問をさせていただきます。

私の提出資料の１から６の資料で、特定空家等と見なされる物件例をちょっと写真に撮ら

させていただきました。ただいまの流れでは、確かに段取りは必要ですので、きちっとし

たものをつくっていくには、このような流れが必要ではあるかと思いますが、データベー

ス化をして１月から実施というのは来年の話になりますので、何とか今現在でもこの２件、

10年以上の物件、台風のときに強風でいろいろな物が、屋根にあった物、看板、いろいろ

な物が壁が落ちてきたりとか、そういうものによって近隣の方がとても危険を感じて、

前々からこれも生活環境課のほうに希望を出しているところでございましたが、今現在、

10年以上たってこのようにボロボロになり、周りも樹木が物件が見えないぐらい繁ってい

る。この現状です。 

 ２件目は、20年以上の物件です。ここの物件、風通しがよ過ぎて、きれいな状態にはな

っておりますが、外から中が丸見え。向こう側の家が見える。また実際にいろいろな、ハ

クビシン等が繁殖したときにとても危険性を感じ、ここの近くの住民からも要望をいただ

いた物件でございます。これが10年20年と放置されている現状を鑑みますと、１月まで待

てない物件も現実あるのではないかととても危惧するものでございます。 

 そういう意味で、先ほど来、村長の決意がございましたけれども、何ともここで質問し

ていると時間がありませんので、どうか実際にですね、この写真を見ていただき、早急に

対処しなければいけない、この秋は台風もございます、そういうときにまた地域住民の人

が危険性を感じ、恐怖におののくわけでございます。そういう意味で何としても、１月実

施ではございますが、特例として何か措置ができるもの、所有者の方の了解を得てできる

ような案件に関しては、早急に年内でも対応できるような腹積もりでこの案件を進めてい

ただけたらということを要望して、この空き家対策の質問を終わらせていただきます。ど

うか村長、よろしくお願いいたします。 

○議長（下村 宏君） ここで、会議の途中ではありますが、暫時休憩といたします。 

 ３時35分、再開をいたします。 

午後３時２４分休憩 

                                         

午後３時３５分開議 

○議長（下村 宏君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 林 昌子君。 
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○８番（林 昌子君） 続きまして、２点目の質問に移らせていただきます。 

 移動式赤ちゃんの駅について質問いたします。まず初めに、このたびですね、執行部の

方のご協力をいただいて資料を提出させていただきましたことに感謝を申し上げます。 

 改めまして、移動式赤ちゃんの駅とは、小さなお子さんを連れて外でのイベントやサー

クル活動をするときに保護者が安心して授乳やオムツ交換ができるための、折り畳み式オ

ムツ交換台を備えた持ち運びできる移動可能なテントの名称であります。平成26年12月、

移動式赤ちゃんの駅について質問をさせていただき、そのときの答弁においては、本年度

より導入との答弁をいただいております。そこで、現在の進捗状況と今後の啓発活動につ

いてお尋ねをさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） それでは、ただいまのご質問についてお答えを申し上げ

ます。 

 最近では、デパートなどの施設や公民館などの公共施設、公園などで、乳幼児を連れた

親子の姿を多く見かけるようになりました。乳児等の小さなお子さん連れですと、時と場

所を選ばずミルクを欲しがったり、オムツの交換が必要となり、場所に困ることがあると

思います。当然ながらこれは人前では対応できません。そこに施設とか建物があれば、簡

易ベッド等の施設があればですね、安心して対応できますけれども、公園などの屋外では

設備がないことがあるので、ついつい外出する機会を控えることとなりかねないこともあ

ると推察しております。 

 本村の公共施設においては、例えば役場、中央公民館、木原・安中多目的施設、保健セ

ンター等々においては、簡易のオムツの交換用のベッドを設置しており、必要に応じてご

利用いただいているところでございます。しかしながら、公園等の屋外においては、多く

には設置されていないところも多々ございます。 

 前回のご質問にもありましたとおり、その後、調査、検討をし、少子化の時代に子育て

の支援手段として、また子育てストレス発散の機会として、屋外でのイベント等に参加す

ることで親子のふれあいの時間が持てる幅がふえ、子育てにも拍車がかかりますし、また

緊急の災害時の利活用としてもこの簡易テント式ベッド設備は大変有効であると考えてお

ります。 

 そこでこのたび、ご厚意によりまして、ライオンズクラブさんから１基寄附をいただい

ており、さらに本村、村として１基でありますけれども、購入をさせていただいておりま

す。現在、貸し出し方法、維持管理等について進めているところでございます。 

 今後の利活用を進めていく上で、啓発活動等については、各種団体等がこれから夏・秋

等に向けて野外をメインとしたイベントを開催予定している機会がふえてくるものと思っ

ておりますので、ぜひ各種団体等にはご利用いただき実感をしていただければなと思って

おりますし、子育て環境整備の一手段として今後も役に立てていただければと考えており
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ます。 

 また、ご利用いただいた上はですね、ぜひともその感想等をいただくなど、試行感もあ

りますけれども、参考にしていただくことも考慮し、進めていきたいと思っております。 

 まずは貸し出し要綱等を整備しまして、ホームページや広報等に貸し出し等の案内を掲

載するとともに、イベント主催団体等への利用のお知らせを呼びかけるなどをし、利活用

推進に進めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） このたびはライオンズクラブの寄附に本当に感謝を申し上げます

とともに、また、執行部の早期の対応、またすばらしい赤ちゃんの駅をつくっていただき、

本当にありがとうございます。とてもかわいらしい赤ちゃんの絵のついたすばらしい赤ち

ゃんの駅であると思います。また、表面も黄色でございますので、遠くからも目立つもの

でありますので、本当によく考えられたものをご注文いただいたということで、敬意を表

させていただきます。また、このことでどんどん外出や子どもたちの交流の場がふえるこ

とを期待をさせていただきます。 

 そこで、改めまして、貸し出し開始時期はいつからかお尋ねをさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） ただいまの貸し出し時期についてでございますけれども、

これにつきましては、できるだけ早く対応したいと思っております。先ほども申し上げま

したが、まず備品等の貸し出し要綱を６月中に作成整備した上で、ホームページ掲載と広

報等で案内させていただきます。 

 現在、現物がございますので、先行的に暫時貸し出しは可能でございますけれども、で

きれば７月から区切りよく実施していけるよう整備を進めたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） 備品貸し出し等の要綱を６月中にということで、本当に急速に要

綱を整備していただきますことに本当に敬意を表させていただきます。 

 また、ホームページ掲載と広報紙で案内をしていただくという答弁でございました。ま

た、できれば７月から実施していくということで、本当にスムーズに導入されますことを

期待をさせていただきます。 

 また、広い会場でのイベント時を想定いたしますと、遠くからでも見える工夫、確かに

黄色は見えますが、黄色い何だろう、何だろう、あの小屋みたいなものは、みたいな、遠

くからですとね、それがわからない人にとっては、何かわからないということも考えられ

ますので、表示板等の設置などは検討されているのかどうかお伺いをさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） ただいま議員さんがおっしゃったとおり、いざイベント
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等の会場で設置した場合、テントだけ設置しても、利用目的がわからないと利用できませ

んので、今おっしゃったとおりですね、表示板、例えばのぼりを立てまして、遠くからで

も目立つように赤ちゃんの絵などを入れまして、気がつきやすいように設置を検討してい

きたいと思っております。これからですね、まずは皆様に利用していただきまして、ご意

見等があれば改善するところはしていきたいなと考えております。 

 そこで、参考までになんですけれども、議員各位にはタブレット等に資料の現物写真を

アップさせていただいております。テントの色は今ありましたように、できるだけ目につ

くように黄色とさせていただきました。ごらんのとおり、入り口にはですね、赤ちゃんの

絵と「赤ちゃんの駅」という標示をしてございます。 

 また、テントの中は、中敷きにより２部屋になっており、オムツの交換と授乳ができる

ようになっております。多少狭い感はございますけれども、対象者には気兼ねなく利用で

きるテントとなってございます。 

 お知らせ等にあっては、現物写真を掲載するなど啓発に努め、子育て中の方々にご利用

していただけるよう、生活環境整備の一部として進めていきたいと考えております。 

 また、この少子化時代にありまして、社会全体で子育てを支援する機運を高めていきた

いと思っております。以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） 掲示板等を設置していただけるということですので、ぜひよろし

くお願いしたいと思います。 

 また、イベント等のときに、もし配置されるようであれば、イベント等のチラシや案内

状、また、関係各位、お子様方が関係する部局にですね、ぜひこの赤ちゃんの駅が、この

ときに配置されていますという周知をぜひ、していただけたらよろしいのかなというふう

にも思いますので、よろしくお願いしたいと思います。これは要望とさせていただきます。 

 また、第１回目の答弁で感想を聞いたりと利用者の利便性を図る意味で、利用者が利用

しやすいためのその感想を聞いたりアンケートをとったりとされるご努力がうかがえるよ

うな答弁が先ほどございました。また、そのように利用し勝手のよいものと改善するその

意欲は、本当に期待をさせていただきたいと思います。 

 周知の方法なんですけれども、先ほども申しましたように、例えば子育て支援センター、

保健センター等、関係部局、また福祉介護課もございますけれども、このたび子ども育成

室も学校教育課に設置をされて、子ども関係の部分を総括をして、子ども育成室で行うと

いうような部局になっているかと存じます。 

 ですので、こういういろいろな貸し出しとか、本来であればそういう要綱とか立ち上げ

のときからですね、本来であればかかわる担当部局でこういうものを進めるべきであると

思うのですが、今回は保健福祉部のほうで、この赤ちゃんの駅の導入をご尽力いただきま

した。そこで、村長に質問をさせていただきたいと思いますが、とても言いにくい話でご
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ざいますが、本年度より子ども育成室が学校教育課に設置されたことに伴いまして、赤ち

ゃんの駅の貸し出しや維持管理は、福祉介護課というよりも乳幼児を担当する子ども育成

室で行うほうが、利用者が借りやすい、連携つけやすい環境であると考えるわけですけれ

ども、村長はいかにお考えかお伺いをさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） この赤ちゃんの駅についてはですね、今は福祉介護課ということ

で答弁を保健福祉部長のほうからしましたけれども、学校教育課、そして福祉介護課とい

う部分じゃなくてですね、どちらに問い合わせがあっても横断的に対応ができるような部

分は、一つの課に委ねるということではなくて、その辺は保健福祉部のほうで健康増進課

の妊婦さんの部分も含めて対応しておりますので、その辺は学校教育課のほうで、子ども

育成室のほうでやるんでなくてですね、福祉介護課のほうでやっても、学校教育課のほう

でやっても、健康増進課のほうでも、連携がいつでもとれるというふうな部分でなければ、

横断的な考え方にはなっていかないと思いますので、どちらにおいても対応は同じように

できるということで、今回福祉介護課のほうで対応はさせていただきましたけれども、学

校教育課という部分でなくてもですね、対応は十分できるような、それぞれの課の横断的

な部分を築いていきたいというふうに思います。 

 一番、妊婦さんの部分を考えれば、健康増進課のほうが把握しているんだろうというふ

うに思いますけれども、その辺も赤ちゃんの駅を使う部分であれば、保育所等の部分、保

育の部分が一番多いのかなというふうには思いますけれど、その辺は限定をしないで、横

断的に対応ができるような部分を村の中ではしていきたいというふうに思います。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） 限定をしないで横断的にということであれば、別に子ども育成室

においても何ら変わりはないことであると思います。逆に、子育て支援センターもどちら

かといいますと、子ども育成室管轄ですし、そういう意味では逆に、本来の乳幼児から小

学生まで網羅した乳幼児だけの保護者だけではないですね。やっぱり兄弟もいますので、

小学生・中学生もいるご家庭もあろうと思います。そういう意味では、全体観に立ってそ

の把握をできる部署といいましたら、やはり子ども育成室ではないでしょうか。 

 福祉介護課はあくまでも福祉の部分だけですので、そのように横断的にという、その情

報共有することは、どこの部局が持っても、それは共通見解である必要もあるし、情報共

有も必要であります。ですけれども、担当部局となった場合は、やはりいろいろな意味で

その利用者の人の家庭環境というか家庭状況というか、またお子様の現状とかよく把握を

されている部局とすると、子ども育成室が適材適所であると私は日ごろから庁内を見てい

まして、そのように感ずるわけであります。 

 ですので、このような提案。ふだんはこんな提案をしたことございませんけれども、や

はりいろいろ借りやすい、また相談しやすい、一番身近ですぐ、借りたいと思ったとき借
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りられる部局に、あくまでも管理部局は置くべきであると思うんです。 

 いろいろな木原地区多目的集会施設の利用勝手とかそういうのも生涯学習課だったりと

かしますのでね、やっぱり借りる人、また借りやすい環境、また管理する人が状況を把握

しやすい、一番環境を理解している部局に置かないと、今後も、これからできる事業です

のでね、やはりスムーズに運営できることのほうが大事だと思います。福祉介護課の方に

はここまでご努力いただいて本当にありがたく感謝を申し上げますが、今後の管理はやは

り子ども育成室あたりで総括的に把握すべきではないかと思いますので、ぜひ検討いただ

きたいと思いますが、最後に村長、もう一度お願いいたします。 

○議長（下村 宏君） 中島 栄君。 

○議会事務局長（木鉛昌夫君） ５分。 

○村長（中島 栄君） ５分ということで、子ども育成室のほうで一番いいんじゃないの

かということで、ことし、この赤ちゃんの駅を導入するに当たっては福祉介護課が当面や

ってきた流れがあります。今、学校教育課の中に子ども育成室をつくった中で、今、現状

を見ますとですね、ちょっとオーバーワーク的な部分があります。 

 今、議員がおっしゃったように、この貸し出しについてですね、何かそういう部分で不

備が生じるとすれば、議員のおっしゃるような子ども育成室の担当という部分でもいいん

ですけれども、当座、その趣旨に応じて福祉介護課のほうで整備をしていただきましたの

で、これからの利用について何かそういう不備が生じるようなことは、私はないというふ

うには思ってはいるんですが、とりあえずは、ライオンズクラブさんと村のほうで用意し

たものと二つありますから、その辺は私はどちらに置いても利用してもらうのが一番いい

ので、どこに置けという部分ではなくて、利用される部分に置いてもらうというのがいい

ことなので、学校教育課のほうが一番あるのか、それとも福祉介護課のほうに要請がある

のか、健康増進課のほうに要請があるのかというのを見定めた上で、どこでも使える、来

たら横断的に連絡がとり合えるという部分で、保管場所がどこか、これは役場の中に置け

ばいいことなので、その辺は議員おっしゃるような対応の悪さがないような取り扱いがで

きるようにしていきたいというふうに思います。 

 保管場所は村でございますので、福祉介護課でも学校教育課でも健康増進課でもないと。

どこで要請があっても、即対応ができるというような部分はしていきたい。福祉介護課に

あるからおくれたとかそういうことがあったら、ぜひ言ってください。 

○議長（下村 宏君） 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） 水かけ論になりそうですのでこれで終わりますが、何としても今

後の稼働した現状を見ましてですね、スタートしたからこのままではなく、よりよい改善

をしていただきたい。 

 話は飛びますが、公共交通のデマンドであっても、福祉介護課でスタートしています。

でも、実際に利用者は全員です、年齢該当者は。福祉介護課だけではございません。そう
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いったところも見直しをかけていくということも、やはり首長として庁内のよりよい配置

とよりよい稼働率を目指す意味でのその先見の明を持って軌道修正をしていただきたいと

いうことを強く要望して終わりにさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（下村 宏君） 以上で、林 昌子君の一般質問を終了いたします。 

 次に、山崎幸子君の一問一答方式での一般質問を許します。 

 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） ５番議員、山崎です。通告書に従い、生涯学習について質問いた

します。 

 生涯学習の一環である講座の平成26年度に募集をした講座数と開講した講座数、そして

平成26年度と平成27年度の美浦大学と自然観察会の募集定員数と応募数をお聞きいたしま

す。 

○議長（下村 宏君） 教育次長石橋喜和君。 

○教育次長（石橋喜和君） それでは、山崎議員のご質問にお答え申し上げます。 

 まず、平成26年度に募集をしました文化講座数と開講しました講座数でございますが、

短期講座７講座を含む23講座を募集いたしまして、208名の応募がございました。そして、

短期講座６講座を含む20講座を開講し、201名の方が受講しているところでございます。 

 文化講座の事業につきましては、村民一人一人が自己啓発に努めたいと願う中、生涯学

習のきっかけづくりとしてさまざまな講座を紹介し、事業を実施しておりますが、美浦村

公民館等管理運営規程により、受講希望者が５名に満たなかった３講座につきましては、

開講できませんでした。 

 また、美浦ゼミナールにつきましては、平成26年度は講師の申し込みがございませんで

したので、募集を行ってございません。 

 文化講座等につきましては、体験や見学会を開催し、広報みほやホームページ・新聞折

り込み等で講座の紹介や募集を行っておりますが、今後とも高度化、多様化する学習ニー

ズに対応した講座を紹介、開設してまいりたいと考えております。 

 続きまして、美浦大学と自然観察会についてお答え申し上げます。 

 美浦大学の募集人員につきましては、平成26年度・平成27年度とも定員60名となってご

ざいます。平成26年度では応募者79名で、うち初めての方が31名、平成27年度では応募者

100名で、うち初めての方が43名となっているところでございます。 

 入学者の選考につきましては、初めての方を最優先とし、初めての方で定員を超えた場

合は、年齢の高い方を優先としてございます。その後、経験者の中から修了回数の少ない

方から入学を決定し、同じ修了回数の場合は最終入学年度から間隔の長い方を優先し、間

隔の同じ場合は年齢の高い方を優先としてございます。また、ご夫婦でお申し込みの場合

は、どちらか回数の少ない方を優先として取り扱いをしてございます。 

 次に、自然観察会の募集人員につきましては、平成26年度・平成27年度とも、定員30名
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となっております。応募者数は平成26年度・平成27年度とも44名で、初めての方が平成26

年度は20名、平成27年度は22名となっております。 

 入学者の選考につきましては、こちらも初めての方を最優先とし、定員を超えた場合に

は、初めての方のみで抽選となります。初めての方で定員に達しない場合は、その欠員数

を経験のある方の中で抽選となり、こちらもご夫婦で申し込まれた場合は、どちらか少な

い回数の方が最優先となります。 

 平成27年度につきましては、去る５月21日に美浦大学及び自然観察会合同開級式を開催

いたしまして、本年度の事業をスタートさせているところでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） ご答弁、ありがとうございます。 

 文化講座では23講座を募集し、受講希望者が少なく、開講しなかった講座が３講座あり、

自然観察会では、募集人員30名のところ、応募者は平成26年度・平成27年度とも44名、そ

して美浦大学では、募集人員60名のところ応募者が平成26年度で79名、平成27年度で100

名と年々多くなっています。これは、美浦大学の受講生が参加してみて楽しかったので、

周りの人たちに口コミで広がっているのだと思います。 

 そこで質問ですが、平成27年３月定例会の補正予算で、文化講座の開講しなかった分の

107万円が減額補正となっております。この後の２点目の質問とも関連しますが、高齢者

が家に閉じこもらずに、外に出ることにより介護になる可能性を減らすという観点から、

講座の減額分の予算を高齢者向けの講座に振りかえ、募集枠をもう少し広げ、もっと多く

の高齢者が講座に参加することはできないものかをお伺いします。 

○議長（下村 宏君） 教育長門脇厚司君。 

○教育長（門脇厚司君） 再質問に対しては私のほうからお答えしたいと思います。 

 今、質問の中にありましたけれども、確かに文化講座については予算が余るというよう

な状態が続いています。こういうようなことは避けたいということで、先ほどの教育次長

の説明にもありましたけれども、美浦村公民館等管理運営規程を私が提案するような形で、

それまで10名以上じゃないと開講しないというのを、とりあえず５名以上に改正して、そ

れで運営をしているわけですね。であるけれども、全体の文化講座への応募者が少ないと

いうことで、開講しなかったのが昨年度は３講座あったと。この分、講師の方々に対する

謝礼がその分余るというようなことがあるわけですね。これが一つです。 

 こういうような状態が続いているということで、これも私が教育長になってすぐに策定

したことですけれども、美浦村生涯学習推進計画というのをつくりました。美浦村という

のはなかなか交通の便が悪いということで、魅力的な講座を開いても、その担当してくれ

る講師が、つくば市から来るにしても東京から来るにしても、なかなかＯＫをしてくれな

いというような状況があるものですから、であれば、村の村民たちがみずから先生になっ
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て教え合うと。村民の誰かが教えて、村民の誰かがそれを聞いて勉強するというようなこ

とで、誰でも先生、誰もが生徒、いつでも勉強、どこでも勉強、学生とかそういうような

合い言葉をつくった内容のものにしているわけですね。そういうふうなことをいろいろや

ってきておりますけれども、残念ながら、私やりますと言うような人がなかなか出てこな

いというのが現状なわけです。そんなことで予算が余るというようなことが続いていると

いうのが、先ほど教育次長の説明にあったとおりですね。 

 そういうような状況であれば予算が余るし、また一方、美浦大学は何と100名を超える

ような応募がある。自然観察会についても相当数の応募があるということであれば、希望

する者を全員受け入れてやったらいいじゃないかというふうなことは、我々も考えないわ

けじゃありませんけれども、そうしないほうがむしろいいのではないかというような積極

的な理由もあって、今のまま続いているわけですね。 

 その理由を幾つか申し上げれば、一つは、例えば昨年は78名で、ことしは何と100名も

ということでやっているわけですけれども、毎年変わる希望者に応じて中身も変えながら、

これは受入先の都合もありますから、その都度人数に合わせながら、中身も変えていかな

きゃだめだというようなことが当然派生してくるわけですね。 

 そのことよりは、先ほど議員もおっしゃっていましたけれども、定員は60名に限定する

ということで、毎年こういうような内容でやりますということがあらかじめわかっていた

ほうが、応募する高齢者の方々にもいいのではないかと。多分そういうようなことが、昨

年私参加した、おととし参加した、こういう内容で大変よかったというようなＰＲが、口

コミがあって、じゃ、私も、私もというようなことで人気がたかまっているんじゃないか

というふうに思っているわけですね。そういうようなことでやったらどうかということが

一つ。 

 それから、仮に今の選び方も、これも先ほど教育次長が説明したとおり、私は極めて構

成であって理にかなった選考の仕方をしているというふうに思っております。そういうよ

うな選考の仕方で、希望したけれどもだめだったという人が、むしろ誤解があるかもしれ

ませんけれど、そういう人たちにとっては、ことしだめだったけれども、来年は必ず参加

できるようになりたいというふうに思うことが、１年後ということになりますから来年ま

でしっかりと健康管理をしながら、来年に備えるというようなことが、議員がおっしゃっ

ているような形の健康寿命を延ばすというようなことにもつながっていくんじゃないかと

いうようなことが、もう一つの理由ですね。 

 それから、もう一つ申し上げますと、自然観察会については30名ということが定員にな

っていますけれども、これは担当しているある１人の講師に直接私、話を伺いましたけれ

ども、やっぱり１人で引率したり説明したりするのには30名が限度であるということで、

これは30名で募集者は限定してくださいということは、私のほうからお願いしていますと

いうようなことでした。 
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 そういうようなことで、今までどおりのやり方で、また、先ほども申し上げましたけれ

ども、選考の仕方は極めて公正であり、理にかなったやり方をしているというような自信

もありますので、むしろ今のままのほうがよろしいんじゃないかと。きょうも美浦大学生

が何十名か見えてましたので、私は一人一人観察していました。皆さん極めて健康ですね。 

あと２、３年待ってもらってもよかったんじゃないかと、多少冗談ですけれども、そう思

いながら聞いていました。 

 ですから、今のようなやり方を改正するというようなことは、とりあえず必要ないんじ

ゃないか。むしろ定員をふやすというような提案もございましたけれども、むしろ60名の

ところを50名にして中身をさらにまたいいものにするということだって、むしろ考えたほ

うがいいのかもしれないというふうに。これは全く私の個人的な考えですけれども、先ほ

ど傍聴者としてあらわれた美浦の大学生を観察しながら、そんなこともチラと考えておっ

たということで答弁させていただきたいと思います。 

○議長（下村 宏君） 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） ご答弁ありがとうございます。 

 自然観察会のほうは、講師の方がお一人でということで30名というのは仕方ないと思い

ます。美浦大の場合は、教育長の答弁は、私の質問とは少し違っていまして、私の質問は、

高齢者向けの講座の受講希望者全員を受け入れるということではなく、受講者受け入れ枠

をもう少し広げたらどうかとの質問だったのです。希望者全員の受け入れは難しいという

のは私もわかります。その年によって希望者の数は違うわけですから、それは無理だと思

います。それで村長にお聞きいたします。 

 高齢者向けの講座枠に関し、特に美浦大学のことですけれども、村長の見解をお伺いい

たします。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） これについてはですね、ことし60名の中で100名の応募があった

ということで、結構意欲的な、美浦大学に入ろうという人がいかに多いかという部分で、

できればいろいろな面で応募された方全員に美浦大学に入っていただくというのが理想な

んですけれども、きょう午前中と午後と見ていますと、午前中が27名、午後から25名とい

うことで、52名ということで8名の方は、きょうの傍聴には不参加なのかなというふうに

思うんですが、その辺、傍聴でなくてですね、違うところの視察だと、多分60名のみんな

が出てくるのかなというふうに。きょう美浦大生１人しかいませんから、こういうのを後

で見ると、私がいろいろなことを言っているのがわかってしまうかもしれませんけれども。 

 でも、１年間12カ月のうち11回、この美浦大学のいろいろな視察も研修もまたあるんで

すが、２回を除いては、村外のいろいろな施設の研修も含めて、これが７、８年前の美浦

大学との部分では、大分美浦大生の考え方も変わってはきているというふうな報告は受け

ております。 
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 前はもう視察、また研修に行っても、一番前に座って寝ていたりね、それから話も聞か

ない、帽子はかぶったままとかと報告は受けていました。でも、今ここ７、８年はですね、

大分美浦大生のいろいろなところで視察、研修されても、結構意欲的に視察、研修をされ

ているという話は聞いております。そういう意味では、かなり美浦大生の資質というかな、

それが変わってきているのかな。やっぱり大勢の方がそこに同じような気持ちでいれば、

そういう環境になっていくんだろうというふうに思います。どこの市町村とは私も言いま

せんけれども、でも、もっと多く集めてやっているようなところもあるようには聞いてお

ります。 

 しかし、全部応募すれば、全部ＯＫだよという部分ではなくてですね、ある程度決めら

れた中で、今回60名、ことしは40名ほど抽選から漏れてしまった部分はありますけれども、

こういうことがずっと続くようであれば、その辺は同じ場所で受け入れが100名でも200名

でもＯＫですよという部分ばかりはないのかなというふうに思って、日にちをずらしなが

らでもそういうものができるかどうか、これは検討する部分もあるかなというふうには思

います。 

 単年度、ことしは100名ということでかなり40名が漏れてしまったんですけれども、70

名台のときもありますし、その辺のところはこの後の介護予防に入ってくるかもしれませ

んけれども、教育長の言うような、まず外に出るということで自分の健康を維持するとい

う部分は少し美浦大学の中に入ってもらって、それを活用してもらうことによって、村の

医療費の削減にもつながるだろうというふうに解釈をすればですね、医療費の削減、では、

そこの削減したものをどこに使うんだという部分はそういうものに拡大していけばいいの

ではないのかなという部分にも当てはまる部分になるかなというふうに思います。 

 ぜひ同じような条件が続くとすれば、受入先の問題もあります。そことの配慮ができて、

何人でもＯＫですよという部分ができれば、そこは考えていかざるを得ないのかなという

ふうに思います。 

○議長（下村 宏君） 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） ありがとうございます。私も村長とはやはり同感です。高齢者の

方が楽しく外に出られるということは、やっぱり長い目で見れば医療費の削減になると思

います。その辺、ぜひとも前向きに検討、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、次に介護予防事業について質問いたします。 

 高齢者の社会参加や地域貢献活動の支援、そして、高齢者みずからの介護予防を目的と

したようなことを、美浦村としては具体的にどのようなことを行ってきたのか。そして、

その成果はあったのかお聞かせください。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 

 この高齢化の問題につきましては、以前から尾を引いて、なかなか有効的な対策がない



 

- 88 - 

 

まま今日を迎えております。今、将来、高齢者がですね、３人に１人となる試算が出てお

ります。少子化問題も相まって、ますます悪循環を招くことになるのかなと懸念をしてい

るところでございます。本村においても例外ではございません。高齢化率が約25％、地区

別の高齢者数を率で見てみますと、平均で29％になっており、高齢者の率として約50％を

超える地区がございます。これが現状でございます。 

 しかしながら、制度や今後の財政などの問題もありますけれども、高齢者福祉各種対策

や介護保険制度等の後方支援的な施策の充実、推進を継続して図っていくことが必要でご

ざいます。 

 そこで国では、予防や在宅支援の強化を図っていく方向へとなってきており、地域の実

情を把握している各自治体が主となった支援活動の展開に切りかえ、支援をしていく仕組

みを構築していく考えとなっております。 

 まず、本村における高齢者の活動状況でございますが、社会福祉協議会におきましてボ

ランティアセンターを拠点に、施設や在宅での傾聴的な訪問活動、学校や保育所等への補

助・支援・訪問活動、老人クラブでの児童生徒の登下校時防犯見守り活動、各地区におけ

る独居世帯への見守り活動、各地区ごとのサロン活動などを通し、社会参加や地域貢献活

動として継続し、一歩一歩進めているところでございます。 

 また、介護予防、健康づくりなどを目的とした活動として、各地区やイベント等へのシ

ルバーリハビリ体操推進、食の面からのサポート事業として食生活推進活動、予防活動と

しては、やまゆり運動教室、いきいきはつらつ体操、貯筋体操、口腔教室等を実施してい

るところでございます。 

 成果があるかという視点からでは、事業に対して趣旨に賛同していただき、活動に参加、

協力をしていただいている方々は、少しずつふえているようでございます。事業が継続さ

れていますし、一歩一歩ですが、浸透してきていると感じております。大事なことは、い

かに継続していくか、していけるかが重要でありまして、成果が少しずつ出ているものと

考察をいたしております。今後も継続して事業の進行状況を見守っていきたいと思ってお

ります。以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） ご答弁ありがとうございます。 

 高齢者が住みなれた地域で自分らしい生活を継続するためのサービスを充実させるとと

もに、地域包括ケアシステムの構築に向け、国、そして自治体の連携による取り組みが求

められています。 

 一方、元気な高齢者については、要介護にならないための生きがいづくり、また、社会

参加促進施策など介護予防につながる諸施策を展開する必要があります。そこで、2013年

３月定例会と12月定例会において質問をいたしました、高齢者ボランティアポイント制度

の導入をいま一度検討してみたらいかがでしょうか。 
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 高齢者ボランティアポイント制度とは、65歳以上の元気な高齢者が介護施設等で配膳や

話し相手等の簡単なボランティアをすることによりポイントを取得し、そのポイントを現

金に交換するという仕組みです。 

 現在、美浦村では、ボランティアセンターを拠点に活動していますが、ボランティアに

興味のある高齢者は限られています。ボランティアに興味のない高齢者をいかに引き込む

かということが重要だと思います。 

 ボランティアに興味のない人でも、ポイントがもらえるならやってみようかなというき

っかけとなり、そして、ボランティアをやることにより、生活に張りが出て病気になるリ

スクも減ります。ここ数年は、美浦村における介護給付費や医療費が年々増加してきてい

ますが、高齢者ボランティアポイント制度を導入することにより、結果的には、介護給付

費の抑制や医療費削減にもつながってくると思います。そこで高齢者ボランティアポイン

ト制度の導入について、見解をお伺いいたします。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） これまでの経過と今回の議員のご質問にありますように，

介護支援ボランティアポイント制度導入につきましては、元気な高齢者の方々の参加のも

とに、社会参加や社会貢献活動を通し、生きがいを持って健康寿命を延ばすための一手段

として大変有効であると考えております。この制度は近隣においては、土浦市、石岡市、

取手市などが先進的に実施しているようでございます。 

 そこで活動とポイント制度については、議員のおっしゃるように活動に参加することに

対してポイントを付与し、個々のポイント数に応じて何らかに還元するシステムであり、

活動する喜びに加え、楽しみとして還元していくことで、さらなる喜びが味わえ、生きが

いづくり対策として検討に値する手段であると認識しております。 

 今後、この活動制度を運用していくには、以前にもありましたように、実施するものと

受け入れるものとの調整がありますので、実施するための要綱や研修、各施設のルールや

事情等を業務調整やポイント制を追加する場合の交換や取り扱い方法や費用面などの問題

点について検討していくこと、また、傾聴ボランティア等で施設訪問を行っておりますの

で、現在実施している制度、支援制度とも関連性を考慮し、検討が必要となると思われま

すので、近隣の先進的な自治体の実施状況を参考にしながら進めていけるよう努力してい

きたいと考えております。 

 また、今回の介護保険制度の一部が改正になりまして、非認定者に対しての対策が今後、

各自治体を運営主体とした総合事業へと変わります。この対策で重要なポイントとしては、

できる限り地域資源を活用し、民間等の支援団体や老人クラブ、ボランティア団体等との

協力体制が不可欠となりますので、議員のおっしゃるこの制度の活用は一手段として取り

入れることは大変有効であると考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（下村 宏君） 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） ありがとうございます。 

 費用面についてでありますが、土浦市と取手市に問い合わせをしてみましたのでご紹介

させていただきます。土浦市では、ボランティア活動を行ったことがない方でも活動しや

すいような工夫として、登録時のボランティア保険の費用を公費と介護保険料からの負担

として、登録者個人の負担にならないようにしているとのことです。でも、これは美浦村

でもボランティア保険は、個人には負担がかからないように、公費負担で既にやってくれ

ております。 

 導入のきっかけとしては、土浦市、取手市とも、議員からの一般質問により調査検討の

結果、導入することとした、とのことです。取手市の導入費用は、平成25年度当初予算50

万円、現在の費用としては平成27年度当初予算59万円、土浦市の費用は、平成26年度決算

見込額18万9,000円、平成27年度の当初予算は31万2,000円とのことです。財源内訳として

は、土浦市、取手市とも、国、県からの地域支援事業交付金で６割以上が賄われていると

のことです。これらを参考として、いま一度、見解をお聞かせください。 

○議長（下村 宏君） 保健福祉部長松葉博昭君。 

○保健福祉部長（松葉博昭君） ただいまのご質問におきまして、先進的に実施している

自治体の状況等についてお話をいただきました。土浦市、取手市の例でございますので、

ここでですね参考までに、私のほうで調べました石岡市の事例をご紹介をしたいと思いま

す。 

 石岡市の活動事例につきましては、石岡市では、昨年までは介護支援ボランティアポイ

ント制度として、市で指定をした市内のですね、福祉施設への支援を行っておりましたけ

れども、本年度より旧制度を廃止し、新たに生涯現役プラチナ応援事業として開始してお

るようでございます。 

 基本的な制度システムに変更はありませんけれども、活動範囲を施設のみならず、生涯

学習事業や見守り事業などにも広げ、ジャンルや世代を越えた活動として実施しているこ

とだそうでございます。活動に対してのポイントとしましては、１日２時間まで、１時間

当たり100ポイント、１ポイント１円とし、年間最高で5,000ポイントまでとしておるよう

でございます。 

 実施主体は、市の社会福祉協議会へ委託をしまして、登録と同時に総合補償保険という

ことで、自費で参加し、スタンプ手帳を配布し、活動に参加して行っているようでござい

ます。最後に、ポイントの交換なんですけれども、こちらは現金に換金しましてお支払い

をしているということでございました。 

 一つの事例としてご紹介いたしましたが、近年、各自治体では高齢者福祉対策の一手段

として活用する自治体がふえてきているようでございます。 

 なお、議員おっしゃる費用面についてでございますが、ご説明にもありましたが、介護
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保険事業の中の地域支援事業費の活用ができることから、経費面での運用は可能となって

おります。 

 ただいま、介護支援ボランティアポイント制度についてご説明をいたしましたが、もう

一歩進めて、広義的な考え方をしますと、生きがいづくりとして選択肢を広げる観点から、

介護のみならず世代間を超えた活動、生涯学習との連携、選択肢の幅を広げた参加を加え、

交流の機会を広げることで社会参加活動と社会貢献意識の推進をしていくことも検討事項

に挙げ、参加者自身に合った活動ができるよう検討していきたいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

○議長（下村 宏君） 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） ご答弁ありがとうございます。 

 ただいまの保健福祉部長の答弁の事例のように、ボランティアの範囲を介護支援に限定

せず、広範囲のボランティアに枠を広げることは、とてもよいことだと思います。 

 高齢者ボランティアポイント制度に関して、村長の見解をお伺いします。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） 山崎議員のですね、高齢者ボランティアのポイント制度、先進的

に取手市、土浦市、石岡市がポイント制度を活用してやっているということを、今、保健

福祉部長のほうからも答弁がありました。 

 保健福祉部長の部としての考え方も、できるだけそれは取り入れてやることが、高齢者

の生きがい、または介護も受けないで、健康寿命も延ばすという部分にもつながっていく

だろうというふうに答弁があったと思います。 

 これについては、これから年を追うごとに高齢者の比率が高くなっていきます。当然、

この議会の中にももう高齢者の部類に入ってきている方もおいでになりますので、将来的

にはですね、同じ悩みを持つという部分では同じ境遇なのかなというふうに思います。 

 村としても、もう考えていないことではないので、いろいろな形でボランティアをやっ

てくださっている方がおります。当然、無償でやってくださっている方もおります。ボラ

ンティアセンターに登録をされている方、また、ボランティア連絡協議会の中で一緒にや

ってくださっている方。議員もご存じかと思いますけれども、介護予防のためという部分

と、それから自分のためも含めて、実はポイント制度ではなくて、村の中でも有料ボラン

ティアでもうやっているものもあるので、保育所の保育ボランティアという部分ももう何

年になりますか、８年近くになりますかね、ことしで。 

 そういう中で、保育士さんが担っていた部分を高齢者がその目となったり、少し見てあ

げられる補助的な部分ができるという部分では、美浦村の中で今、保育所は２カ所ありま

すけれども、有料ボランティアでやってもらっております。これは別に最低賃金とかそう

いう部分じゃなくて、今回のポイント制度も、１ポイント100円で大分お安くなって……、

あ、10ポイントですか、10ポイントでそういうふうなポイントがつくようになっておりま
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すけれども、無償のボランティアほど長続きしない部分がありますので、できれば、ある

程度のポイント＝金額に換算できる。そして、村でも今お手伝いをいただいている保育ボ

ランティアも、時間でお金が発生して長く続いてやっていただいている方もおりますので、

ぜひその辺を取り入れながら、美浦村の独自なものですね、別に石岡市、土浦市、取手市

に右倣えということじゃなくて、美浦村の中でどういう環境の中でそれができるか、これ

は保健福祉部のほうで先進地もよく見据えて、美浦村に合ったポイントをつくり上げるこ

とができればと思いますので、ぜひ検討させていただいて、それの結果を報告をさせても

らうようにしたいと思います。 

 これからは、市だけの部分でということじゃなくて、町村の中でもそういう割合がかな

り高くなってくると思いますので、その辺を今回の質問の中のものを検討させていただい

て、後でご報告はさせていただきたいなというふうに思います。 

 ということで終わります。 

○議長（下村 宏君） 山崎幸子君。 

○５番（山崎幸子君） ただいまの村長の答弁で、現在、有償の保育ボランティアという

ものもありますというお話でしたけれども、やはりその一つ二つのものではなくて、もっ

と枠を広げて、そして大勢の人、今現在ボランティアに関して余り興味を持っていないよ

うな人たちをいかに取り込んで、大勢の高齢者がいつまでも元気で楽しく生きていけるよ

うな、そういうものを考えてあげるということが。 

 費用面は地域支援事業交付金とかそういったものを使えば、それほどかからないと思う

んですよね。ですから長い目で見れば、村の医療費の削減につながると思いますので、そ

の辺、美浦大学の枠を広げることと、高齢者ボランティアポイント制度、その辺も検討の

ほどよろしくお願いいたします。 

 以上で、私の質問を終わりとします。 

○議長（下村 宏君） 以上で、山崎幸子君の一般質問を終了いたします。 

 以上で、通告のありました一般質問は全て終了いたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 以上、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これにて散会をいたします。大変ご苦労さまでした。 

午後４時３９分散会 
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平成２７年第２回 

美浦村議会定例会会議録 第３号 

 

平成２７年６月１９日 開議 

 

議案 

（質疑・討論・採決） 

議案第１号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例） 

議案第２号 専決処分の承認を求めることについて 

      （平成26年度美浦村一般会計補正予算（第７号）） 

議案第３号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村税条例等の一部を改正する条例） 

議案第４号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村国民健康保険条例の一部を改正する条例） 

議案第５号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 

議案第６号 専決処分の承認を求めることについて 

      （美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例） 

議案第８号 美浦村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する

条例の一部を改正する条例 

議案第９号 美浦村介護保険条例の一部を改正する条例 

議案第10号 美浦村農業集落排水処理施設の使用料に関する条例の一部を改正する条例 

議案第11号 平成27年度美浦村一般会計補正予算（第１号） 

議案第12号 平成27年度美浦村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第13号 平成27年度美浦村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

議案第14号 平成27年度美浦村介護保険特別会計補正予算（第１号） 

（議案一括上程・提案理由の説明・質疑・討論・採決） 

発委第２号 美浦村議会委員会条例の一部を改正する条例 

発委第３号 美浦村議会傍聴規則 

発委第４号 美浦村議会常任委員会及び特別委員会傍聴規則 

発委第５号 美浦村議会会議規則の一部を改正する規則 

（委員長報告・質疑・討論・採決） 
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請願第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関する意見

書の採択を求める請願書 

請願第２号 「安全保障関連法案」の廃案へ意見書提出を求める請願書 

（意見書上程・提案理由の説明・質疑・討論・採決） 

発議第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関する意見

書 

（意見書上程・提案理由の説明・質疑・討論・採決） 

発議第２号 「安全保障関連法案」の廃案を求める意見書 

閉会中の所管事務調査について 

 

１．出席議員 

１番 塚 本 光 司 君  ２番 岡 沢   清 君 

３番 飯 田 洋 司 君  ４番 椎 名 利 夫 君 

５番 山 崎 幸 子 君  ７番 山 本 一 惠 君 

８番 林   昌 子 君  ９番 下 村   宏 君 

１０番 坂 本 一 夫 君  １１番 羽 成 邦 夫 君 

１２番 小 泉 輝 忠 君  １３番 石 川   修 君 

１４番 沼 﨑 光 芳 君   

 

１．欠席議員 

な し   

 

１．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席を求めた者 

村 長  中 島   栄 君 

教 育 長  門 脇 厚 司 君 

総 務 部 長  岡 田   守 君 

保 健 福 祉 部 長  松 葉 博 昭 君 

経 済 建 設 部 長  増 尾 嘉 一 君 

教 育 次 長  石 橋 喜 和 君 

総 務 課 長  飯 塚 尚 央 君 

企 画 財 政 課 長  平 野 芳 弘 君 

税 務 課 長  増 尾 利 治 君 

住 民 課 長  武 田 すみ江 君 

福 祉 介 護 課 長  秦 野 一 男 君 

健 康 増 進 課 長  石 神 真 司 君 
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国 保 年 金 課 長  桑 野 正 美 君 

都 市 建 設 課 長  青 野 道 生 君 

経 済 課 長  中 澤 真 一 君 

生 活 環 境 課 長  北 出   攻 君 

上 下 水 道 課 長  山 口 栄 美 君 

学 校 教 育 課 長  堀 越 文 恵 君 

生 涯 学 習 課 長  埜 口 哲 雄 君 

大 谷 保 育 所 長  小 﨑 佐智子 君 

 

１．本会議に職務のため出席した者 

議 会 事 務 局 長  木 鉛 昌 夫 

書 記  浅 野 洋 子 

書 記  糸 賀 一 志 

                                         

午前１０時００分開議 

○議長（下村 宏君） 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は、13名です。 

 ただいまから、平成27年第２回美浦村議会定例会を再開いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

                                         

○議長（下村 宏君） 議事日程につきましては、お手元に配付をしました日程表のとお

りといたします。 

                                         

○議長（下村 宏君） 直ちに議事に入ります。 

 日程第１ 議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（美浦村特別職の職員で

非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例）を議題といたしま

す。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第２ 議案第２号 専決処分の承認を求めることについて

（平成26年度美浦村一般会計補正予算（第７号））を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第３ 議案第３号 専決処分の承認を求めることについて

（美浦村税条例等の一部を改正する条例）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第４ 議案第４号 専決処分の承認を求めることについて

（美浦村国民健康保険条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第５ 議案第５号 専決処分の承認を求めることについて

（美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 私は、この美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

（案）について、反対の立場で討論を行います。 

 この条例は、低所得者への保険料の軽減を図るという命を持っていますが、課税限度額

を引き上げるという内容になっています。確かに低所得者の負担を下げるということに関

しては賛成でありますが、この国民健康保険税の課税限度額を上げるという部分に対して

反対でありますので、反対とします。以上です。 

○議長（下村 宏君） ほかに討論のある方はおりますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） これで討論を終結いたします。 

 採決をいたします。 

 反対意見が出ていますので、本案を原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求

めます。 

〔挙手多数〕 

○議長（下村 宏君） 挙手多数。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第６ 議案第６号 専決処分の承認を求めることについて
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（美浦村国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例）を議題といた

します。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第７ 議案第８号 美浦村特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の利用者負担等に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第８ 議案第９号 美浦村介護保険条例の一部を改正する条

例を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第９ 議案第10号 美浦村農業集落排水処理施設の使用料に

関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第10 議案第11号 平成27年度美浦村一般会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

 沼﨑光芳君。 

○１４番（沼﨑光芳君） 74・75ページになると思うんですけれども、保健体育費、光と

風の丘公園管理費の工事請負費、防犯カメラの設置工事105万2,000円について、もう少し

詳しく説明のほうをよろしくお願いします。 

○議長（下村 宏君） 教育次長石橋喜和君。 

○教育次長（石橋喜和君） それでは、沼﨑議員のご質問にお答え申し上げます。 

 光と風の丘公園管理費の工事請負費、防犯カメラ設置工事105万2,000円の件でございま

すが、光と風の丘公園、クラブハウスの隣に東屋がございます。そちらの東屋でですね、

３月に被害に自動販売機が遭いました。そして、さらに１カ月後にまた自動販売機が荒ら

されるというような被害が出てございます。それで、さらに６月ですか、また荒らされる

というような事案が発生してございますので、そこに防犯カメラを２機設置し、防犯に努
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めるために防犯カメラの設置工事をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（下村 宏君） 沼﨑光芳君。 

○１４番（沼﨑光芳君） ありがとうございました。 

 議運のときにですね、説明をいただいたんですけれども、当然、防犯カメラの設置はし

なければならないということでいいと思うんですけれども、２機で100万円ということで、

それが高いのか安いのかというのはその物によっても違うと思うので、それはよろしいん

ですけれども。 

 ただ、今回は光と風の丘公園の自動販売機なんですけれども、やはり村の中では、その

ほか防犯カメラを設置しなくてはいけないところもあるのではないかなという懸念はされ

るんですけれども、議運の中でも話が出ましたけれども、警察署のほうからも防犯カメラ

の設置の要請があるという話を聞きました。 

 そういうことであれば、村としてもこの光と風の丘公園だけではなくて、そのほかの主

要な危険と思われる箇所、重要と思われる箇所、私からいえば、この役場にも防犯カメラ

というのはないと思うんですけれども、やはり需要な部分には防犯カメラというのは随時

設置していくべきではないのかなと思うんですけれども、その辺について村長のほうはど

のようにお考えでしょうか。 

○議長（下村 宏君） 村長中島 栄君。 

○村長（中島 栄君） 改めましておはようございます。 

 定例議会、再々開日、きょうは足元の悪い中、傍聴の皆さんも少しおいでになっており

ますけれども、きょうは執行部と議会のほうと最後の定例議会の日でございますので、よ

く傍聴のほうもしていっていただきたいというふうに思います。 

 沼﨑議員のですね、防犯カメラ、今、教育次長のほうからですね、光と風の丘公園の東

屋の部分が、もう３回も短期間のうちにいたずらをされるという事案が発生しました。最

終的には、サンダーまで用意してきて、金具を切ってまでというふうな部分が発生してお

ります。 

 そういう部分の防犯という意味じゃなくてですね、美浦村全体の安全・安心は、これは

当然村のほうは全体的な部分を見ていかなければならないというふうに思いますけれども、

この前ですね、防犯連絡員協議会の総会の中でも稲敷警察署の署長のほうから、村といえ

ども子どもたちの通学の安全・安心、また夜間のいろいろな事件の起きないような、美浦

村に来ると防犯カメラが設置してあって、事件を起こすのはちょっと難しいよというぐら

い徹底していただければ、それなりに事件も少なくなっていくだろうというふうに、署長

さんも話はしておりました。 

 これは新聞で、ちょっと取手市のほうでね、ボーガンの事件がありました。それを機に

取手市もいち早く、20台ぐらい市の中に設置をする。そしてまた、稲敷市のほうでも結構
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いろいろな事件も、稲敷警察署管内では、稲敷市と美浦村を抱えておりますけれども、事

件の発生の度合いは稲敷市のほうが多いということで、稲敷市のほうも10台ぐらい設置を

するような方向ですよという報告を受けています。 

 当然、美浦村としても安全・安心のためには、今はパトロールだけではなかなかできな

い部分があります。夜間、役場のほうにもついていないんですが、実は役場のほうでも駐

車場にとめておいた車から油を抜き取られたり、そういう事例が前にもあります。そうい

うことも考えましてですね、ことしは、これは補正の中で学校教育課のほうで入れました

けれども、できれば補正の中でも入れ込みながら、場所を選定しながらですね、そして来

年度はある程度、基幹道路、美浦村に他の市町から入ってくる連絡道路等にもですね、カ

メラを設置して、治安のいい村というふうな植えつけを少しでもしていければというふう

に考えております。 

 それについては警察署、そして、あと防犯協会のほうと連絡をとりながら、美浦村のい

ろいろな場所のどこが一番最適な部分なのかということは検討しながら、設置に向けて考

えていきます。 

○議長（下村 宏君） 沼﨑光芳君。 

○１４番（沼﨑光芳君） ありがとうございました。今、村長のほうから補正を組んでも

やりますよということでお言葉をいただきました。 

 村長が言われるように、やはり子どもたちや高齢者、高齢者の方も近隣市町村では認知

症とかそういうので行方不明になったりとかそういうのもあったりして、防犯カメラがあ

れば、その場所を通ったということであれば、録画してあれば、その追跡にも使えるし、

今、テレビ等でも、ニュース等でも、コンビニとかの防犯カメラだとか携帯の動画だとか

そういうのが決定的な証拠になって、事件の解決につながるような部分もありますので、

近隣市町村よりも先駆けて、美浦村としてはしっかりと整備をしていくという方向でやは

り進んでいかないと、いろいろな意味で今、議会もタブレットをやったりしてどんどんど

んどん進めておりますので、執行部のほうも近隣の状況を見るというのが、なかなか行政

のほうでは慎重にやらざるを得ないのかなと思うんですけれども、見積もり等もとりなが

ら、ただ今ある既存の電柱に防犯カメラをつけるとかそういうことではなくて、防災の意

味でも、今は太陽光発電とか風力発電で発電した電気を利用して防犯カメラをつけるとか、

そのカメラが設置してあるところに行けば、災害があったときに、そこから仮設の電源を

取れるとか、そういったありとあらゆる、今は技術が進歩しておりますので、いろいろな

視点から考えてもらって、ただカメラをつければいいのではなくて、そういうのをトータ

ル的に検討してもらった上で予算のほうを上げてもらえればなと思いますので、その辺だ

け要望して終わりたいと思います。 

○議長（下村 宏君） そのほかに質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第11 議案第12号 平成27年度美浦村農業集落排水事業特別

会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第12 議案第13号 平成27年度美浦村公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第13 議案第14号 平成27年度美浦村介護保険特別会計補正

予算（第１号）を議題といたします。 

 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第14 発委第２号 美浦村議会委員会条例の一部を改正する

条例から、日程第17 発委第５号 美浦村議会会議規則の一部を改正する規則までの４議

案を一括議題といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） 次に、提案理由の説明を求めます。 

 議会運営委員長沼﨑光芳君。 

○議会運営委員長（沼﨑光芳君） 発委第２号 美浦村議会委員会条例の一部を改正する

条例から、発委第５号 美浦村議会会議規則の一部を改正する規則について、提案理由の

説明を行います。 

 それでは、最初に発委第２号 美浦村議会委員会条例の一部を改正する条例の提案理由

についてご説明申し上げます。追加議案書１ページをお開きいただきたいと思います。 

 この条例の改正についてでございますが、６月９日の本定例会の初日に、美浦村議会基

本条例を可決いたしました。その議会基本条例の制定によりまして、常任委員会と特別委

員会を原則として公開することといたしました。そのため、議会委員会条例第17条に規定

されていました傍聴の取り扱いに関する部分の、議員のほか委員長の許可を得た者が傍聴

することができるとされていたものを、常任委員会及び特別委員会は原則公開と改めるも

のでございます。 
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 また、それに関連いたしまして、この後、発委第４号でご説明いたします常任委員会及

び特別委員会の傍聴に関する規則を制定いたしますことから、その旨を第３項として追加

しております。 

 以上、提出条例案の改正についてご説明をいたしました。 

 次に、発委第３号 美浦村議会傍聴規則についてご説明申し上げます。次のページをお

開きいただきたいと思います。 

 この規則についてでございますが、現行の美浦村議会の会議の傍聴に関する規則の全部

を改正するものでございます。先ほどもご説明いたしましたが、今般常任委員会及び特別

委員会の傍聴に関する規則を制定するに当たりまして、会議の傍聴規則に準じて制定する

こととなるわけですが、現在、本村の傍聴規則は、全国町村議会議長会で示しております

標準の傍聴規則ではないことから、標準の形式に全文を改正するものでございます。 

 改正の内容につきましては、形式の改正がほとんどでありまして、規定された内容に大

きな改正はございませんが、第３条において、これまで30人でありました傍聴席の定員を

35人としております。また、第７条にあります携帯すると傍聴席に入れない物の中から、

現在の社会情勢を勘案しまして、つえを削除しております。なお、美浦村議会の会議の傍

聴に関する規則につきましては、附則第２項におきまして廃止しております。 

 以上、議会傍聴規則につきましてご説明させていただきました。 

 次に、発委第４号 美浦村議会常任委員会及び特別委員会傍聴規則についてご説明申し

上げます。５ページをお開きいただきたいと思います。 

 この規則につきましては、先ほどからご説明しておりますとおり、議会基本条例の制定

に伴いまして、常任委員会と特別委員会の傍聴に関する規則を制定するものでございます。 

 内容につきましては、第３条の傍聴人の定員を、議会傍聴規則では35人としております

が、この規則では委員会を委員会室や大会議室で開催しますことを考慮しまして、12人と

しております。それ以外につきましては、議会傍聴規則に準じて作成されております。 

 以上、議会常任委員会及び特別委員会傍聴規則につきまして、ご説明させていただきま

した。 

 次に、発委第５号 美浦村議会会議規則の一部を改正する規則について、ご説明申し上

げます。８ページをお開きいただきたいと思います。 

 この改正につきましては、全国町村議会議長会より、議会における欠席の届け出の取り

扱いに関しまして、社会情勢などを勘案し、出産の場合の欠席の届け出について、新たに

標準町村議会会議規則に加える旨の通知がありましたことから、第２条に第２項としまし

て加えるものです。 

 以上、議会会議規則につきましてご説明をさせていただきました。 

 なお、発委第２号から発委第５号までの条例、規則の施行日につきましては、議会基本

条例の施行に合わせて、全て７月１日から施行することとしております。 
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 以上、一括して追加議案の提案理由の説明をさせていただきました。よろしくご審議の

ほどお願いをいたします。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第14 発委第２号 美浦村議会委員会条例の一部を改正する

条例の質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第15 発委第３号 美浦村議会傍聴規則の質疑に入ります。

質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第16 発委第４号 美浦村議会常任委員会及び特別委員会傍

聴規則の質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第17 発委第５号 美浦村議会会議規則の一部を改正する規

則の質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第18 請願第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益のため

の安全かつ確実な運用に関する意見書の採択を求める請願書を議題といたします。 

 付託案件について、委員長の報告を求めます。 

 厚生文教常任委員長椎名利夫君。 

○厚生文教常任委員長（椎名利夫君） 請願第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益の

ための安全かつ確実な運用に関する意見書の採択を求める請願書の審査の結果をご報告申

し上げます。 

 厚生文教常任委員会は、今定例会において当委員会に付託されました請願第１号を審査

するため、６月10日午後１時30分より、委員会を開催いたしました。 

 この請願書は、提出者、日本労働組合総連合会茨城県連合会県南地域協議会議長、木村

太一氏。紹介議員は山崎幸子議員です。委員より、現在、高齢者世帯の６割が年金収入だ

けで生活し、老後の生活保障の柱となっている。年金積立金は、日本経済への貢献が目的

ではなく、被保険者の利益のために安全かつ確実な運用を行うべきであると意見が出され

ました。 

 採決の結果、請願第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運
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用に関する意見書の採択を求める請願書につきましては、採択とすることに決しました。 

 当委員会の決定に対しましては、議員各位のご賛同をお願い申し上げ、委員長報告とい

たします。 

○議長（下村 宏君） 委員長の報告が終了をいたしました。 

 これより、委員長に対する質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 この請願に対する委員長の報告は、採択とすることです。 

 この請願は、委員長の報告のとおり採択することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は委員長の報告のとおり採択とすることに決定をいたしました。 

 ここで会議の途中ではございますが、暫時休憩といたします。自席で自由休憩を願いま

す。それではですね、55分再開といたしますので、それまで休憩といたします。 

午前１０時４２分休憩 

                                         

午前１０時５６分開議 

○議長（下村 宏君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 お諮りいたします。 

 ただいま、椎名利夫君ほか３人から、発議第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益の

ための安全かつ確実な運用に関する意見書が提出されました。 

 これを日程に追加し、追加日程第１として議題にしたいと思います。これにご異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、発議第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に

関する意見書を日程に追加し、追加日程第１として議題とすることに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 追加日程第１ 発議第１号 年金積立金の専ら被保険者の利益の

ための安全かつ確実な運用に関する意見書を議題といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。事務局。 
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〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） 次に、提案者の説明を求めます。 

 椎名利夫君。 

○４番（椎名利夫君） 先ほどは、年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確

実な運用に関する意見書の採択を求める請願書について、満場一致で採択されましたこと

に対しまして敬意を表します。ありがとうございました。 

 つきましては、意見書の件でございますが、ただいま事務局が朗読したとおりでござい

ますので、皆さんのご賛同をよろしくお願い申し上げます。 

○議長（下村 宏君） 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決し、議会の意見書として関係機関に送付することに決

定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第19 請願第２号 「安全保障関連法案」の廃案へ意見書提

出を求める請願書を議題といたします。 

 付託案件について、委員長の報告を求めます。 

 総務常任委員長石川 修君。 

○総務常任委員長（石川 修君） 請願第２号 「安全保障関連法案」の廃案へ意見書提

出を求める請願書の審査の結果をご報告をいたします。 

 総務常任委員会は、今定例会において当委員会に付託されました請願第２号を審査する

ため、６月10日午前10時、６月16日、本会議終了後の２回、委員会を開催いたしたところ

でございます。この請願書は、提出者、美浦村平和の会代表、井上 勉氏、紹介議員は岡

沢 清議員であります。 

 委員より、憲法学者が「違憲」と言っていたのは重い。しかし、今の段階で白黒をつけ

るのは早い。憲法の解釈だけで法案を成立されるのはいかがなものか。与党が数の原理で

押し通していいものではなく国民的な議論をすべきであるなど、さまざまな意見が出され

ました。 
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 採決の結果、賛成１、反対２となり、請願第２号 「安全保障関連法案」の廃案へ意見

書提出を求める請願書につきましては、不採択とすることに決しました。 

 当委員会の決定に対しましては、議員各位の慎重審議をお願いを申し上げ、委員長報告

といたします。 

○議長（下村 宏君） 委員長の報告が終了をいたしました。 

 これより、委員長に対する質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

 林 昌子君。 

○８番（林 昌子君） それでは、請願第２号 「安全保障関連法案」の廃案へ意見書提

出を求める請願書に対して、反対の討論を述べさせていただきます。 

 数ある政府見解の中で最も論理的に詳細に論じているのが、1972年の集団的自衛権と憲

法との関係という内閣法制局の見解であります。 

 憲法９条、前文の平和的生存権、そして13条の生命、自由及び幸福追求権に触れた上で、

我が国がみずからの存立を全うし、国民が平和のうちに生存することまでも放棄していな

いことは明らかであって、自国の平和と安全を維持し、その存立を全うするために必要な

自衛の措置をとることを禁じているとは到底解釈されないとの砂川判決と、全く同様のこ

とを言っているわけであります。 

 そして、「しかしながら」という接続詞をあえて使った上で、だからといって、平和主

義をその基本原則とする憲法が、右にいう自衛のための措置を無制限に認めているとは解

釈されないのであって、それは、あくまで外国の武力攻撃によって、国民の生命、自由及

び幸福追求の権利が根底から覆されるという急迫不正の事態に対処し、国民のこれからの

権利を守るためのやむを得ない措置として初めて容認されるものであるから、その措置は

右の事態を排除するためと捉えるべき必要最小限度の範囲にとどまるべきものであると述

べられております。 

 現在の安全保障環境から見れば、いまだ我が国に対する武力攻撃に至っていない状況で

もあり、他国に対する武力攻撃があり、これによって国民の基本的人権が根底から覆され

る急迫不正の事態があり得るとの認識を公明党も共有をしているところでございます。こ

うした認識のもとで新３要件を提案し、昨年７月の閣議決定に盛り込み、今般の安全保障

法制の法案にも明記をさせたところでございます。 

 そこで確認をさせていただきますが、その明記をさせた新３要件について述べさせてい

ただきます。憲法第９条のもとで許容される自衛隊の措置ということで、３点ございます。 

 １点目、我が国に対する武力攻撃が発生した場合のみならず、我が国と密接な関係にあ

る他国に対する武力攻撃が発生し、これにより我が国の存立が脅かされ、国民の生命、自
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由及び幸福追求の権利が根底から覆される明白な危険がある場合のみ、また２点目は、こ

れを排除し、我が国の存立を全うし、国民を守るために他の適当な手段がないとき、また

さらに、必要最小限度の実力を行使ということに、明確に文言にうたってございます。 

 今般出された請願の趣旨の中にですね、「『安全保障関連法案』は、まさに日本を『殺

し殺される』国へとつくり変えるものです。」という文言がございました。公明党は、戦

争にならないため、また、行かせないための抑止と自国防衛のためのみに限定する法整備

に全力で取り組んでおります。ですので、請願内のこの文言は不適切であるということと、

また、国会審議中であり、時期尚早であるとの観点から、この請願に反対をするものでご

ざいます。 

 しかしながら、今後も国民の不安を払拭すべく、国は説明責任を果たすべきであるとい

うことを申し添えて、反対討論といたします。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（下村 宏君） ほかに討論のある方。 

 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 私は、請願第２号 「安全保障関連法案」の廃案へ意見書提出を

求める請願書に、賛成の立場で討論を行うものです。賛成する理由は、請願の趣旨説明で

既に述べている内容と同じ考えを持つからです。 

 今定例会初日に、このたびの請願が議題となって以降、戦争法案に反対する声が、さら

に大きく高まっています。６月14日に行われた国会包囲行動には２万5,000人が参加し、

６月17日に水戸駅北口で行われた戦争法案に反対する行動には1,000人が参加しました。

私は、戦争法案は認められないとの立場から、この二つの行動に参加しました。 

 14日の国会包囲行動に参加したジャーナリストの鳥越俊太郎氏は、ポイント・オブ・ノ

ーリターンという言葉がある。決して後戻りできない地点であると述べました。今がまさ

にその地点であり、今、廃案にしなければ、後戻りできない事態になってしまう。そのよ

うに訴えていました。 

 ６月17日の茨城新聞23面には、「安全保障関連法案」に反対する声明に賛同する学者の

数が3,000人を超えた。15日午後３時時点で2,678人だった賛同する学者は、16日午後３時

に3,476人に。反対の輪は広がっている、と紹介されています。 

 最近の世論調査を見ますと、朝日新聞が５月16日・17日に実施した調査によりますと、

「安全保障関連法案を今国会で成立させる必要があるか」との質問に、「必要はない」が

60％、「必要がある」は23％、安全保障関連法案のうち、日本に大きな影響がない国際紛

争などをめぐる紛争法案に、その都度法律をつくらなくても自衛隊を派遣できる法案につ

いては、「反対」が54％、「賛成」が30％、日本の平和や安全に重要な影響を与える事態

で自衛隊が米軍を世界中で後方支援できる法案についても、「反対」が53％、「賛成」が

29％。 

 安倍晋三首相が安保関連法案について、日本が米国の戦争に巻き込まれることは、絶対
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にあり得ないと説明したことについて、「納得できない」が68％、「納得できる」の19％

を大きく上回った。内閣指示層でも、「納得できない」が50％、「納得できる」35％より

多かったと発表されています。 

 今現在、この議場におられる方々で直接戦争を経験した方はおられないと考えます。武

力行使の一体化とか後方支援であるとか、個別的自衛権とか、集団的自衛権であるとか、

重要事態であるとか、武力行使の新３要件であるとか、戦闘地域・非戦闘地域、グレーゾ

ーンとか、積極的平和主義であるとか、それらの言葉の意味するもの、その本質を十分に

理解することが現時点で、あるいは９月の時点で納得のいく理解とすることが可能でしょ

うか。 

 日中戦争から太平洋戦争へと、自衛のため、アジア開放のため、大東亜共栄圏設立のた

めという美名のもとに、過去の日本は戦争に突き進みました。私は決して歴史にそれほど

詳しいわけではありませんが、私の過去の歴史認識からすると、今国会で上程されている

安全保障関連法案を可決成立させるということは、同じ道をたどるのではないか、そのこ

とを十分に心配するものです。 

 さきに紹介しましたように、国民の多くが疑問を持つ、納得できないと言っている法案

を、最初は８月上旬まで会期を延長して、そして現時点では９月まで会期を延長するとい

う。これは、数の論理でこの法案を強行採決に持っていくものと考えています。この国会

で戦争法案といわれる安全保障関連法案が採決されること、可決されること、そのことを

優先すべきでしょうか。 

 委員会報告にあったように慎重に議論すべきという、私は多くの国民がそれを望んでい

ると思っています。現時点で可決するということは、国民の声に耳を貸すものではなく、

国民の意思をも尊重しない、まさに立憲主義の、そして主権在民の結果になると考えます。 

 以上をもって反対討論とします。 

〔「逆だよ」と呼ぶ者あり〕 

○２番（岡沢 清君） あ、賛成討論とします。 

 委員の皆さんにおかれましては、慎重に審議されるよう心からお願いするものです。 

 以上です。 

○議長（下村 宏君） ほかに討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようです。これで討論を終結いたします。 

 採決をいたします。 

 この請願に対する委員長の報告は、不採択とすることです。 

 賛成意見が出ていますので、本案を原案のとおり採択することに賛成の諸君の挙手を求

めます。 

〔挙手多数〕 
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○議長（下村 宏君） 挙手多数と認めます。 

 よって、本案は原案のとおり採択することに決定をいたしました。 

 ここで、会議の途中でありますが、暫時休憩といたします。自席で休憩願います。 

 11時25分に再開をいたします。 

午前１１時２０分休憩 

                                         

午前１１時２７分開議 

○議長（下村 宏君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 お諮りをいたします。 

 ただいま、岡沢 清君ほか３人から、発議第２号 「安全保障関連法案」の廃案を求め

る意見書が提出をされました。 

 これを日程に追加し、追加日程第２として議題にしたいと思います。ご異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、発議第２号 「安全保障関連法案」の廃案を求める意見書を日程に追加し、追

加日程第２として議題とすることに決定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 追加日程第２ 発議第２号 「安全保障関連法案」の廃案を求め

る意見書を議題といたします。 

 議案の朗読をいたさせます。事務局。 

〔議案朗読〕 

○議長（下村 宏君） 次に、提案者の説明を求めます。 

 岡沢 清君。 

○２番（岡沢 清君） 提案理由の説明をさせていただきます。 

 先ほど事務局が朗読された内容でありますので、そのとおりとします。 

○議長（下村 宏君） 質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 質疑がないようですので、質疑を終結いたします。 

 討論に入ります。討論のある方はどうぞ。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 討論がないようですので、討論を終結いたします。 

 採決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決し、議会の意見書として関係機関に送付することに決

定をいたしました。 

                                         

○議長（下村 宏君） 日程第20 閉会中の所管事務調査についてを議題といたします。 

 議会運営委員会及び各常任委員会の委員長から、閉会中の所管事務調査について申し出

がありました。 

 お諮りいたします。 

 本件は、各委員長の申し出のとおり調査事項としたいが、これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（下村 宏君） 異議なしと認めます。さよう決定をいたします。 

                                         

○議長（下村 宏君） 以上で、本定例会に付議された案件は全て終了をいたしました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

 以上をもって、平成27年第２回美浦村議会定例会を閉会といたします。 

 大変ご苦労さまでした。 

午前１１時３３分閉会 
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